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兵庫県のゲンゴロウྨ録（̍）

森 正人１）

1) .BTBUP .03*　ڥՊֶେࣜגࡕձࣾ

兵庫県内のゲンゴロウ類については，ނ ) 高橋寿郎
氏が自ら整ཧした「兵庫県の水甲虫に関する文献目録
(1) ʙ (3)」（1995 ʙ 1996）に基づいて県内目録を࡞成
し ( 高橋寿郎，1997)，ムカシゲンゴロウ科 1 種，コツ
ブゲンゴロウ科 3 種，ゲンゴロウ科 43 種を記録してい
る．その後，森正人・北山昭 (1993) は۩体的なデータ
を伴わない分布表で 46 種を，その改గ版第 2  ( 森・
北山，2007) では 49 種を県内から記録した．それ以降，
いくつかの追加種があり，また分類の変ߋや学名変ߋも
あった．さらに近年，ゲンゴロウ類を含む水生昆虫全ൠ
について，減少が著しいことから，これまでの記録と筆
者や知人等が採集した標本データを整ཧして，現時点に
おける兵庫県内の生息種とその記録をしておきたい．

分類や学名・和名のѻいは原則として「日本昆虫目
録 第 6 巻鞘翅目 ( 第 1 部 )」(2022) に，配ྻは「改గ
版 図આ日本のゲンゴロウ」に準ڌした．

掲載記録は種ごとに文献記録と標本記録に分け，文
献記録については記載された県内の記録地名と出య情報
を年ॱに明記した．標本記録については，筆者が実見
したものや手ڐにある県内標本に加えて , 知人から提供
された標本やデータを整ཧし，原則 1 産地 1 例として，
採集頭数・採集地・採集データ・採集者を明記した．採
集者については，筆者以外のものは明記したが，筆者採
集のものはこれを省ུした．生息環境や生態情報，全国
分布，基産地情報などについても知り得た範囲で記述し
た．

今回の報告はコツブゲンゴロウ科からゲンゴロウ科
のツブゲンゴロウ亜科までを整ཧし，りは次回に報告
༧定である．

֤種ղઆ
コπブゲンゴロウՊ　FBmiMZ /PUFSiEBF

以前，ムカシゲンゴロウ科としてѻわれていたもの
は，ここに含められた．日本産は 3 亜科に分かれ，以
下の 2 亜科が兵庫県に分布する．

コπブゲンゴロウѥՊ　4VCGBmiMZ /PUFSiOBF
チビコπブゲンゴロウ　5SiCF /FPIZESPDPQUiOi

きべりはむし， 47 (2): 1-11

日本産は以下の 1 属．
チビコπブゲンゴロウଐ　 G enus N eohydrocoptus

日本からは 3 種が知られており，県内産は以下の 2 種．
１．キボシチビコπブゲンゴウ　N eohydrocoptus bivittis

(Motschulsky,1859)
【文献記録】加西市 < 岡野良༞・西本雄一郎 , 2021>

【標本記録】6exs., 加西市 , 3-V-2021, 1ex 死体 , 同所 ,5-IX-2021.

日本では愛知県知多半島から初めて記録された珍し
い種類で，その後，茨城県，千葉県，静岡県，愛知県，
三重県，奈良県，京都府，岡山県，広島県，山口県，߳
川県，高知県，福岡県，長崎県，宮崎県で記録または採
集されているが，生息地の数は大変少ない．兵庫県では
これまで，記録や情報が全くແかったが，最近になって
ようやく発見記録された．本種の生息池は植生が豊か
な中ن模止水域でటਂい立地環境であることが多く，県
内の生息池もこの範ᙝにあった．本種はந水植物の根際
近のਂいట中から得られることが度々あり，腹端部を
植物体にࠩし入れてٵݺしている可能性がある．実際
に Kudo et al. (2010) は飼育下での観察例を報告してい
る．時期によってはほとんど水中に༡ӭすることがなく，
確認がしい種類ではあるが，面，外来の食ڕやア
メリカザリガニのඃ食影響をडけにくいとも考えられ
る．環境省レッドリスト (2020) では絶滅危惧 IB 類 (EN) 
，兵庫県 RDB(2022) では新たに A ランク（絶滅危惧Ⅰ
類相当）にબ定・ධՁされている．

２．ムモンチビコπブゲンゴウ　N eohydrocoptus sp .
【文献記録】加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>

【標本記録】2exs., 加西市青野ϲ原 , 23-VIII-1993；2exs., 加西

市野田池 , 6-V-2002.

加西市と小野市にまたがる青野ϲ原からはじめて報
告された種類で，その後は近畿地方֤地や東海地方の一
部，さらに四国，九州，屋久島からも記録されているが，
生息地は少なくہ地的である．県内でも産地情報は増え
ていない．ඍ小な種で動きもಷいので確認がしい種で
ある．環境省レッドリスト (2020) では学名未ܾ定のま
ま絶滅危惧 II 類 (VU) にબ定されている．
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コπブゲンゴロウ　5SiCF /PUFSiOi
日本では 2 属が知られており，いずれも兵庫県に分

布している．
コπブゲンゴロウଐ　G enus N oterus

日本からは 3 種が知られているが，県内産は以下の
1 種．
̏．コπブゲンゴロウ　N oterus j aponicus S harp , 187 3

【文献記録】Ἑ屋，神戸市多井畑 < 関公一 , 1945a>：宝塚市大

原野 < Ἑ田久 , 1993>；加西市青野ϲ原，三田市木ث，村岡町

岡，Ἑ屋市イモリ池，三田市大ү，ழ名川町内馬場，村岡町

㙽和野高原，宝塚市 < 初॓成彦 , 2011>：豊岡市雲寺 < 牧田श・

中安৻太郎 , 2011>；兵庫県西部 < 市川ݑ平・大庭伸也 , 2015>.

【標本記録】12ex, 美方郡新温泉町上山高原 , 4-IX-2023；3exs.,

美方郡߳美町村岡区岡 , 22-X-1994；12exs., 豊岡市日高町

神ು高原 , 7-IX-2021；1ex, 養父市杉ϲ高原 , 4-IX-2023；

5exs., 神崎郡神河町峰高原 , 29-V-1987；3exs., 神崎郡福崎

町 , 29-V-1987；20exs., 小野市福町 , 29-IV-1997；6exs., 加

西市田水池 , 8-XI-2000；5exs., 宝塚市ࠤી利 , 17-VIII-1994；

12exs., 三田市木ث , 19-IV-1987；5exs., 明石市大久保 , 24-V-

1987；15exs., 神戸市北区長尾町宅原 , 8-V-1987；17exs., 神

戸市北区八多町 , 18-V-1989；3exs., 神戸市北区有野町 , 2-X-

1993；18exs., 神戸市北区淡河町野瀬 , 9-IV-2023；3exs., 神戸

市東ṗ区六甲アイランド , 12-V-2022；6exs., 洲本市五色町 , 

23-V-1991． 

北海道から南西ॾ島まで広く分布し，生息地での個
体数も多い．県内でも全域に広く分布しているが，最近
では少しずつ生息地が減少しているような気がする．

πヤコπブゲンゴロウଐ　G enus Canthydrus

日本からは 2 種が知られており，県内産は以下の 1 種．
̐．ムπボシπヤコπブゲンゴロウ　Canthydrus politus 

(S harp , 187 3)
【 文 献 記 録 】Hiogo<D.Sharp, 1873>；Maiko，Takasago<M.

Takizawa, 1932a>；ਨ水 < 関公一 , 1945a>；神戸市多井畑 < 大

倉 正 文 , 1955>； 加 西 市 青 野 ϲ 原 < 森 正 人・ 北 山 昭 , 1993, 

2007>；加西市青野ϲ原 < 初॓成彦 , 2011>.

【標本記録】24exs., 加西市青野ϲ原 , 23-VIII-1993；9exs., 小

野市青野ϲ原 , 29-IX-2013；23exs., 小野市青野ϲ原 , 19-VIII-

2023；21exs., 加古川市今池 , 13-IX-1992.

本州の東海地方以西，四国，九州，トカラに分布す
るが，生息地は少なくہ地的．生息地での個体数は一ൠ
的に多い．県内での分布は現ࡏでは州平野の一部に限
られるが，古くは阪神間での記録もある．加古川市に
あった生息池は，宅地化造成によって消ࣦした．青野ϲ
原では近年の調査で生息のҡ࣋が確認されている．環境
省レッドリスト (2020) では絶滅危惧Ⅱ類 (VU) とラン
クが比較的高く，兵庫県 RDB(2022) でも B ランク（絶

滅危惧Ⅱ類相当）にධՁされている．

ムカシゲンゴロウѥՊ　4VCGBmiMZ 1ISFBUPEZUiOBF
ムカシゲンゴロウ　5SiCF 1ISFBUPEZUiOi

ムカシゲンゴロウଐ　 G enus Phreatodytes

日本からは 7 種が知られており，県内産は以下の 1
種である．
̑．ムカシゲンゴロウ Phreatodytes relictus S . U eno, 1957

【文献記録】Aioi city,Yatabe in Taishi-cho<S.Ueno, 1957>；姫路

市০西 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>.

日本では兵庫県と京都府の一部地域で，地下水系か
ら得られている．環境省レッドリスト (2020) では情報
不足 (DD) とされている．兵庫県 RDB(2022) ではཁ調査
のධՁ．

ゲンゴロウՊ　FBmiMZ %ZUiTDiEBF
日本産は現ࡏ 7 亜科に区分され，兵庫県にはそのす

べてが分布している．
έシゲンゴロウѥՊ　4VCGBmiMZ )ZESPQPSiOBF

日本は 6 で，兵庫県産は以下の 5 である．なお，
この亜科はナガケシゲンゴロウ亜科と和名表記されるこ
とがある．

έシゲンゴロウ　5SiCF )ZQIZESiOi
日本産は 4 属で，兵庫県では次の 2 属が分布している．

キボシέシゲンゴロウଐ　 G enus Allopachria

日本産は 2 種で，県内産は以下の 1 種．
̒． キ ボ シ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ AOORSaFKrLa ÀaYRmaFXOaWa  

(Kamiya, 1938)
【文献記録】武庫川 < 関公一 , 1945a>；氷上郡ദ原川上流 < 山

本義丸 ,1958>；ദ原 < 藤正ࠤ , 1958>；神戸市道場 < 森正人・

北山昭 , 1993, 2007>；神戸市道場 < 初॓成彦 , 2011>.

【標本記録】4exs., 美方郡新温泉町藤尾（久ే川）, 3-IX-2023；

20exs., 豊岡市日高町神ು渓谷（稲葉川）, 15-IX-2020；3exs.,

宍粟市波賀町（引原川）, 19-VIII-2010；2exs., 宍粟市波賀町

西渓谷（西川）, 5-VII-2009；6exs., 朝来市山東町与布山， 

21-VII-2021，北山݈࢘採集；7exs., 篠山市௳市ダム上流（畑

川）, 31-VIII-2003；3exs., 神戸市北区道場町生野（ધࡔ川ࢧ流）, 

26-V-1991.

北海道，本州，四国，九州，大۱ॾ島に分布する．
低山地から山地にかけての清流に生息している．県内で
の生息河川は多くないが調査不足かも知れない．キボシ
ゲンゴロウは異名．環境省のレッドリスト (2020) では
情報不足 (DD) ，兵庫県 RDB(2022) ではཁ調査にධՁ
されている．

έシゲンゴロウଐ　 G enus Hyphydrus

日本産は 5 種 1 亜種が知られており，県内産は以下
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の 2 種．
̓． ヒ メ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ Hyphydrus laeviventris  S harp , 

1882
【文献記録】三原郡福良 < 高橋寿郎 , 1998>；神戸市八多 < 初॓

成彦 , 2011>.

【標本記録】1ex, 三木市吉川町奥畑 , 19-XI-1994；20exs. 三

木市吉川町 , 16-V-1994；10exs., 神戸市北区八多町 , 7-VIII-

1993；2exs., 神戸市北区八多町上小名田 , 5-V-2019；2exs., 神

戸市北区山田町ཟ那 , 30-IV-1997；4exs., 神戸市北区大町 , 

3-V-1987；1ex, 神戸市北区八多町上小名多 , 5-V-2019；7exs.,

洲 本 市 五 色 町 先 山 , 23-V-1991；3exs., 南 あ わ じ 市 南 淡 町 , 

31-X-1985,T.Matsumoto 採集． 

北海道，本州，四国，九州に分布するが生息地は多
くない．県内の記録は南部地域に限られ，淡路島からも
確認されている．本州北部と北海道の個体群は別亜種ア
ラメケシゲンゴロウ ssp .  tsugaru Nakane,1993 として区別
されているが，分布の境քは定かではない．兵庫県産は
基亜種となる．Watanabe (2020) は本種の飼育実ݧに
より，幼虫の餌としてのカイミジンコが本種の生育にॆ
分なӫ養を備えることを報告している．環境省のレッド
リスト (2020) では絶滅危惧 II 類 (VU) とされている．

̔．έシゲンゴロウ Hyphydrus j aponicus  S harp , 187 3
【 文 献 記 録 】Hiogo<D.Sharp, 1873>；Takasago<M.Takizawa, 

1932b>；武庫川，住吉村，ழ名川，多井畑 < 関公一 , 1945a>；

氷上郡 < 山本義丸 , 1958>；川西市大和 < 田ݩ亮 , 1978>；ழ

名川町木間生 < 田ݩ亮 , 1979>；宝塚市ۄ瀬，ച布ガ丘 < Ἑ田久 , 

1993>；篠山町雨石山 < 林靖彦ほか , 1995>；神戸市ӊ原，山の

街，ົ法寺，多井畑，ന川，押部谷木見 < 高橋寿郎 , 1997> ；

加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>；神戸市八多町，

加西市青野ϲ原，三原郡町広田ʙ長田，家島町西島，神戸市

ਨ水，神戸市東ਨ水，神戸市山の街，西宮市甲東園，川西市Ҷ生，

川西市大和，ழ名川町下Ѩ古谷，ழ名川町ຽ田，ழ名川町木間生，

北淡町育波，宝塚市大原野 < 初॓成彦 , 2011>；兵庫県西部 < 市

川ݑ平・大庭伸也 , 2015>．

【 標 本 記 録 】2exs., 美 方 郡 ߳ 美 町 村 岡 区  岡 , 22-X-1994；

1ex, 用町ࠤ用郡ࠤ , 21-IV-1991；7exs., 三木市吉川町 , 23-IX-

1996；2exs., 三田市木ث , 19-IV-1987；1ex, 明石市大久保 , 24-

V-1984；3exs., 宝塚市ࠤી利 , 17-VII-1994；1ex, 宝塚市畑

奥ンベツ , 14-III-2010, 下野೭採集；3exs., 神戸市六甲山上

かわうそ池 , 9-V-1987；1ex, 神戸市北区山田町ཟ那 , 30-IV-

1997；10exs., 神戸市北区八多町 , 21-II-1987；19exs., 神戸市

北区大町 , 18-XI-1990．

北海道，本州，四国，九州，南西ॾ島の一部に広
く分布する．1990 年まではごく普通に見られたが，
2000 年頃以降になってٸに減少したことを౿まえて，
環境省のレッドリスト (2020) では準絶滅危惧 (NT) に，
兵庫県 RDB(2022) でも新たに C ランク（準絶滅危惧相

当）にબ定された．県内では淡路島を含む南部地域の記
録が多いが，中北部からの記録も少ないながらある．普
通種だったނに過ڈの記録や標本は意外と少ない．初夏
のころに新成虫を多く確認している．林 (2020) は，本
種幼虫の頭部ಥىに着目し，このಥىがカイミジンコを
ޮ的にั食することに機能していることを報告してい
る．

マϧέシゲンゴロウ　5SiCF )ZESPWBUiOi
マϧέシゲンゴロウଐ　 G enus Hydrovatus

近年，本属の分類研究が進み，現ࡏの日本産本属は
9 ʙ 10 種に増えている．兵庫県では以下の 6 種が確認
された． 
̕． ヤ Ϊ マ ϧ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ　Hydrovatus yagii 

Kitayama, Mori et Matsui, 1993
【文献記録】Aonogahara Kasai City <Kitayama, Mori � Matsui, 

1993>；加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>.

【標本記録】15exs., 加西市青野ϲ原 , 10-V-1992．

兵庫県加西市と奄美大島，石垣島，西表島の標本を
基に記載された種類で，正基準産地は加西市青野ϲ原で
ある．学名の種小名及び和名は本種を初めて発見した八
木剛氏にҼんでいる．日本では本州西部と四国，九州で
．地的に記録され，南西ॾ島では個体数が比較的多いہ
兵庫県内での分布は州平野に限られている．環境省の
レッドリスト (2020) では準絶滅危惧 (NT) に，兵庫県
RDB(2022) では A ランクにબ定されている．

１̌．オχΪリマϧέシゲンゴロウ　Hydrovatus onigiri 
W atanab e & B iströ m, 2022

【文献記録】ழ名川町木間生 < 田ݩ亮 , 1979>(H. adachii とし

て記録 )；加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>；

加 西 市 青 野 ϲ 原 < 初 ॓ 成 彦 , 2011>； 豊 岡 市  雲 寺 < 牧 田

श・中安৻太郎 , 2011>；兵庫県西部 < 市川ݑ平・大庭伸也 , 

2015>( 以上はマルケシゲンゴロウ，H. subtilis として記録 )；

Aonogahara, Ono-shi, Aonogahara, Kasai-shi <Watanabe � 

BistrÖm, 2022>( 以上は H. onigiri で記録 )．

【標本記録】1ex, 用町西新॓ࠤ用郡ࠤ , 6-VII-2014, 市川ݑ平

採集；7exs., 神崎郡福崎町 , 29-V-1987；2exs., 加古川市今池 , 

6-VI-1992；1ex, 加西市田水池 ,8-XI-2000；2exs., 加西市青野ϲ

原 , 5-V-1990；1ex, 宝塚市ࠤી利 , 17-VII-1994；3exs., 神戸

市北区八多町 , 7-VIII-1993；1 ♂ , 神戸市北区淡河町野瀬 ,9-

IV-2023；4exs., 神戸市北区淡河町ため池 ,1 6-IX-2023；3exs.,

神戸市北区淡河町（淡河川）, 14-IX-2024；2exs., 洲本市五色町 , 

23-V-1991.

本州，四国，九州，南西ॾ島に広く分布するマルケ
シゲンゴロウ H. subtilis S harp ,1882 と認識されていた種
は，別の未記載種であることが Watanabe � BistrÖm

（2022）によって確認され，新たに上記の新種として記
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1. キボシチビコπブゲンゴロウ．

5. ムカシゲンゴロウ．

9. ヤΪマϧέシゲンゴロウ．
(QBSBUZQF)

13. アマミマϧέシゲンゴロウ．

3. コπブゲンゴロウ．

7. ヒメέシゲンゴロウ．

11. サメハダマϧέシゲンゴロウ．

15. チϟイロチビゲンゴロウ．

2. ムモンチビコπブゲンゴロウ．

6. キボシέシゲンゴロウ．

10. オχΪリマϧέシゲンゴロウ．

14. オオマϧέシゲンゴロウ．

4. ムπボシπヤコπブゲンゴロウ．

8. έシゲンゴロウ．

12. コマϧέシゲンゴロウ．

16. チビゲンゴロウ．
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17. マϧチビゲンゴロウ．

21. メクラゲンゴロウ．

25. χセコウϕπブゲンゴロウ．

29. キボシπブゲンゴロウ．

19. ヒメシマチビゲンゴロウ．

23. πブゲンゴロウ．

27. サβナミπブゲンゴロウ．

18. ナガマϧチビゲンゴロウ．

22. ミウラメクラゲンゴロウ．

26. ϧイスπブゲンゴロウ．

20. ゴマダラチビゲンゴロウ．

24. コウϕπブゲンゴロウ．

28. シϟʔϓπブゲンゴロウ．
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載された．これを౿まえて，標本については再度同定し，
上記の新種であることを確かめたが，文献記録の一部に
ついての標本の確認ができていない．環境省のレッドリ
スト (2020) では「マルケシゲンゴロウ」が準絶滅危惧
(NT) にબ定されている．

１ １． サ メ ハ ダ マ ϧ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ　Hydrovatus 
stridulus B iströ m, 1997

【標本記録】2 ♂ , 加古川市今池 , 13-IX-1992.

本種は稲畑 (2016) が奄美大島，ԭೄ島，石垣島，西
表島，与那国島から日本初記録として報告したもので，
その後本州では࡛ۄ ( ُ・部，2018)，茨城・群
馬 ( 野ほか，2019)，千葉ࠤ ( 中村ほか，2023)，愛知
( 戸田，2017)，富山 ( ᖒ田ほか，2022)，石川 ( 部
ほか，2016)，福井 ( 部・保科，2016)，࣎賀（村上，
2024），岡山（末長ほか，2017）の֤県から記録され
ている．兵庫県からの記録はແく，これが初記録となる．
上記標本は加古川市内の今池から 2 頭だけ採集された
もので，いずれもテネラル個体であったことからマウン
トされず์置されていたもの．本種が確認された今池は
前述のムツボシツヤコツブゲンゴロウやエチゴトックリ
ゴミムシが多く生息する良い環境の池であったが，発見
直後にຒめ立てられた．

１ ２． コ マ ϧ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ　Hydrovatus aFXmLQaWXV
Motschulsky, 1860

【文献記録】氷上郡 < 山本義丸 , 1958>；宝塚市大原野松尾

< Ἑ田久 , 1993>；加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 

2007>；加西市青野ϲ原，五色町҂原，ழ名川町下Ѩ古谷，ழ

名川町内馬場，ழ名川町木間生 < 初॓成彦 , 2011>；豊岡市

雲寺 < 牧田श・中安৻太郎 , 2011>.

【標本記録】3exs., 加古川市今池 , 6-VI-1992；3exs., 加古川

市 八 ഼ , 28-V-2010；10exs., 加 西 市 青 野 ϲ 原 , 10-V-1992；

2exs., 三木市吉川町奥畑 , 19-XI-1994；6exs., 三田市下相野 , 

20-V-1993；4exs., 神戸市北区大町 , 9-V-1992；2exs., 神戸

市北区八多町 , 24-V-1987；2exs., 神戸市西区神出町 , 5-VII-

2014, 市川ݑ平採集 .

日本では本州，四国，九州，南西ॾ島に広く分布する．
前種と同様に兵庫県内での分布も広そうであるが記録は
多くない．環境省レッドリスト (2020) では準絶滅危惧
(NT) にબ定されている．

１ ̏． ア マ ミ マ ϧ έ シ ゲ ン ゴ ロ ウ　Hydrovatus 
VHmLQarLXV Motschulsky, 1860

【文献記録】神戸市八多町，神戸市大町 < 岡田亮平・部ߊ平・

森正人・稲畑ݑ昭 , 2020>.

【標本記録】3exs., 神戸市北区大町 , 9-V-1992( 報告ࡁ ).

日本では奄美大島をはじめ南西ॾ島だけに分布する

とされていたが，最近になって岡田ほか (2020) により
本州にも分布することがわかった．兵庫県でも古い標本
が確認されたが，最近の情報はない．環境省のレッドリ
スト (2020) では準絶滅危惧 (NT)，兵庫県 RDB(2022)
でも生息状況を調査するためཁ調査のカテゴリーにબ定
された．

１̐．オオマϧέシゲンゴロウ　Hydrovatus bonvouloiri 
S harp , 1882

【文献記録】三田市 , 19670606, S. Ito. < 神奈川県立生໋の・

地ٿ博物館 , 1995>.

日本では本州西部から四国，九州，南西ॾ島に広く
分布するが，生息地は少なくہ地的．県内では三田市の
古い標本記録があるが，筆者は生息を確認することがで
きていない．環境省のレッドリスト (2020) では準絶滅
危惧 (NT) とされている．標本画像は奈良県産．

チビゲンゴロウ　5SiCF #iEFTTiOi
日本産は 4 属で，兵庫県産は以下の 3 属．

チϟイロチビゲンゴロウଐ　 G enus Allodessus

１̑．チϟイロチビゲンゴロウ　Allodessus mHJaFHSKaOXV
(G schwendtner, 1931)

【標本記録】4exs., 姫路市的形 , 27-IX-1989；1ex, 姫路市的形

町福ധ , 13-VII-2017, 村ྋ太郎採集 .

日本では本州，四国，九州，南西ॾ島に広く分布する．
海岸線に沿って生息している．県内で確認できた生息地
は少ない．

チビゲンゴロウଐ　 G enus Hydroglyphus

日本産は 6 種，兵庫県産は以下の 1 種だけ．
１ ̒． チ ビ ゲ ン ゴ ロ ウ　Hydroglyphus j aponicus (S harp , 

187 3)
【文献記録】神戸本山村，ழ名川，ਨ水 < 関公一 , 1945a>；氷

上郡 < 山本義丸 , 1958>；洲本市安平町 < 堀田久 , 1959>；川

西市大和，部 < 田ݩ亮 , 1978>；宝塚市߳合新田 < Ἑ田久 , 

1993>；篠山町雨石山 < 林靖彦ほか , 1995>；宝塚市，神戸市

山の街，ന川，谷上，太山寺，三木市細川，加西市畑，小野市

来住町，東条町森，吉川町，ཾ野市神岡町 < 高橋寿郎 , 1997>；

洲本市三熊山 < 高橋寿郎 , 1998>；加西市青野ϲ原，神戸市北

区大町，西宮市甲山，神戸市東ਨ水，穂市Ӕை，川西市

部，川西市大和，ழ名川町下Ѩ古谷，ழ名川町内馬場，ழ名川

町木間生 < 初॓成彦 , 2011>；豊岡市雲寺 < 牧田श・中安৻太郎 , 

2011>；兵庫県西部 < 市川ݑ平・大庭伸也 , 2015>；上郡町 < 大

貝秀雄 , 2018>；姫路市北原 < இ野ক平 , 2022>.

【 標 本 記 録 】3exs., 美 方 郡 ߳ 美 町 村 岡 区  岡 , 22-X-1994；

2exs., 豊岡市日高町神ು , 7-IX-2021；1ex, 用町ધ越ࠤ用郡ࠤ , 

27-VII-2019, 村ྋ太郎採集；3exs., 穂市福浦 , 6-VI-2021；

2exs., 穂市真殿千種川 , 12-XI-2017；8exs., 穂市ࡔ越千種川 , 



-7-

きべりはむし，�� (2)，2024．

25-VIII-2018；2exs., 姫路市的形 , 27-IX-1989；4exs., 小野市

来住町 , 4-I-2020；7exs., 小野市青野ϲ原 , 12-XI-2022；8exs.,

東条市畑 , 29-I-2020；1ex, 加古川市ݖ現湖 , 3-V-2009；3exs.,

加西市青野ϲ原 , 23-VIII-1993；；5exs., 加西市引町 , 19-X-

2014；1ex, 加東市高岡 , 12-VI-2016, 部ߊ平採集；3exs., 加

古郡稲美町南場池 , 10-VI-2012；6exs., 加古郡稲美町加古大池 , 

30-XI-2008；1ex, たつの市御町中島 , 18-VII-2020, 村ྋ

太郎採集；6exs., 三田市上野 , 4-IV-1987；2exs., 三田市福島 , 

26-III-2023；15exs., 宝塚市西谷 , 24-II-2020；5exs., 神戸市北

区淡河町野瀬 , 8-VIII-2015；4exs., 神戸市北区八多町 , 22-III-

1987；2exs., 姫路市家島町家島 , 6-IV-2019；2exs., 南あわじ市

Ѩ万Ԙ屋町 , 22-IX-2018, 村ྋ太郎採集；1ex, 洲本市五色町 , 

23-V-1991.

北海道から本州，四国，九州，トカラまで広く分布し，
個体数も多い．県内でも生息数は多く淡路島や家島など
の島ቦ部からも広く確認されている．

マϧチビゲンゴロウଐ　G enus Leiodytes

日本産は 4 種，兵庫県では以下の 2 種が分布している．
ホソマルチビゲンゴロウ /.mL\amRWRL は京都府木川か
ら記録されているが兵庫県からの情報はແい．
１ ̓． マ ϧ チ ビ ゲ ン ゴ ロ ウ　Leiodytes frontalis (S harp , 

1884)
【文献記録】神戸本山村，多井畑 < 関公一 , 1945a>；宝塚市内，

三木市細川 < 高橋寿郎 , 1997>；加西市青野ϲ原，五色町҂原 < 初

॓成彦 , 2011>；兵庫県西部 < 市川ݑ平・大庭伸也 , 2015>.

【標本記録】8exs., 神崎郡神河町峰山高原 , 4-XI-2013；3exs.,

用町西新॓ࠤ用郡ࠤ , 6-VII-2014；5exs., 穂市真殿 ( 千種

川 ), 12-XI-2017；9exs., 穂郡上郡町上郡橋 ( 千種川 ), 3-XI-

2014；18exs., たつの市御町 ( ༖保川 ), 19-VIII-1994；3exs.,

たつの市༖保川町 ( ༖保川 ), 13-VIII-1994；2exs., たつの市༖

保川町٪田 , 23-VI-2019, 村ྋ太郎採集；20exs., 加西市青野ϲ

原 , 15-III-1992；31exs., 加東市社町久米 , 29-IV-1997；2exs.,

加東市高岡 , 12-VI-2016, 部ߊ平採集；6exs., 小野市ঁ池 ,29-

VI-2014；21exs., 小野市青野ϲ原 , 18-VIII-2023；5exs., 姫路市

林田町中ߏ , 23-VIII-2014；6exs., 加古川市平町中山 , 6-IX-

2014；2exs., 三木市吉川町奥畑 , 19-XI-1994；5exs., 三田市下

相野 , 21-V-1993；5exs., 三田市木ث , 23-IV-1990；8exs., 三

田市加茂千ৎ寺湖 , 11-V-2019；2exs., 三田市小֟ , 18-VIII-

2019；4exs., 三田市青野ダム , 16-III-2014；3exs., 三田市福島 , 

26-III-2023；4exs., 宝塚市ۄ瀬 , 26-IX-2010；5exs., 宝塚市大

原野 , 27-IX-2009；7exs., 宝塚市ࠤી利 , 17-VII-1994；9exs.,

神戸市北区八多町 , 18-V-1989；1ex, 神戸市北区八多町上小名

田 , 5-V-2019；3exs., 洲本市五色町先山 , 23-V-1991.

日本では本州，四国，九州に広く分布している．県
内でも中南部での記録が多く，生息地での個体数も一ൠ
的に多いが，環境省のレッドリスト (2020) では準絶滅
危惧 (NT) にબ定されている .

１̔．ナガマϧチビゲンゴロウ　Leiodytes kyushuensis 
(Nakane, 1990)

【 文 献 記 録 】10exs.,Takarazuka,Hyogo, 19-IV-1958, M. Goto 

leg. < 林成多・初॓成彦 , 2003>．

日本では本州と九州に分布しているが，生息地は限
られている．県内では上記の古い標本が知られているだ
けである．森 (2013) は大阪府阪南市における本種生息
地の環境について，水際植生が全くແい環境で，水際の
൫とその上にബくଯੵした砂の間伱に生息しているؠ
ことを報告している．標本画像は大阪府産．

ナガέシゲンゴロウ　5SiCF )ZESPQPSiOi
日本産は 3 属で，兵庫県では以下の 2 属．

シマチビゲンゴロウଐ　 G enus N ebrioporus

日本産は 4 種，兵庫県産は以下の 1 種．
１̕．ヒメシマチビゲンゴロウ　 N ebrioporus nipponicus

(Takiz awa, 1933)
【文献記録】武庫川，נ木村，ٯ瀬川（コシマチビゲンゴロウ

として）< 関公一 , 1945a>；加西市畑 < 高橋寿郎 , 1997>；宝塚，

武庫川，甲東園 < 林成多・初॓成彦 , 2003>；西宮市甲山大橋，

西宮市甲東園，宝塚市武庫川 < 初॓成彦 , 2011>.

本州と四国の河川清流に生息している．過ڈの記録
では中南部の河川で確認されているが，最近の記録はແ
い．調査が不足していると考えられる．標本画像は࣎賀
県産．兵庫県 RDB(2022) ではཁ調査のカテゴリー．

ゴマダラチビゲンゴロウଐ　 G enus N eonectes

２̌．ゴマダラチビゲンゴロウ　N eonectes natrix (S harp , 
1884)

【文献記録】氷上郡ࠤ治 < 山本義丸 , 1958>；青垣町西Ἑ田加古

川 < 八木剛 , 2000>；新温泉町ʦ森正人・西野༸樹 , 2022bʧ

【 標 本 記 録 】3exs., 丹 波 市 青 垣 町 ( ࠤ 治 川 ), 10-VIII-1995；

5exs., 丹波市氷上長野 ( ᷤ野川 ), 19-VIII-2006；3exs., 美方郡

新温泉町 ( 久ే川 ), 22-X-2022, 西野༸樹採集 ( 報告ࡁ ).

北海道と本州，四国の河川清流に生息している．県
内の記録は少ないが，現ࡏでも生息している．兵庫県
RDB(2022) ではཁ調査のධՁである．

ෆ໌（ҎԼのଐのѻ͍͕ෆ࣮֬）．
メクラゲンゴロウଐ　(FOVT 0RrLmRWRa

日本産は 5 種，兵庫県では以下の 2 種が記録されて
いる．
２ １． メ ク ラ ゲ ン ゴ ロ ウ　0RrLmRWRa SKrHaWLFa U eno, 

1957
【文献記録】Yatabe,Aioi,Himeji < S.Ueno, 1957>；姫路市০西 < 森

正人・北山昭 , 1993>.

【標本記録】2exs., 姫路市০西 , 29-XI-1992, 北山昭採集 .
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兵庫県の地下水系から知られている．既知産地は
姫路市，相生市，༖保郡太子町のみ．環境省のレッ
ドリスト (2020) では情報不足 (DD) のѻい，兵庫県
RDB(2022) でもཁ調査のධՁとなっている．

２２．ミウラメクラゲンゴロウ　0RrLmRWRa mLXraL U eno, 
1957

【文献記録】Kaibara < S.Ueno, 1957>；氷上郡ദ原高校ߏ内の井

戸 < 山本義丸 , 1958>.

兵庫県と京都府の地下水系から知られている．県内
の既知産地はദ原町のみ．前種 M . phreatica の亜種とし
て記載されたが，Yanagi et Nomura (2021) によって種
にঢ֨している．

πブゲンゴロウѥՊ　4VCGBmiMZ -BDDPQIiMiOBF
πブゲンゴロウ　5SiCF -BDDPQIiMiOi

日本産は 2 属で，ともに兵庫県に分布．
πブゲンゴロウଐ　G enus Laccophilus

日本産は現ࡏ 14 種に増え，兵庫県産は以下の 6 種
である． 
２̏．πブゲンゴロウ　/aFFRSKLOXV GL৽FLOLV S harp , 187 3

【文献記録】Takasago <M. Takizawa, 1932a>；神戸再度山 < 高

橋寿郎 , 1940>；武庫村，多井畑，ਨ水 < 関公一 , 1945a>；氷

上郡 < 山本義丸 , 1958>；洲本市安平町 < 堀田久 , 1959>；川西

市見野，大和 < 田ݩ亮 , 1978>；宝塚市ച布ガ丘，߳合新田

< Ἑ田久 , 1993>；篠山町雨石山 < 林靖彦ほか , 1995>；神戸市

ӊ原，山の街，道場，広野，ന川，多井畑，下谷上，押部谷，

ཟ那，三木市細川，三木山，吉川町奥山，加西市畑 < 高橋寿郎 , 

1997>；洲本市三熊山 < 高橋寿郎 , 1998>；加西市青野ϲ原，三

田市大ү，神戸市ṗ区六甲，神戸市北区道場町静ケ池，神戸市

北区町山の街，神戸市東ਨ水，西宮市甲東園，川西市見野，

川西市部，川西市大和，ழ名川町下Ѩ古谷，ழ名川町上Ѩ古谷，

ழ名川町内馬場，ழ名川町木間生，宝塚市 < 初॓成彦 , 2011>.

【標本記録】2exs., 加西市青野ϲ原 ,11-VIII-1990；20exs., 小野

市青野ϲ原 , 23-IX-2023；1ex, 美೯郡吉川町౬谷 , 26-V-1999,

山本勝也採集；4exs., 三田市下相野 , 5-VI-1993；4exs., 明石市

大久保 , 24-V-1987；3exs., 神戸市北区八多町 , 22-III-1987；

7exs., 神戸市北区大町 , 18-XI-1990；4exs., 神戸市北区山田

町 , 20-II-1987；3exs., 神戸市北区山田町ཟ那 , 30-IV-1997；

4exs.,神戸市六甲山かわうそ池, 9-V-1987；5exs.,神戸市再度山, 

20-IX-1987；1ex. 姫路市家島町உࣛ島 , 18-VII-1989.

北海道，本州，四国，九州，南西ॾ島に広く分布し
ている．県内でも中南部に広く記録が見られ離島では家
島ॾ島で確認されている．本属では最も分布域が広く個
体数も多かったが，最近では見る機会が少なくなった．

２ ̐． コ ウ ϕ π ブ ゲ ン ゴ ロ ウ　Laccophilus kobensis 
S harp , 187 3

【 文 献 記 録 】Kobe (Hiogo) <D. Sharp, 1873>；Akashi, Misaki, 

Takasago <M. Takizawa, 1932a>；武庫村 < 関公一 , 1945>；宝

塚市内 < 高橋寿郎 , 1997>；加西市青野ϲ原 < 初॓成彦 , 2011>.

【 標 本 記 録 】2exs., 美 方 郡 ߳ 美 町 村 岡 区  岡 , 22-X-1994；

3exs., 加西市青野ϲ原 , 5-V-1990；3exs., 加古川市今池 , 6-VI-

1992；15exs., 小野市青野ϲ原 , 21-III-1990；1ex, 三田市木ث , 

23-IV-1990.

本州，四国，九州と南西ॾ島に広く分布しているが，
生息地は多くない．神戸が基準産地で現ࡏでも州平野
には生息している．環境省のレッドリスト (2020) では
準絶滅危惧 (NT) に，兵庫県 RDB(2022) でもཁ調査のカ
テゴリーにબ定されている．

２ ̑． χ セ コ ウ ϕ π ブ ゲ ン ゴ ロ ウ　Laccophilus
\RVKLWRmLL W atanab e et Kamite, 2018

【文献記録】神戸市山田町ཟ那 < 森正人・村ྋ太郎 , 2019>

【標本記録】1ex, 神戸市北区山田町ཟ那 , 30-IV-1997( 報告ࡁ）.

石川県ۚ市を基準産地として新種記載されたもの
で，北や東北地方に分布するとされていたが，森ほか
(2019) により神戸市でも発見された．前種にࣅている
が，前種が比較的開์的な水域に生息するのに対し，本
種は少しബ҉いような水域で見つかっており，生態的に
み分けしている可能性がある．

２ ̒． ϧ イ ス π ブ ゲ ン ゴ ロ ウ　Laccophilus lew isius 
S harp , 187 3

【 文 献 記 録 】Kobe <D. Sharp, 1873>；Takasago <M. Takizawa, 

1932a>；神戸市多井畑，ҏ丹市，ழ名川 < 関公一 , 1945a>；

氷上郡 < 山本義丸 ,1958>；宝塚市内，神戸市多井畑，太山

寺，下谷上，ਨ水，ҏ川谷前開，三木市口吉川原，吉川町奥

原，ཾ野市神岡町 < 高橋寿郎 , 1997>；洲本市三熊山 < 高橋寿郎 , 

1998>；加西市青野ϲ原 < 森正人・北山昭 , 1993, 2007>；加

西市青野ϲ原，三田市木ث，高砂市ミツビシ池，西宮市甲東園，

ழ名川町内馬場，明石市 < 初॓成彦 , 2011>.

【標本記録】3exs., 小野市青野ϲ原 , 15-III-1992；1ex, 小野市

小田՝ֽ谷 6 ߸池 , 12-VII-2008, 安井உ採集；8exs., 加西市

福ډ町 , 30-IV-2018, 村ྋ太郎採集；5exs., 三田市木ث , 19-

IV-1987；5exs., 神戸市北区八多町 , 16-II-1987；10exs., 神戸市

六甲山ͻΐうたん池 , 22-IV-1987.

本州，四国，九州に広く分布しているが，生息地は
多くない．県内では南部地域での記録が多く，また淡路
島にも分布している．環境省のレッドリスト (2020) で
は絶滅危惧 II 類 (VU) に，兵庫県 RDB(2022) でもཁ調
査のカテゴリーにબ定されている．タテナミツブゲンゴ
ロウは異名．

２̓．サβナミπブゲンゴロウ　/aFFRSKLOXV ÀH[XRVXV 
A ub é, 1838
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【文献記録】Kobe <Brancucci, 1883>

Brancucci (1883) は本種を Kobe から記録しているが，
その後久しく日本からの記録がແく，Ѩ部 (1990) がԭ
ೄから発見したのをܖ機に，南西ॾ島に広く分布してい
ることがわかった．本州では Brancucci (1883) 以降の
記録や情報が全くないことから，中根 (1991) は本州に
おける分布を疑問としている．しかし，南西ॾ島が分布
の中心と思われていたアマミマルケシゲンゴロウが本州
でも発見された事例（岡田ほか ,2020）や他種の分布状
況をצҊすると，県内にも生息している，または過ڈに
分布していた可能性も൱定できない．ナミスジツブゲン
ゴロウは異名．画像はԭೄ産．

２ ̔． シ ϟ ʔ ϓ π ブ ゲ ン ゴ ロ ウ　Laccophilus sharpi
Régimb art, 1889

【文献記録】Takasago <M. Takizawa, 1932a>；神戸再度山 < 高

橋寿郎 , 1940>；神戸市多井畑，ҏ丹市，ழ名川 < 関公一 , 

1945a>；氷上郡 < 山本義丸 , 1958>；川西市大和，部 < 田

亮ݩ , 1978>；神戸市ന川，ົ法寺，多井畑，太山寺，押部谷

木見，ؠ谷ಕ，ҏ川谷前開，三木市細川，口吉川原，志છ，

吉川町奥原，加西市畑，小野市来住町，ཾ野市神岡町 < 高橋寿

郎 , 1997>；洲本市三熊山 < 高橋寿郎 ,1998>；加西市青野ϲ原

< 森正人・北山昭 , 1993, 2007>；加西市青野ϲ原，家島町西島，

神戸市ਨ水，神戸市山の街，西宮市甲東園，川西市大和，北淡

町育波 < 初॓成彦 , 2011>.

【標本記録】1ex, たつの市御町 ( ༖保川 ), 19-VIII-1994；

3exs., 加西市青野ϲ原 , 11-VIII-1990；9exs., 神崎郡福崎町 , 

16-VIII-1991；3exs., 三木市吉川町奥畑 , 9-XI-1994；5exs., 姫

路市的形 , 27-IX-1989；3exs., 三田市下相野 , 5-VI-1983；1ex,

神戸市北区八多町 , 8-VIII-1987；10exs., 洲本市五色町先山 , 

23-V-1991.

北海道，本州，四国，九州と南西ॾ島に広く分布し
ているが，最近は減少向が著しい．県内では南部地域
での記録が多く，淡路島にも記録があるが，近年はほと
んど見かけない．そのような向をөしてか，環境省
のレッドリスト (2020) では準絶滅危惧 (NT) にબ定さ
れている．

キボシπブゲンゴロウଐ　G enus J apanolaccophilus

日本固有属と思われていたが，最近ؖ国からも記録
された．以下の 1 種でߏ成される．
２ ̕． キ ボ シ π ブ ゲ ン ゴ ロ ウ　 J apanolaccophilus

niponensis (Kamiya, 1939)
【文献記録】新温泉町ಢ谷 < 森正人・西野༸樹 , 2022>；

【標本記録】24exs., 美方郡新温泉町ಢ谷 , 9-X-2021, 西野༸樹

採集 .（報告ࡁ）

北海道，本州，四国，九州，対馬に広く分布してい
るが生息河川は限られる．兵庫県ではै来記録や情報が

ແく，分布可能性の高い種として調査を継続していたが，
最近になってようやく県北部の小河川で生息が確認され
た．環境省のレッドリスト (2020) では準絶滅危惧 (NT)
に，兵庫県 RDB(2022) でも C ランクのカテゴリーに新
．બ定されているن

以上，兵庫県内のゲンゴロウ類のうち，コツブゲン
ゴロウ科からゲンゴロウ科ツブゲンゴロウ亜科まで 29
種についての記録を整ཧして報告した．このうち，サメ
ハダマルケシゲンゴロウについては兵庫県初記録である．

標本やデータ，資料・情報を提供していた，市川
北山 昭，松本ӳ明，中峰 空，西（ނ，࢘平，北山݈ݑ
野༸樹，岡田亮平，岡野良༞，下野೭，村ྋ太郎，
部ߊ平，山本勝也，安井உの֤氏，一部の標本撮影
をしていたᝳ島悠հ氏，有益な情報提供をいた中島 
३氏，部ߊ平氏にްくお礼を申し上げる．

りの，セスジゲンゴロウ亜科からゲンゴロウ亜科
までの整ཧは次߸に報告する༧定である．

ʲҾ༻จݙʳ
Ѩ部光య，1990．lݬのゲンゴロウz をԭೄで発見す．

甲虫ニュース，(91)：5-7．
Ἑ田久，1993．コツブゲンゴロウ科，ゲンゴロウ科．

宝塚の昆虫 II，宝塚市教育委員会．
Brancucci M.,  1983. Revision des especes est-
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兵庫県࢈իྨの֓؍にͭいて
ʕ兵庫県࢈իྨ記録σʔタϕʔスの࡞に͋たͬてʕ

Ӊ野宏樹１）

1) )iSPLi 6/0　େࡕ田市

�ɽ͡めに
筆者は，兵庫県産蛾類分布記録データベース（別名：

兵庫県産蛾類データベース）（Ӊ野ほか，2024b）を࡞
成するにあたって，兵庫県産蛾類の分布をまとめる機会
があった．その際，兵庫県産の蛾類の分布状況の様子が
ුかび上がってきたため，あくまで֓観であるが本報告
にまとめておきたい．

�ɽ兵庫県のիྨの種
兵庫県産の蛾類の科ごと，および種の総数は表 1 の

ようになった．なお，種が同定されていない記録につい
ては，カウントからআ外している．

地域ごとの種数についても述べておきたい．神戸・
阪神・磨・丹波・但馬・淡路のそれぞれの地域の蛾類

きべりはむし， 47 (2)：12-27

Պ ฌ࢈ݝݿͷ
छ

ຊ࢈ͷ
छ

ฌ࢈ݝݿͷຊ࢈ʹର
ͯ͠ΊΔछͷׂ߹

1 コバネガՊ 2 種 23 種 8．70�
2 スイコバネガՊ 0 種 11 種 0．00�
3 コウモリガՊ 3 種 9 種 33．33�
4 モグリチビガՊ 4 種 91 種 4．40�
5 ヒラタモグリガՊ 1 種 8 種 12．50�
6 πヤコガՊ 0 種 24 種 0．00�
7 ヒゲナガガՊ 16 種 36 種 44．44�
8 ϗιヒゲマガリガՊ 0 種 8 種 0．00�
9 マガリガՊ 1 種 17 種 5．88�

10 ムモンハモグリガՊ 1 種 14 種 7．14�
11 ໊ະఆ（ヒメヒロズコガྨ） 0 種 4 種 0．00�
12 ໊ະఆ（スジモンヒロズコガྨ） 0 種 2 種 0．00�
13 ヒロズコガՊ 20 種 91 種 21．98�
14 ミノガՊ 8 種 43 種 18．60�
15 ヒカリバコガՊ 0 種 4 種 0．00�
16 チビガՊ 1 種 25 種 4．00�
17 ϗιガՊ 16 種 260 種 6．15�
18 スガՊ 23 種 80 種 28．75�
19 χセスガՊ 0 種 13 種 0．00�
20 クチブサガՊ 7 種 30 種 23．33�
21 コナガՊ 3 種 8 種 37．50�
22 カイハネガՊ 0 種 1 種 0．00�
23 アトヒゲコガՊ 3 種 16 種 18．75�
24 ϗιハマキモυキガՊ 7 種 27 種 25．93�
25 マイコガՊ 0 種 2 種 0．00�
26 ヒϧガオハモグリガՊ 0 種 2 種 0．00�
27 ハモグリガՊ 2 種 22 種 9．09�
28 スヒロキバガՊ 0 種 9 種 0．00�
29 ヒラタマϧハキバガՊ 12 種 60 種 20．00�
30 クサモグリガՊ 0 種 46 種 0．00�
31 オビマϧハキバガՊ 2 種 4 種 50．00�
32 ヒロバキバガՊ 1 種 2 種 50．00�
33 キψバコガՊ 2 種 4 種 50．00�
34 メスコバネキバガՊ 3 種 4 種 75．00�

Պ ฌ࢈ݝݿͷ
छ

ຊ࢈ͷ
छ

ฌ࢈ݝݿͷຊ࢈ʹର
ͯ͠ΊΔछͷׂ߹

35 モンϗιキバガՊ 0 種 1 種 0．00�
36 マϧハキバガՊ 22 種 56 種 39．29�
37 ヒゲナガキバガՊ 16 種 28 種 57．14�
38 ϗιキバガՊ 1 種 9 種 11．11�
39 χセマイコガՊ 16 種 59 種 27．12�
40 ππミノガՊ 4 種 100 種 4．00�
41 ΤダモグリガՊ 1 種 6 種 16．67�
42 アカバナキバガՊ 0 種 4 種 0．00�
43 ネマϧハキバガՊ 6 種 12 種 50．00�
44 ミπボシキバガՊ 5 種 9 種 55．56�
45 ΤグリキバガՊ 1 種 2 種 50．00�
46 カβリバガՊ 20 種 82 種 24．39�
47 コブカβリバガՊ 1 種 5 種 20．00�
48 キバガՊ 60 種 313 種 19．17�
49 ネムスガՊ 1 種 1 種 100．00�
50 セミヤυリガՊ 2 種 2 種 100．00�
51 イラガՊ 17 種 41 種 41．46�
52 マダラガՊ 15 種 30 種 50．00�
53 スカシバガՊ 17 種 51 種 33．33�
54 ヒロハマキモυキガՊ 0 種 2 種 0．00�
55 ボクトウガՊ 3 種 8 種 37．50�
56 ハマキガՊ 226 種 875 種 25．83�
57 ハマキモυキガՊ 5 種 40 種 12．50�
58 メスハリオガՊ 0 種 2 種 0．00�
59 ϗιマイコガՊ 0 種 3 種 0．00�
60 Պॴଐෆ໌ 0 種 2 種 0．00�
61 ササϕリガՊ 1 種 14 種 7．14�
62 χジϡウシトリバガՊ 3 種 6 種 50．00�
63 トリバガՊ 23 種 73 種 31．51�
64 χセハマキガՊ 1 種 2 種 50．00�
65 マϧバシンクイガՊ 0 種 1 種 0．00�
66 シンクイガՊ 3 種 17 種 17．65�
67 セセリモυキガՊ 0 種 3 種 0．00�
68 マυガՊ 10 種 28 種 35．71�
69 メイガՊ 129 種 298 種 43．29�
70 πトガՊ 262 種 552 種 47．46�
71 イカリモンガՊ 2 種 2 種 100．00�
72 カΪバガՊ 54 種 71 種 76．06�
73 アゲハモυキガՊ 3 種 4 種 75．00�
74 πバメガՊ 10 種 28 種 35．71�
75 シϟクガՊ 523 種 896 種 58．37�
76 カϨハガՊ 15 種 27 種 55．56�
77 オビガՊ 1 種 1 種 100．00�
78 カイコガՊ 5 種 7 種 71．43�
79 ヤママユガՊ 9 種 13 種 69．23�
80 イボタガՊ 1 種 1 種 100．00�
81 スズメガՊ 49 種 76 種 64．47�
82 シϟチϗコガՊ 97 種 126 種 76．98�
83 υクガՊ 39 種 55 種 70．91�
84 ヒトリガՊ 67 種 126 種 53．17�
85 ヒトリモυキガՊ 1 種 7 種 14．29�
86 アπバモυキガՊ 1 種 6 種 16．67�
87 コブガՊ 55 種 114 種 48．25�
88 ヤガՊ 748 種 1327 種 56．37�
ʵ -iTU�.+ 種ࡌܝ ʵ 6624 種 ʵ
ʵ ۙ年の日本ॳه種ɾ新種 ʵ  27 種 ʵ
ʵ ૯  2689 種  6651 種  40．43�

ද 1．ฌݝݿのիྨの種͓Αͼ日本産種の種ͱͦのൺֱ．

ද 1．ଓ͖．
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の種数は表 2 のようになった．なお，種類が不明な記
録や，採集地が他地域にまたがっている種についてはカ
ウントからআ外している．

地域ごとに特有の種の種数についても，表 3 に掲載
しておく．֓ཁについては後述する．山地など特徴的な
環境がある地域では，種数が多くなっている向がある．
また，ཏ的に調査が行われた地域やミクロレピの調査
が進んでいる地域も，種数が多くなっている向がある．
もっとも，「近」とつけた，産地が明確でないデータ
については，আ外して種数をカウントしているため，以
下の数ࣈはあくまで参考程度に考えていただけるとい
である．

これらの表の数に関しては意ਂく調べたつもり
だが，もしカウント数にミスがあった場合は，筆者まで
ご教示いただけるといである．また，これらは 2024
年現ࡏのデータであり，今後の調査によって変動する可
能性が高いことを記しておきたい．

�ɽ地Ҭ͝とにಛ༗な種にͭいて
兵庫県を神戸・阪神・磨・丹波・但馬・淡路の 6

つの地域に分けた場合，それぞれに特有な種について本
߲で述べておきたい．なお，すべての種について言及す
ることは不可能であるため，特にڵຯਂい種をѻった．
の地名にࡏ地名で記録されているものは，基本的に現چ
変してѻった．

3�"．ਆށ地Ҭにಛ༗ͳ種
神戸地域には六甲山があるほか，いくつかの湿地

がଘࡏする．神戸地域に特有な種のなかで，ڵຯਂい
ものを以下に述べておく．神戸地域に特有な種とし
て，キイロエグリρマエダシャク Odontopera aurata・
キスジウスキヨトウ G lobia sparganii・セグロベニトゲ
アシガ Atkinsonia ignipicta・アオギリチビガ B ucculatrix
firmLaQHOOa などが特筆される．

キイロエグリρマエダシャクはຎ山から得られて
おり，פ地性の種で，本州では山地に生息する種とされ
ている（田中，1966）が，神戸市から得られているの
はڵຯਂい．

キスジウスキヨトウはガマ・ミクリなどを食と
し，湿地環境に生息することが知られている（岸田，
2011b）．本種は神戸市北区甲ӫ台やຎ山から得ら
れている（高島，2002）が，湿地環境を夏قに探せば，
県内のほかの地域からも得られるかもしれない．

セグロベニトゲアシガはタケノアブラムシ・ワタア
ブラムシを食べる食性の種として知られ（広ほか，
2013），神戸市ではཟ那から得られている（ಙ平ほか，
2010）．本種は神戸版レッドリスト 2020 では C ランク
に指定されているため（神戸市，2020），今後も目し

ておくඞཁがある．
アオギリチビガはチビガ科の中では兵庫県で唯一得

られている種である（Ӊ野ほか，2024b）．本種は，神
戸市ではਡ訪山公園から得られている（山口，1999）．
アオギリを寄主植物とすることが知られる（那須ほか，
2013）．

ਆ地Ҭにಛ༗ͳ種ࡕ．3�#
阪神地域は，六甲山系の東端が位置する．低地が多

いが，湿地も少しある．阪神地域の蛾類は，主に「宝塚
大橋の照明౯で採集した蛾（その 1d3・続報その 1d9）」
などの文献で新家 勝氏によってਫ਼力的に調べられてい
る（新家，1981a；新家，1981b；新家，1982a；新家，
1982b；新家，1983；新家，1984；新家，1985；新
家，1986a；新家，1986b，新家，1987；新家，1988，
新家，1989）．また，「宝塚の昆虫」シリーズには宝
塚市の蛾類の多くの記録が掲載されている（宝塚市，
1992；宝塚市，1993；宝塚市，1994）．兵庫県産蛾類
のうち，阪神地域に特有な種の中でڵຯਂいものを以
下に述べておく．阪神地域に特有な種として，セスジ
ヒトリ Spilarctia how qua・ウスベニキヨトウ 0\WKLmQa
pudorina・ノヒラキヨトウ 0\WKLmQa REVROHWa・ホソフタ
オビヒゲナガ 1HmRSKRra WrLmHWrHOOa・ネグロシマメイガ
Pyralis pictalis などがڍげられる．なお，本߲では，上
記の蛾類を「3-B-1．湿地性と思われる種」「3-B-2．都
市環境に生息する可能性のある種」「3-B-3．その他の種」
に分けてѻいたい．

3�#�1．࣪地ੑͱࢥΘΕる種

ウスベニキヨトウは宝塚市で記録されており（宝塚
市，1993），寄主植物はテンキグサ・ヤマアワ・ススキ・
ヨシ（岸田，2011b）．本種は低湿地の蛾とされる（愛
知県，2020）．

ノヒラキヨトウは宝塚市の宝塚大橋で記録が確認
されている（新家，1985）が，1984 年の記録であり，
現ࡏも同じ環境がっているかは疑問である．なお本種
は，湿地との݁びつきが強いとされ（高島，2000b），ヨー
ロッύではヨシを寄主植物とすることが知られている

（岸田，2011b）．

ද 2．地Ҭ͝ͱのիྨの種．
ද 3．地ҬにΑΓಛ༗の種の種．

Ҭ իͷछ
ਆށ  1098 種
ਆࡕ  1426 種
ຏ  2066 種
୮  1184 種
ୠഅ  1420 種
୶࿏  1244 種

֤Ҭʹಛ༗
ͷछ իͷछ

ਆށ  31 種
ਆࡕ  59 種
ຏ  253 種
୮  34 種
ୠഅ  162 種
୶࿏  79 種
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3�#�2．市ڥに生息するՄੑの͋る種

セスジヒトリは宝塚市・ೌ崎市で生息が確認されて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．兵庫県内における۩体的な
産地は，宝塚大橋近やೌ崎市塚口などがڍげられる（新
家，1993；夏秋，1997）．岸田（2011b）では，本種
について「1980 年に大阪市と高松市などの都市近郊
で生息が確認された．このような生息地で発見されたと
いうことで，国外からの৵入種の可能性が示ࠦされてい
る」との記述がある．

ネグロシマメイガは宝塚市・西宮市・ೌ崎市で記録
が知られている（Ӊ野ほか，2024b）．本種の食餌は，
日本では՛子類が知られている（那須ほか，2013）．本
種は宝塚市千種 2 ஸ目やೌ崎市塚口で記録されている

（夏秋，1997；Ӊ野，2024）．

3�#�3．ͦのଞの種

ホソフタオビヒゲナガは西宮市武田尾渓谷の記録が
知られている（シニア自然大学校，2019）が，よく調
査すれば兵庫県の他地域からも記録されると思われる．

3�$．ຏ地Ҭにಛ༗ͳ種
磨地域は，高島 昭氏や∁橋弘樹氏，大貝秀雄氏

らによって蛾相がཏ的に調べられており，兵庫県
の 6 つの地域の中で最も記録されている蛾の種数が
多い．彼らによって調べられた相生市の蛾相の文献と
しては，「相生市三ೱ山の蛾 1d2」（高島，1996a；
高 島，1998） や「 相 生 市ʰ ཏ  の 里 ʱ 公 園 で 確 認
さ れ た 蛾 類 の 記 録（1） ʙ（3）」（ ∁ 橋，2022c； ∁
橋，2023a；∁橋，2023b），「兵庫県穂郡上郡町の
住宅団地内 1 区画における昆虫相」（大貝，2018）な
どがڍげられる．磨地域にはツゲが自生する特घ環
境があるほか，磨地域北部には標高の高いエリアも
あり，環境の多様性は大きい．磨地方に特有な種と
し て， ベ ニ イ カ リ モ ン ガ Callidula attenuata・ ク ロ オ
オモンエダシャク 0LFrRFaOLFKa IXmRVarLa・キイロトゲ
エダシャク ASRFKLma SraHaFXWarLa・トラフツバメエダ
シャク Tristrophis veneris・クロバネフユシャク Alsophila 
foedata・ハラシロモンアオシャク Jodis albiguttata・ヒ
メカレハ 3K\OORGHVma MaSRQLFa・スカシカレハ AmXrLOOa
subpurpurea・サツマスズメ Theretra clotho・タッタカモ
クメシャチホコ .amaOLa WaWWaNaQa・ゴマダラシャチホ
コ Palaeostauropus obliteratus・イナズマコブガ M eganola 
triangulalis・ウスベニツマキリアツバ 7amEa gensanalis・
セニジモンアツバ Paragona cleorides・シーモンアツバ
6LQarHOOa F�aOEXm・ヤクシマヒメキシタバ Catocala tokui・
ホソバミツモンケンモン &\maWRSKRrRSVLV XQFa・アミ
メヒメヨトウ Iambia transversa・ショウブオオヨトウ
+HORWrRSKa OHXFRVWLJma・ハガタウスキヨトウ Archanara

resoluta・エチゴハガタヨトウ AVLGHmLa LQH[SHFWa・エグ
リキリガ 7HraWRJOaHa SaFLfiFa・タイリクウスイロヨトウ
Anarta trifolii・ホソアオバヤガ Actebia praecox・ニッポ
ンヒロコバネ 1HRmLFrRSWHr\[ QLSSRQHQVLV・ヨツモンキ
ψバコガ Scythris sinensis・オキナワルリチラシ Eterusia 
aedea・ブドウオオトリバ Platyptilia ignifera・アカオビ
フトメイガ /HSLGRJma WrLSarWLWa などが特筆される．本߲
ではѻう蛾の種数が多いため，上記にڍげた種を「3-C-
1．葉樹を食樹とする種」「3-C-2．湿地性・原性の種」

「3-C-3．ஆ地性と考えられる種」「3-C-4．特घ環境に生
息する種」「3-C-5．兵庫県の他地域でも得られる可能性
のある種」「3-C-6．兵庫県の他地域では得られる可能性
が低そうな種」「3-C-7．その他の種」に分けてհしたい．

3�$�1．༿थを৯थͱする種

トラフツバメエダシャクは宍粟市・西市・ࠤ用町
で記録が知られている（Ӊ野ほか，2024b）．本種の۩
体的な記録は，ࠤ用町昆虫館の周辺や，波賀町上野およ
び，چ三日月町のあたりなどでも得られており（藤江ほ
か，2011；相1995，ࡔ；川෭，1987），兵庫県では食
樹の生えた低山ʙ山地に分布するのかもしれない．なお
本種の食樹はコメツガ・モミ・トドマツが知られている

（岸田，2011a）．
ゴマダラシャチホコは兵庫県では宍粟市・ࠤ用町で

記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．本種の寄主植物
はモミが知られている（岸田，2011b）ことから，本種
はモミの生えている地域に分布が限られている可能性が
ある．なお，本種はࠤ用町昆虫館周辺でも得られており

（藤江ほか，2011），ڵຯਂい．
エグリキリガは市川町・ࠤ用町の記録が知られてい

る（Ӊ野ほか，2024b）．本種の兵庫県での۩体的な産
地は，市川町屋形・چ三日月町であり（∁橋，2020a；
川෭，1987），意しておけば兵庫県のほかの地域から
も見つかるかもしれない．なお本種の寄主植物は，トド
マツの記録が知られている（岸田，2011b）．

3�$�2．࣪地ੑɾੑݪの種

ショウブオオヨトウは市川町で記録されている（௶
田，2021）．本種の寄主植物は，テンキグサ・ススキ・ホッ
スガヤ・トウモロコシ・アブラガヤが知られている（岸
田，2011b）．本種は湿地で採集されることが多いとの
情報がある（岸田，2011b）．兵庫県でも，湿地を中心
とした調査を行えば，磨地域以外の場所からも本種が
記録される可能性は高い．

ハガタウスキヨトウは神河町峰高原の記録のみが
知られている（八木ほか，2003）．湿地環境に生息す
るとされる種である（岸田，2011b）．本種に関しても，
湿地環境の調査を行えば，兵庫県内のほかの地域でも見
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つかると思われる．

3�$�3．ஆ地ੑͱ͑ߟΒΕる種

シーモンアツバは上郡町・相生市の記録が知られて
いる（∁橋，2022a）．岸田（2011b）では本種の分布は，
本州（紀ҏ半島）・四国・屋久島とされており，本種は，
比較的ஆ地の蛾と思われる．

3�$�4．ಛघڥに生息する種

ホソバミツモンケンモンは上郡町・ࠤ用町で記録さ
れている（Ӊ野ほか，2024b）．ٸफ़な֑がある環境で
採集されているという（兵庫県，2023）．本種は兵庫県
版レッドリスト 2022 では，「ཁ調査」に指定されており，
今後も継続的な調査がඞཁである．

エチゴハガタヨトウは上郡町（上郡町光都・上郡町
ۚ出地）の記録が知られている（∁橋，2022b）．寄主
植物はツゲ（岸田，2011b）．本種はツゲが生える地域
の蛾であり，地域の植生を表す種としてڵຯਂい．本種
は兵庫県からは比較的最近になって記録された．

3�$�5．ฌݝݿのଞ地ҬでಘΒΕるՄੑの͋る種

ベニイカリモンガは兵庫県ではࠤ用町で記録されて
いる（植田，2022）．本種は大阪府ຕ方市でも記録があ
る（植田，2022）ため，空നとなっている兵庫県南部
からも今後見つかる可能性がある．

クロバネフユシャクは兵庫県では相生市・福崎町で
比較的最近の記録が知られている（∁橋，2021；௶田，
2018）．寄主植物はクψギ・コナラ（岸田，2011a）．
本種については，平地から低山地をよく調査すれば，兵
庫県内のほかの地域からも記録されると思われる．

サツマスズメはたつの市・上郡町で記録されており
（∁橋，2022b），いずれも近年の記録である．寄主植
物はノブドウ・エビρル（岸田，2011a）．本種の兵庫
県の分布が磨地域に限定されている原Ҽは不明であり，
今後兵庫県内外のほかの地域からも記録される可能性は
あると思われる．

スカシカレハは宍粟市のやや標高の高い地域（ࡔの
谷）で記録がある（高島，2003）．本種は高標高地やפ
ྫྷ地で多く採集されるとされ（岸田，2011a），兵庫県
の記録は分布上ڵຯਂい．今後氷ノ山などの周辺で得ら
れる可能性もあるため，「兵庫県の他地域でも得られる
可能性のある種」に含めておく．

イナズマコブガは相生市のみから記録されている（Ӊ
野ほか，2024b）．本種はスダジイから発見されたとの
情報がある（岸田，2011b）．大阪府からも見つかって
おり（大阪昆虫同会，2023），よく探せば，兵庫県の
他地域からも記録されるものと思われる．

ウスベニツマキリアツバは相生市・上郡町から記録

されている（大貝，2018；∁橋，2022c）．本種はஆ地
に産するが少ないとされる（岸田，2011b）．兵庫県内
では磨地域に分布が限られる原Ҽはよくわからないた
め，今後兵庫県の他地域からも記録される可能性がある．

セニジモンアツバはたつの市・上郡町・宍粟市・相
生市から記録があり（∁橋，2022b；∁橋，2022c），「西
磨地域では 6 月から 10 月にかけてライトトラップに
しばしば飛来し，そのස度はウスグロセニジモンアツバ
よりも多い」とされている（∁橋，2022b）．本種が今
のところ磨地域に分布が限定される原Ҽは不明である
が，本種は小さいので他地域に生息していても見落とさ
れている可能性もあると思われる．

ヤクシマヒメキシタバは市川町での記録が知られて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．意しておけば，本種は兵
庫県の他地域からも記録される可能性はあると思われ，
今後の調査が待たれる．

タイリクウスイロヨトウは市川町の記録が知られて
いる（௶田，2021）．寄主植物はタマネギ・ミチヤナギ・
イワナズナなど（岸田，2011b）．北方系の蛾とされ（௶
田，2021），意して探せば兵庫県北部でも見つかるか
もしれない．

ホソアオバヤガは宍粟市（波賀町引原）の記録が知
られている（高島，2000a）．寄主植物はハマエンドウ

（岸田，2011b）．本種は平地でも山地でも得られる（岸
田，2011b）というが，兵庫県の詳しい分布状況はよく
わかっていない．

ニッポンヒロコバネは宍粟市の記録が知られてい
る（阪上，2015）．寄主植物はジャゴケ（広ほか，
2013）．阪上（2015）では「ジャゴケは氷ノ山などの
他の山地の林道にも生育しており，コバネガ類は県内
の他の場所からも得られると思われる．今後のさらなる
記録が期待される．」との記述がある．

ヨツモンキψバコガは上郡町の記録が知られている
（大貝，2018）．寄主植物はアカザ・シロザ（広ほか，
2013）．本種は大阪府高௬市でも見つかっており（シニ
ア自然大学校，2012），よく調査すれば兵庫県のほかの
地域からも見つかる可能性はあると思われる．

3�$�6．ฌݝݿのଞ地ҬでಘΒΕるՄੑ͕ͦ͏ͳ種

ヒメカレハは上郡町安室ダム周辺で記録があり，意
外にも標高はやや低い場所である（高島，1997）．寄
主植物はオオヤマザクラ・セイヨウハコヤナギ（岸田，
2011a）．兵庫県産の本種はかなり珍しいと思われる．

3�$�7．ͦのଞの種

クロオオモンエダシャクは宍粟市の引原ダム周辺な
どで記録があることから（高島，1995），やや標高の高
い地域に生息する種かもしれない．マサキ・コマユミ・
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ツリバナ・ツルマサキを寄主植物とすることが知られて
いる（岸田，2011a）．

キイロトゲエダシャクは姫路市山田町の標高 100m
以下と思われる地点で比較的最近の記録がある（∁橋，
2020b）．本種は広食性であることが知られる（岸田，
2011a）．

ハラシロモンアオシャクは 2023 年に新種記載され
た種で，相生市「ཏの里」公園で記録がある（∁橋，
2023b）．本種については記載されたばかりで比較的情
報が少ないので，今後の調査が待たれる．

タッタカモクメシャチホコは宍粟市・上郡町で記録
されている．۩体的な産地は，宍粟市波賀町・上郡町
ۚ出地などで（∁橋，2022b），比較的標高の低い地
域からも記録されている．寄主植物はイイギリ（岸田，
2011b）．

アミメヒメヨトウは相生市「ཏの里」公園から記
録されている（∁橋，2023b）．「平地で採集されるが，
少ない」とされる（岸田，2011b）．兵庫県内で磨地
域に分布が限られる原Ҽはよくわからない．地ຯな色࠼
の種のため，他地域に生息していても見落とされている
のかもしれない．

オキナワルリチラシは福崎町・姫路市で記録がある
（高島，2001b；∁橋 2019）．寄主植物はヒサカキ・ヤ
ブツバキ・チャノキ・イジュ・ミミズバイ・ノボタン類

（広ほか，2013）．高島（2001b）および∁橋（2019）
では，兵庫県で見つかった本種が偶産蛾であるかどうか
は断定されていない．

ブドウオオトリバは上郡町の田園地帯に囲まれた住
宅団地内で見つかっている（大貝，2018）．寄主植物は
ブドウ・ヤマブドウ（那須ほか，2013）．

アカオビフトメイガは上郡町・相生市で記録がある．
少ない種のようである．

3�%．୮地Ҭにಛ༗ͳ種
丹波地域には，里山環境などがଘࡏする．以下に丹

波地域に固有な種の中で，ڵຯਂい種をڍげておきたい．
本地域の蛾類は，主に山本義丸氏によって「兵庫県氷
上郡昆虫目録」および「兵庫県氷上郡地方の蛾類 1 ʙ
3」などで多数の種が記録されている（山本，1958；
山本，1996；山本，1997a；山本，1997b）．丹波地
方に特有な種としては，ウススジオオシロヒメシャク
Problepsis plagiata・マルバネキシタケンモン Trisuloides
rotundipennis・ギンモンマイコモドキ Pancalia isshikii が
特筆される．

ウススジオオシロヒメシャクは丹波市から記録され
ている（Ӊ野ほか，2024b）．なお，この記録は，山本

（1997a）において「コヒトツメオオシロヒメシャク」
の名前でົ高山から記録されているものである．寄主植

物はイボタノキ（岸田，2011a）．兵庫県内の分布が丹
波地域に限られるཧ由は不明である．

マルバネキシタケンモンは丹波市から記録されてい
る（Ӊ野ほか，2024b）．寄主植物はイチイガシ（岸田，
2011b）．イチイガシの自生する地域を重点的に調べれ
ば，兵庫県のほかの地域からも得られるかもしれない．

ギンモンマイコモドキは丹波市から記録されている
（Ӊ野ほか，2024b）．本種の採集時の状況や採集された
環境については不明である．兵庫県の記録は山本（1958）
が最後と思われ，近年の記録はないと思われる．

3�&．ୠഅ地Ҭにಛ༗ͳ種
但馬地域には比較的標高の高いエリアが含まれ，兵

庫県では本地域に特有な種も多い．本߲では，但馬
地域に固有な種の中で，ڵຯਂい種をڍげておきた
い．但馬地方に特有な種としては，アキバエダシャ
ク +\SRmHFLV akiba・ ミ ミ モ ン エ ダ シ ャ ク Eilicrinia
w ehrlii・ユキムカエフユシャク Alsophila inouei・カギバ
モドキ Pseudandraca gracilis・エκクシヒゲシャチホコ
Ptilophora j ez oensis・スジモクメシャチホコ Hupodonta 
lignea・ タ カ ム ク シ ャ チ ホ コ 7aNaGRQWa WaNamXNXL・ ウ
グイスシャチホコ Pheosiopsis olivacea・クロオビアツ
バ AQaWaWKa ZLOHmaQL・エκベニシタバ Catocala nupta・
マダラキンウワバ Polychrysia splendida・ヒメネグロケ
ンモン &RORFaVLa XmErRVa・ゴマシオケンモン Acronicta 
isocuspis・ヨモギガ Schinia scutosa・クロビロードヨト
ウ 6LGHmLa ErHmHrL・キュウシュウマエアカシロヨトウ
/HXFaSamHa N\XVKXHQVLV・ ヒ メ キ イ ロ ヨ ト ウ AQaSamHa 
incerta・モンハイイロキリガ /LWKRSKaQH SOXmEHaOLV・オ
オモンキキリガ Xanthia tunicata・エκキイロキリガ
Tiliacea japonago・ミヤマキリガ &RVmLa XQLFRORr・マダ
ラキボシキリガ 'LmRrSKLFRVmLa YarLHJaWa・フタスジキ
リガ (QarJLa ÀaYaWa・ムラサキハガタヨトウ B lepharita 
amLFa・オオノコバヨトウ Tiracola aureata・ハンノキマ
ガリガ I ncurvaria alniella が特筆される．なお，本߲では，
ѻう蛾の種数が多いため，上記の種を，「3-E-1．山地性
と考えられる種」「3-E-2．その他の種」として，分けて
ѻいたい．

3�&�1．山地ੑͱ͑ߟΒΕる種

ミミモンエダシャクは養父市・߳美町から記録され
ており（Ӊ野ほか，2024b），۩体的な産地としては東
鉢伏高原がڍげられる（௶田・∁橋，2021）．寄主植物
はハルニレ・オヒョウ（岸田，2011a）．本種は関東以
西では山地性とされる（௶田・∁橋，2021）．

ユキムカエフユシャクは߳美町から記録がある（Ӊ
野ほか，2024b）．兵庫県では，最近になって記録され
た種である．寄主植物はヤマハンノキ（岸田，2011a）．
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岸田（2011a）によると，関東地方周辺では標高 700m
ʙ 1000m に分布するとのことなので，山地性と考えら
れる種に含めておく．

カギバモドキは豊岡市から記録されている（Ӊ野ほ
か，2024b）．寄主植物はナツツバキ・ヒメシャラ（岸
田，2011a）．岸田（2011a）によると，「山地に産するが，
あまり多くはなく，特に♀は得い」とのことである．

エκクシヒゲシャチホコは養父市・߳美町・朝来市
で記録されている（谷田，1988；松尾，2020）．兵庫
県では比較的標高の高い地域に産する種と思われる．寄
主植物はカエデ類（岸田，2011b）．

スジモクメシャチホコは養父市・߳美町で記録され
ている（Ӊ野ほか，2024b）．寄主植物はハルニレ・オヒョ
ウ（岸田，2011b）．兵庫県では比較的標高の高い地域
に産する種と思われる．「成虫は 8 月に見られるが，多
くない」とされる（岸田，2011b）．

タカムクシャチホコは養父市・新温泉町で記録があ
る（Ӊ野ほか，2024b）．۩体的な産地は，ઔノ山など
がڍげられる（谷田，1986）．寄主植物は，ブナ・イ
ψブナ（岸田，2011b）．ブナ林固有の種とされ（谷田，
1986），兵庫県では比較的標高の高い地域に産する種と
思われる．

ウグイスシャチホコは養父市で記録されている（Ӊ
野 ほ か，2024b）． 兵 庫 県 内 の ۩ 体 的 な 産 地 と し て
は，関宮町福定などがڍげられ，山地性とされる（高島，
2001c）．寄主植物はブナ・イψブナ（岸田，2011b）．
本種は，スズキシャチホコにࣅるので同定に意がඞཁ
である．

エκベニシタバは߳美町ハチ北高原で記録されてい
る（ಙ平，2016）．寄主植物はドロヤナギなど（岸田，
2011b）．阪上ほか（2017）では，本種について「幼虫
はヤマナラシ属を食べるため，ムラサキシタバの採集記
録がある場所では今後追加の記録が得られる可能性があ
る．」との記述がある．

ヒメネグロケンモンは養父市・߳美町で記録されて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．۩体的な産地は，߳美町東
鉢伏高原が知られている（௶田・∁橋，2021）．山地に
生息する種である．

ゴマシオケンモンは兵庫県では߳美町で記録されて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．۩体的な産地は村岡町鉢
北高原であり，採集時の環境について，「現地は鉢伏山
北東ࣼ面の標高約 800m の地点で，ס性原とミズナ
ラ，ブナ，ハルニレなどの温帯林がࠞࡏし，冬期はス
キー場として利用されている」との記述がある（高島，
2000c）．寄主植物はブナ（岸田，2011b）．兵庫県下の
本種の分布が限定されるཁҼとして，ブナ林のある地域
と本種の分布が重なっている可能性が考えられる．

モンハイイロキリガは養父市の丹戸鉢伏山で記録

がある（松尾，2020）．寄主植物はシナノキ（岸田，
2011b）．兵庫県では山地に生息する種と思われる．

オオモンキキリガは߳美町の村岡区大ハチ北高原
で記録されている（阪上ほか，2015）．寄主植物はハル
ニレ（岸田，2011b）．

エκキイロキリガは養父市・߳美町で記録されてい
る（阪上ほか，2015；松尾，2020）．寄主植物はシナ
ノキ属（岸田，2011b）．

ミヤマキリガは߳美町で記録されている（௶田・∁橋，
2021）．寄主植物はシナノキ（岸田，2011b）．兵庫県
では比較的標高の高い地域に産する種と思われる．

マダラキボシキリガは߳美町・豊岡市で記録されて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．寄主植物はシナノキ（岸田，
2011b）．兵庫県版レッドリスト 2022 では本種は「ཁ
調査」に指定されており，優れた自然の指標種になりう
るとされている（兵庫県，2023）．分布は食餌植物（シ
ナノキ）の分布にґଘするという（兵庫県，2023）．

フタスジキリガは߳美町で記録されている（௶田・
∁橋，2021）．寄主植物はブナ（岸田，2011b）．本種
は兵庫県では比較的標高の高い地域に産する種かもしれ
ない．

ムラサキハガタヨトウは，養父市で記録されている
（松尾，2020）．寄主植物は，日本ではヨモギの記録が
知られている（岸田，2011b）．岸田（2011b）では，
本種の分布は「北海道，本州（東北地方・中部地方）」
とされており，兵庫県の記録は分布上目される．

3�&�2．ͦのଞの種

アキバエダシャクは߳美町（چ村岡町）から記録さ
れている（高島，2003）．寄主植物はカシワ・ミズナラ・
クψギ・オニグルミ・アカメガシワ（岸田，2011a）．
本種はウスバミスジエダシャクなどとࣅるので，他地域
に生息していても見落とされている可能性はあると思わ
れる．

クロオビアツバは養父市・朝来市で記録されている
（Ӊ野ほか，2024b）．寄主植物はエノコログサ・メヒシ
バ（岸田，2011b）．兵庫県内の分布が但馬地域に限ら
れている原Ҽはよくわからない．

マダラキンウワバは߳美町東鉢伏高原で記録されて
いる（௶田・∁橋，2021）．寄主植物はホソバトリカブト・
エκトリカブト・オオダイブシ（岸田，2011b）．本州
では年 2 回発生するが分布はかなりہ地的とされる（高
島，2001a）．

ヨモギガは߳美町ハチ北高原で記録されている（阪
上，2024）．寄主植物はミブヨモギ・ヨモギ（岸田，
2011b）．移動性の強い種として知られており（岸田，
2011b），兵庫県産の個体も別の地域から移動してきた
可能性は考えられる．
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クロビロードヨトウは養父市関宮町߾・߳美町東鉢
伏高原などで記録されている（高島，2002；௶田・∁
橋，2021）．内原で採集される種とされる（岸田，
2011b）．

キュウシュウマエアカシロヨトウは朝来市で比較的
最近の記録がある（௶田，2021）．ہ地的で，まれな種
とされる（岸田，2011b）．鳥取県（2022）によると，
本種の寄主植物等の生態は一不明である．なお，兵庫
県と隣接する鳥取県のレッドデータブックでは，本種は

「情報不足（DD）」に指定されている．
ヒメキイロヨトウは養父市で記録がある（高島，

2002）．ややہ地的な産出とされる（高島，2002）．
オオノコバヨトウは߳美町で記録されている（௶田・

∁橋，2021）．本種はஆ地に多く生息する種であるため，
意して探せば兵庫県南部からも得られる可能性はある
と思われる．

ハンノキマガリガは養父市で記録されている（西村，
1988）．寄主植物はハンノキ（広ほか，2013）．兵庫
県では唯一分布することが知られているマガリガ科の蛾
である．広ほか（2013）では，本種について，「ૣय़
に多数の♂成虫が開花したハンノキの樹ף部を飛翔す
る」との記述があり，このような時期・環境を意して
探せば，本種は兵庫県のほかの地域からも見つかるかも
しれない．

3�F．୶࿏地Ҭにಛ༗ͳ種
淡路地域（淡路島）は兵庫県では最も南部に位置

し，いくつか固有な種がある．淡路地域では，藤平 明
氏や登日明氏らによって多くの蛾類が記録された．淡
路島産の蛾類を記録した文献として，「淡路島南部の
蛾」などがڍげられる（藤平，1999）．以下に，兵庫
県では淡路島のみで見つかっている種のうち，ڵຯਂ
いものを書きཹめておく．なお，淡路地域に特有な種
としては，シロモンウスチャヒメシャク Organopoda 
carnearia・ボタンρルナミシャク +RrLVmH YLWaOEaWa・ク
ロスジユミモンクチバ M elapia j aponica・ウスグロマダ
ラ ,QRSH maHrHQV・ジャンボトリバ Agdistopis sinhala・シ
ナミズメイガ Elophila sinicalis・アカヘリオオキノメイ
ガ B otyodes asialis・ヤツボシノメイガ Prophantis adusta

が特筆される．
シロモンウスチャヒメシャクは，南あわじ市の南淡

町ṗ大川で記録されている（藤平，1999）．本種の寄主
植物はタブノキ（岸田，2011a）．岸田（2011a）には，「近
年，国内の分布域が明らかに北上している」との記述が
あり，タブノキの自生する地域を調査すれば，兵庫県本
域からも発見されるかもしれない．

ボタンρルナミシャクは南あわじ市などの記録が知
られている（藤平，1979）．本種の寄主植物はボタンρ

ル（岸田，2011a）．「分布は広いがہ地的で，個体数は
ඇ常に少ない」とされる（岸田，2011a）．ボタンρル
の自生する地域で調査を行えば，本種は兵庫県本域か
らも発見されるかもしれない．

クロスジユミモンクチバは洲本市・南あわじ市など
で記録がある（高島，1996b）．なお，兵庫県は本種の
分布の北限になるという（兵庫県，2023）．兵庫県版レッ
ドリスト 2022 で「ཁ調査」に指定されており，今後も
県内の動向を見कるඞཁがある．

ウスグロマダラは南あわじ市で記録がある（藤平，
1999）．兵庫県内の本種の生息環境については同文献に
記述がなく，よくわからない．寄主植物は，ササ類（広
ほか，2013）．

ジャンボトリバは洲本市などで記録がある（登日，
1982）．本種の兵庫県内の生息環境の情報については，
同文献に記述がないため，よくわからない．

シナミズメイガは南あわじ市で記録がある（藤平，
2002）．寄主植物はウキクサ・トチカガミ（那須ほか，
2013）．

アカヘリオオキノメイガは南あわじ市で記録されて
いる（藤平，1996）．淡路島固有の種としてѻったが，
南方からの飛来個体またはそれに基づく一時的な発生で
あった可能性も指摘されている（兵庫県，2023）．寄主
植物は，日本ではイチジクが知られている（那須ほか，
2013）．

ヤツボシノメイガは南あわじ市で記録がある（藤平，
2002）．寄主植物はクチナシ・ギョクシンカ・タニワタ
リノキ（那須ほか，2013）．本種はよく探せば兵庫県本
域からも見つかると思われる．

�ɽෳ地ҬなͲ͔Β記録͞Εている͕ɼಛతな種
兵庫県では複数の地域から記録されている，産地

の地域が明確になっていない記録があるなどの関で，
「3．地域ごとに特有な種について」で取り上げられな
かった種の中で，ڵຯਂい環境に生息する種などを本߲
でѻっておきたい．

4�"．ൺֱతඪ高の高͍地Ҭに生息するͱ͑ߟΒΕる種
兵庫県では標高の高い地域の多くは北部地域（主に

磨地域の一部や，但馬地域）になるが，神戸地域の六
甲山でも標高の高い地域に住む種が得られた例がある．
兵庫県で比較的標高の高い地域に生息すると思われる種
を以下にまとめておきたい．

キジマソトグロナミシャク Eulithis pyropata・シー
ベルスシャチホコ Odontosia sieversii・キエグリシャチ
ホ コ +LmHrRSWHr\[ mLraFXORVa・ ア オ ケ ン モ ン B elciades
niveola・ハイイロハガタヨトウ M eganephria cinerea・
シロクビキリガ Lithophane consocia・ウスアオキリガ



-19-

きべりはむし，�� (2)，2024．

Lithophane venusta・カタハリキリガ Lithophane rosinae・
アメイロホソキリガ /LWKRSKaQH rHmRWa・コケイロホソキ
リガ Lithophane nagaii・ヨスジアカヨトウ Pygopteryx 
suava・ ヤ ナ ギ キ リ ガ ,SLmRrSKa rHWXVa・ ド ロ キ リ ガ
,SLmRrSKa VXEWXVa・モンキヤガ D iarsia dew itz i・オオアオ
バヤガ Anaplectoides virens など

また，上記でڍげた，兵庫県内で比較的標高の高い
地域に生息すると考えられる種のうち，特にڵຯਂいも
のを以下に書きཹめておきたい．

キジマソトグロナミシャクは養父市およびその周辺
（氷ノ山など）で見つかっている（Ӊ野ほか，2024b）．
寄主植物はヤシャビシャク（岸田，2011a）．

シーベルスシャチホコは養父市およびその近で記
録されている（Ӊ野ほか，2024b）．高島（1999）によ
ると，兵庫県の۩体的な産地としては，ԣ行渓谷が知ら
れている．やや標高の高い地域に生息する種かもしれな
い．寄主植物はダケカンバ・シラカンバ・ウダイカンバ・
ヤシャブシ（岸田，2011b）．

4�#．࣪地ɾݪͳͲに生息するͱࢥΘΕる種
湿地という環境は，遷移によりࣦわれやすいもので

あり，湿地に住む昆虫類は記録しておくඞཁ性が高い．
また，原環境も湿地と同じく遷移によってࣦわれやす
く，目しておくඞཁがある．なお，原といってもス
キー場・河川敷・ߥ地など様々な種類がある．以下に兵
庫県で見つかっている種のうち，湿地や原を住みかと
する蛾類について，少しڍげておきたい．

フチグロトゲエダシャク N yssiodes lefuarius・カギモ
ンハナオイアツバ Cidariplura signata・キマダラコヤガ
Acontia trabealis・クビグロケンモン Acronicta digna・エ
κチャイロヨトウ Lacanobia splendens・ヨモギキリガ
Orthosia ella・カバイロキヨトウ 0\WKLmQa LRGRFKra など

また，上にڍげた兵庫県で湿地・原に生息すると
考えられる種のうち，特にڵຯਂいものを以下に書きཹ
めておきたい．

フチグロトゲエダシャクは豊岡市や新温泉町で記録
されている（Ӊ野ほか，2024b）．ࠤ用町で見つかった
との情報もあるが（久保，2020），正しい情報なのか疑
問である．河川敷やスキー場などで記録されている．

キマダラコヤガは小野市・ೌ崎市で見つかっている
（Ӊ野ほか，2024b）．また加古川流域近でも記録が
あるようである．京都府レッドデータブック 2015 では，

「ཁ目種」に指定されており，「河川敷を含む多様で良
な地環境の指標となる」との記述があるため，隣接
する兵庫県でも情報のੵがඞཁである．なお，外村・
上森（2024）によると，ೌ崎市では意外にも市街地に
近い場所（西武庫公園）で見つかっている．

ヨモギキリガは神戸市・神河町・市川町・宝塚市で

見つかっている（Ӊ野ほか，2024b）．兵庫県版レッド
リスト 2022 では，「神戸市・神河町」のみがհされ
ているが，上記のように宝塚市でも記録されている．な
お，同文献では「最近の確認例がない」とされているが，
筆者は 2016 年に宝塚市の 2 地点（宝塚市ゆずり葉台
地公園近および，宝塚市武田尾渓谷）で本種を採集
している（Ӊ野，2020；Ӊ野，2021a）．また，2018
年には市川町でも発見されている（௶田，2021）．

4�$．Ԋ؛෦をத৺ͱして生息する種
兵庫県南部の沿岸部には，ウバメガシの生えている

地域があり，その環境を中心として生息する種がଘࡏす
る．その種を，以下にڍげておきたい．

ヤクシマキリガは神戸市・たつの市・南あわじ市で
見つかっている（Ӊ野ほか，2024b）．本種の兵庫県内
の۩体的な産地としては，中山ほか（2008）で報告さ
れている須磨鉢伏山などが有名である．ウバメガシを寄
主植物とするキリガで（岸田，2011b），兵庫県では海
沿いで見つかることが多いようである．

�ɽ࢈ۮիɾۙ兵庫県にਐग़͠て͖たՄੑの͋る種ɾ
֎来種にͭいて

本߲では，偶産蛾・近年兵庫県に進出してきた可能
性のある種・外来種について述べておきたい．

産իۮ．"�5
偶産蛾とは，その地域に本来生息していない蛾類

で，ほかの地域から一時的に৵入した種などのことを
指す．兵庫県の山地では，気流などによって吹き上げ
られてきたと考えられる偶産蛾が得られることがあ
る．また，山地以外の場所でも偶産蛾は見つかること
がある．兵庫県において偶産蛾と思われる種では，オ
オツバメエダシャク AmEO\FKLa aQJHrRQarLa・シンジュ
キノカワガ (OLJma QarFLVVXV（コブガ科）・ミミモンクチ
バ Anticarsia irrorata・オオムラサキクチバ Anisoneura
aluco・ ヒ メ ア ケ ビ コ ノ ハ (XGRFLma SKaORQLa・ キ マ エ
コノハ (XGRFLma VaOamLQLa・マエジロアカフキヨトウ
0\WKLmQa SaOOLGLFRVWa・キバネハラナガノメイガ Tatobotys 
biannulalis・シロフクロノメイガ Pygospila tyres が特筆
される．

オオツバメエダシャクは市川町・ࠤ用町で記録され
ている（Ӊ野ほか，2024b）．

シンジュキノカワガは兵庫県の֤地で記録されてい
る（Ӊ野ほか，2024b）．兵庫県内では，2023 年に大
発生したとの情報がある（近藤，2024）．

ミミモンクチバは神戸市から記録がある（Ӊ野ほか，
2024b）．日本本では偶産と考えられている（岸田，
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2011b）．
オオムラサキクチバは߳美町で 1 例の記録がある（Ӊ

野ほか，2024b）．
ヒメアケビコノハは養父市・߳美町・神戸市などで

記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．
キマエコノハは養父市・߳美町・朝来市・南あわじ

市などから記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．
マエジロアカフキヨトウは養父市・市川町から記録

されている（Ӊ野ほか，2024b）．本種は，兵庫県と隣
接する鳥取県でも得られている（松井，2018）．

キバネハラナガノメイガは新温泉町から記録されて
いる（Ӊ野ほか，2024b）．

シロフクロノメイガは養父市・߳美町・宝塚市から
記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．

5�#．ۙ年ฌݝݿにਐग़して͖たՄੑ͕͋る種
以下の種には，比較的目立つものばかりであるが，

2000 年以前にも兵庫県の蛾相をਫ਼力的に調べていた
方がいらっしΌるにもかかわらず，比較的最近兵庫県下
で初めて記録されたものが多い．これらの種は，日本の
ほかの地域では記録があることから，外来種ではないと
思われるが，比較的最近，兵庫県に進出した種である可
能性が考えられる．۩体的にはエグリイチモジエダシャ
ク Agaraeus discolor・ ミ ド リ ア キ ナ ミ シ ャ ク Epirrita
viridipurpurescens・アカモンコナミシャク Palpoctenidia 
SKRHQLFRVRma・クロメンガタスズメ Acherontia lachesis

がڍげられる．
エグリイチモジエダシャクは宝塚市・相生市から記

録されている（Ӊ野，2022；∁橋，2023a）．記録はい
ずれも 2022 年以降に発表された，近年のものである．

ミドリアキナミシャクは宝塚市・西宮市・相生市か
ら記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．記録はいずれ
も 2019 年以降に発表されたものである．

アカモンコナミシャクは宝塚市・西宮市・相生市か
ら記録されている（Ӊ野ほか，2024b）．記録はいずれ
も 2023 年に発表されたものである．なお，大阪府ຳ面
市ຳ面山では，2015 年に見つかったとの情報がある（シ
ニア自然大学校，2015）．

クロメンガタスズメは比較的広い範囲で記録がある．
2000 年以降兵庫県に進出したと思われる種で，古く
から生息するメンガタスズメ Acherontia styx とڝ合して
いることが考えられる．なおメンガタスズメについては
近年では兵庫県内で少ないながら見つかっている．

5�$．֎来種
兵庫県に৵入した外来種の蛾類について言及してお

きたい．これらの種には，比較的最近日本に৵入した種
のほか，一部にۀの虫になる可能性のある種が含ま

れており，今後の動向に意がඞཁである．兵庫県に৵
入した外来種としては，アメリカシロヒトリ Hyphantria 
cunea・ツマジロクサヨトウ Spodoptera frugiperda・トマ
トキバガ Tuta absoluta（キバガ科）・ヒロヘリアオイラ
ガ Parasa lepida（イラガ科）・アメリカピンクノメイガ
Pyrausta inornatalis・シナチクノメイガ (XmRrSKRERW\V 
HXmRrSKaOLV がڍげられる．

アメリカシロヒトリは兵庫県ではいろいろな地域か
ら記録があるが，淡路島からは記録がないようである（Ӊ
野ほか，2024b）．最近の記録は多くないと思われる．

ツマジロクサヨトウは南あわじ市などで記録がある
（Ӊ野ほか，2024b）．トウモロコシや野ࡊ類などの虫
とされている．

トマトキバガは加西市で記録がある（Ӊ野ほか，
2024b）．ナス科植物の虫となる可能性が示ࠦされて
いる．

ヒロヘリアオイラガは兵庫県では比較的広い範囲で
記録がある．1930 年頃から日本で見つかっている外
来種である（広ほか，2013）．

アメリカピンクノメイガは西宮市・߳美町・高砂市・
淡路市で記録がある（Ӊ野ほか，2024b）．日本では
2019 年に初めて確認された種である（矢口，2021）．

シナチクノメイガは߳美町で記録がある（Ӊ野ほか，
2024b）．日本では 2022 年に初めて記録された外来種
とされている（ؠ下・松井，2022）．筆者は大阪府北部
でも本種を確認しており，兵庫県では北部だけでなく広
い範囲に広がっていると思われるため，本種の分布状況
については引き続き調査がඞཁである．

�ɽڥলϨουリスト ���� に͞ࡌܝΕている
兵庫県のիにͭいて

環境省レッドリスト 2020 に掲載されている種のう
ち，兵庫県で見つかっている蛾類について考えてみたい．
以下にそれらの種をྻڍする．

6�"．ઈ໓ةዧ ** ྨ（76）
アシナガモモブトスカシバ M acroscelesia longipes・

スキバホウジャク +HmarLV raGLaQV・ガマヨトウ G lobia
aerata・キスジウスキヨトウ G lobia sparganii・ギンモン
アカヨトウ Plusilla rosalia

上記の 5 種（アシナガモモブトスカシバ・スキバホ
ウジャク・ガマヨトウ・キスジウスキヨトウ・ギンモン
アカヨトウ）について，これらは基本的に湿地または
原の環境に生息する種である．特に低地の湿地や原は，
開発の影響をडけやすいので今後の動向に意がඞཁで
ある．

6�#．४ઈ໓ةዧ（/5）
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ツ シ マ キ モ ン チ ラ シ Eterusia w atanabei・ ル リ ハ
ダ ホ ソ ク ロ バ Rhagades pruni・ ム ナ カ タ ミ ズ メ イ ガ
Parapoynx ussuriensis・ ク ワ ト ゲ エ ダ シ ャ ク ASRFKLma 
excavata・ オ ナ ガ ミ ズ ア オ AFWLaV JQRma・ ヒ メ ス ズ
メ D eilephila askoldensis・ ク ワ ヤ マ エ グ リ シ ャ チ ホ
コ 3WLORGRQ NXZa\amaH・ ウ ス ジ ロ ド ク ガ Calliteara 
virginea・トラサンドクガ K idokuga torasan・スゲドクガ
Laelia coenosa・シロホソバ (LOHma GHJHQHrHOOa・ヤネホ
ソバ (LOHma IXVFRGRrVaOLV・ゴマベニシタヒトリ Rhyparia 

purpurata・マエアカヒトリ Aloa lactinea・ウスズミケン
モン Acronicta carbonaria・クビグロケンモン Acronicta 
digna・アカヘリヤガ Adisura atkinsoni・コシロシタバ
Catocala actaea・ヒメシロシタバ Catocala nagioides・カ
ギモンハナオイアツバ Cidariplura signata・アオモンギ
ンセダカモクメ Cucullia argentea・ウスミミモンキリガ
Eupsilia contracta・キシタアツバ Hypena claripennis・ミ
スジキリガ J odia sericea

以下に，上記の蛾類の生息地などについて少し書き
ཹめておきたい．

ヒメスズメ・アカヘリヤガ・カギモンハナオイアツバ・
ウスジロドクガ・スゲドクガ・トラサンドクガ・ムナカ
タミズメイガなど，湿地・原に関する蛾類が確認さ
れている．なお，ヒメスズメに関しては，標本が確認で
きたわけではなく，分布上やや疑問があるとのことであ
る（阪上，ࢲ信）．

キシタアツバは兵庫県では近年でも見つかっている．
近年の記録としては，例えば神戸市北区道場町の記録が
げられる（Ӊ野，2021c）．本種はヤブマオを食すڍ
ることが知られている（岸田，2011b）．

ヒメシロシタバは生息にదした環境があれば，兵庫
県北部の低地でもいるようであるが，知られている産地
は多くない（Ӊ野，2021b）．

コシロシタバは二次林の蛾だが（兵庫県，2012），
兵庫県下では現ࡏあまり減っていないようである（兵庫
県，2023）．

ウスズミケンモンはクψギの生える里山環境を生息
地とする蛾である（鳥取県，2022）．

アオモンギンセダカモクメは高砂市で 1963 年の記
録があるが（岡本，1997），現ࡏも生息しているかは不
明である．

ウスミミモンキリガはハンノキなどを食樹とし，湿
地などの環境を表す蛾である（安達，2008）．

ミスジキリガは里山のクψギ・コナラ二次林の蛾で
ある（大分県，2022）．

ツシマキモンチラシは近年，兵庫県から記録された．
ヒサカキを寄主植物とする（安岡，2022）が，兵庫県
での本種の生息にඞཁな条݅は不明である．

�ɽޙࠓ新たに兵庫県͔Β発見͞ΕるՄੑの͋る種
兵庫県産蛾類データベースに入力されておらず，兵

庫県で記録がないと思われる種のうち，今後同県から記
録される可能性があると考えられる種について言及して
おきたい．兵庫県で蛾類の調査を行われる方は，下記
の種について調べておくと，Կか新しい発見があるか
もしれない．兵庫県から今後新たに記録される可能性
のある種は他にも少なからずଘࡏするが，ここでは特
に，ワタナベカレハ G astropacha clathrata・シタキドク
ガ Calliteara taiw ana・オオキイロアツバ 3VHXGaOHOLmma 
mLZaL・ ギ ン ヒ ゲ ナ ガ 1HmRSKRra aVNROGHOOa・ ヤ ホ
シ ホ ソ マ ダ ラ %aOaWaHa RFWRmaFXOaWa・ ハ イ イ ロ ボ ク
ト ウ 3KraJmaWaHFLa FaVWaQHaH・ ア カ ミ ャ ク ノ メ イ ガ
Ecpyrrhorrhoe rubiginalis について言及しておく．

ワタナベカレハは鳥取県東部に多産するとの情報が
ある（松井ほか，2018）ので，隣接する兵庫県北西部
を重点的に調べれば，兵庫県からも得られるかもしれな
い．

シタキドクガは大阪府では見つかっている（大阪府，
2000）ので，隣接する兵庫県でも発見される可能性は
ある．

オオキイロアツバはツゲ群落固有の蛾とされている
（愛知県，2020）．兵庫県内のツゲの生えている場所で
調査を行えば，本種も見つかるかもしれない．

ギンヒゲナガは鳥取県で確認されているとの情報が
あるので（鳥取県，2022），隣接する兵庫県でも見つか
る可能性はあると思われる．鳥取県（2022）によると，
スキー場の原にґଘしているとのことなので，兵庫県
でも北部のスキー場などを 8 月頃に探せば，見つかる
かもしれない．

ヤホシホソマダラはインターネット上のブログなど
に，ࠤ用町や新温泉町で見つかったとの情報があるが，
兵庫県における正式な記録はないものと思われる．環境
省レッドリスト 2020 では準絶滅危惧種（NT）とされ，
兵庫県での記録も重ཁと思われるため，上記の情報も引
用可能なഔ体（学ज़ࢽなど）に記録されることが望まれる．

ハイイロボクトウは湿地に生息する種である（広
ほか，2013）．6 月から 7 月にかけて県内の湿地でライ
トトラップを行えば，兵庫県からも発見される可能性は
あるかもしれない．

アカミャクノメイガは鳥取県鳥取市で確認された記
録が知られている（山岸，2018）．兵庫県の特に北部で
ライトトラップを行う際は，本種に意しておけば発見
されるかもしれない．

�ɽ記録のཧɾݕ౼
蛾類には，もともと 1 種とされていたものが 2 種以

上に分かれたものや，正確な同定には交尾ثをݦඍڸで
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確認しなければならない種などがଘࡏする．兵庫県産の
蛾類の記録についても，そのようなケースがあり，2 種
以上がࠞ同されている可能性のある種もଘࡏするため，
本߲で言及しておく．また，採集時の状況や地域などか
ら，誤同定の可能性が考えられる記録もあり，それらに
ついても本߲で言及しておきたい．

8�"．ノコΪリスズメのهに͍ͭてのٙ
ノコギリスズメが関宮町から記録されている（一ノ

本・Ӭ瀬，2000）が，誤同定や標本のラベルのつけ間
違いなどではないかとやや疑問である．

8�#．ヒメスズメのهに͍ͭてのٙ
ヒメスズメが関宮町から記録されている（一ノ本・

Ӭ瀬，2000）が，誤同定や標本のラベルのつけ間違い
などではないかとやや疑問である．

8�$．田尾のシロテンシϟチϗコのهのٙ
飼（2014）の武田尾のシロテンシャチホコの記録ݘ

は，出現期からユミモンシャチホコの誤同定ではないか
とやや疑問である．

8�%．ウンナンヨπボシϗιバͱヨπボシϗιバに͍ͭて
ウンナンヨツボシホソバとヨツボシホソバについて，

少なくとも 2011 年以前の記録は，ศٓ上ヨツボシホソ
バとしてѻっているが，実際は現ࡏの分類におけるウン
ナンヨツボシホソバとヨツボシホソバがࠞ同されている
と思われる．

8�&．ϗシオビコέガのؒに͍ͭて
ホシオビコケガの間は近年複数種に分けられたが，

過ڈの記録はその複数種がࠞ同されていると思われる．
過ڈの古い記録の標本などをすべて検し，現ࡏの分類に
分けることは事実上不可能に近いと思われるので，明確
に区別・同定されている近年の記録をআき本データベー
スでは「複数候ิ」としてѻい，種の断定をආけること
としたい．೦のため，備考・検討として৮れておく．

8�F．ゴマϕχシタヒトリに͍ͭて
ゴマベニシタヒトリが関宮町から記録されている（一

ノ本・Ӭ瀬，2000）が，誤同定や標本のラベルのつけ間
違いなどではないかとやや疑問である．

8�(．マダラπマキリヨトウͱミナミπマキリヨトウに
͍ͭて

兵庫県ではマダラツマキリヨトウの記録が多数あり，
ミナミツマキリヨトウの記録は確認されなかったが，こ
れらの種の区別は交尾ثでの同定が確実とされているた

め，過ڈの県内の記録はこれらの種がࠞ同されている可
能性が考えられる．೦のため，過ڈの記録は可能であれ
ば見直すඞཁがあるかもしれない．

8�)．アϧϓスΪンウワバのهに͍ͭてのٙ
アルプスギンウワバは関宮町から記録がある（一ノ

本・Ӭ瀬，2000）が，誤同定や標本のラベルのつけ間
違いなどではないか，やや疑問である．

8�*．田尾のカバイロミπボシキリガのهに͍ͭて
のٙ

シニア自然大学校（2019）の武田尾のカバイロミツ
ボシキリガの記録は出現期及び生息環境から同定に疑問
が࣋たれる．

8�+．テングイラガྨに͍ͭて
テングイラガの間は近年複数種に分けられたが，

この間の過ڈの記録はࠞ同されていると思われる．過
の分類に分けるࡏの記録の標本などをすべて検し，現ڈ
ことは事実上不可能に近いと思われるので，本データ
ベースでは「複数候ิ」としてѻい，明確に区別・同定
されている近年の記録をআいては，種の断定をආけるこ
ととしたい．೦のため，備考・検討として৮れておく．

8�,．コカクモンハマキのؒに͍ͭて
ばれていた種は，現ݺ和名でコカクモンハマキとچ

の分類ではチャノコカクモンハマキ・リンゴコカクモࡏ
ンハマキなどに分けられている．過ڈの記録の標本など
をすべて検し，現ࡏの分類に分けることは事実上不可能
に近いと思われるので，本データベースでは「複数候ิ」
としてѻい，明確に区別・同定されている近年の記録を
আいては，種の断定をආけることとしたい．

8�-．アカジママυガͱヒメアカジママυガに͍ͭて
兵庫県からはヒメアカジママドガは記録されていな

いが，アカジママドガとヒメアカジママドガは外見での
区別がࠔであり，兵庫県の過ڈのアカジママドガの記
録もこれらの 2 種がࠞ同されている可能性はある．

8�.．ιトモンπトガͱχセιトモンπトガに͍ͭて
ソトモンツトガとニセソトモンツトガは，外見によ

る区別はࠔで，交尾ثによる同定で容қに区別される
と言われている．兵庫県産蛾類データベースでソトモン
ツトガとした記録は，写真から同定された可能性のある
記録や，ニセソトモンツトガが記載される前の記録が含
まれるため，これらの記録では実際にはソトモンツトガ
とニセソトモンツトガがࠞ同されている可能性がある．
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8�/．ै来オオキバラノメイガͱ͞Εて͍た種に͍ͭて
ै来オオキバラノメイガとされていた種は，現ࡏト

チノメイガとハクウンボクノメイガに分けられている．
なお，ハクウンボクノメイガは，兵庫県では߳美町から
記録されている．兵庫県の過ڈの記録で，オオキバラノ
メイガとされている種類が，現ࡏのどちらの種に当たる
のかは現時点では不明である．

8�0．ͦのଞɼʮෳީิʯͱしてѻͬた種のリスト
その他，本データベースで「複数候ิ」としてѻっ

たچ和名について，表 4 のようにリスト化しておきたい．

�ɽʮ兵庫県࢈իྨจݙ録 ����ʯग़൛࣌に
にͭいてݙরで͖な͔ͬたจࢀ

兵庫県産の蛾類について記述のある文献のうち，「兵
庫県産蛾類文献目録 2024」出版以降に発行されたもの
がいくつかあるので，本߲で書きཹめておきたい．また，

「兵庫県産蛾類文献目録 2024」はできるだけ完成度の
高い目録となるよう心ֻけたつもりであったが，出版後
に掲載࿙れの文献があったことが明らかになった．「兵
庫県産蛾類文献目録 2024」出版時には参照できなかっ
たが，その後で参照できた文献もある．本߲では，その
ような文献についても書きཹめておきたい．

9�"．ʮฌݝݿ産իྨจݙ 2024ʯग़൛Ҏ߱にൃ͞ߦ
Εたจݙ
Ӊ野宏樹，2024．2010 年から 2021 年にかけて見ら

れた近畿地方およびその他の地域における貴重な昆
虫類．SPINDA，36�37：73-77．

Ӊ野宏樹，2024．兵庫県西宮市におけるイψビワハマ
キモドキの記録．  SPINDA，36�37：114．

Ӊ野宏樹，2024．兵庫県美方郡新温泉町におけるナカ
アカクルマメイガの撮影記録．SPINDA，36�37：
114-115．

Ӊ野宏樹，2024．兵庫県におけるネグロシマメイガの
近年の撮影記録．SPINDA，36�37：116．

阪上洸多，2024．ハチ北高原から得られた蛾類 3 種の
採集例．きべりはむし，47(1)：68-69．

∁橋弘樹，2024．兵庫県とその周辺で得られたシンジュ
キノカワガの記録と知見 ʕ2023 年の大発生，周年
経過，成虫の行動などʕ．きべりはむし，47(1)：
5-19．

∁橋弘樹，2024．兵庫県たつの市において 3 年連続で
発生したシンジュキノカワガの観察記録．きべりは
むし，47(1):  20-24．

∁橋弘樹，2024．兵庫県たつの市で採集したシンジュ
キノカワガの卵からの飼育記録．きべりはむし，
47(1)：25-27．

外村俊輔・上森教2024，࣊．ೌ崎市でキマダラコヤガ
を確認．  きべりはむし，47(1)：66-67．

近藤伸一，2024．シンジュキノカワガ兵庫県，京都府
西部で大発生．月刊むし，641：2-11．

なお，これらの文献には「2024-a1- 〇〇〇」と ID
をつけて，兵庫県産蛾類データベースの本体のエクセル
ファイルに入力ࡁみである．

9�#．ʮฌݝݿ産իྨจݙ 2024ʯ࣌ߘにݟམͱし
て͍たจݙ

「兵庫県産蛾類文献目録 2024」の出版時に見落とし
ていた文献について，本߲で書きཹめておきたい．ಡ者
のօ様には，ごをおかけしたことをۘんでおび申
し上げる．

相1981，࡞ߞࡔ．宍粟郡下でムラサキシタバを採集．
てんとうむし，7：40．

広地 ঢ・奈良隆史・木戸和伸，1977．三熊山の昆虫に
ついて．PARNASSIUS，17：5-28．

木村三郎，1984．広峰，増位山系の昆虫．てんとうむし，
9：53-58．

井ܒ郎，1969．氷上郡における܀園の昆虫相．兵庫
生物，6(1)：65-72．

新家 勝，1989．武庫川周辺のシンジュサン．きべりは
むし，17(1)：1-5．

大貝秀雄，2013．兵庫県で採集した目すべき蛾 2 種．
月刊むし，509：48．

々木ঢ（編），1994．日本産蛾類の知見ࠤ - 日本産蛾類
大図鑑以後のۀ （1982 -1993）．364pp．個人出版．

 々木ঢ（編），2006．日本産蛾類の知見・2 (1994-2005ࠤ
鱗翅類ઐࢽ )．456pp．兵田ҹܳ株式会社．

ࣲ田 剛，2004．神戸市西区でナカグロクチバを採集．
きべりはむし，31(2)：58．

ࣲ田༸昭，2018．モンシロモドキ♀を神戸市ਨ水区に
て観察 観察記録の報告と兵庫県版レッドリストで
の取りѻいについて．SPINDA，33：85-87．

高島 昭，1995．クロウスタビガの採集記録．きべりは

໊چ のྨに͓͍てީิͱ͞Εる種ࡏݱ
ナカグロモクメ ナカグロモクメシϟチϗコɾϗシナカグロモク

メシϟチϗコ
ϗιπマキシϟチϗコ ムクπマキシϟチϗコɾタカサゴπマキシϟチ

ϗコ
トモΤガ オスグロトモΤɾハグϧマトモΤ
シラクモヨトウ アオフシラクモヨトウɾネスジシラクモヨトウ

ͳͲ
シロミミアカヨトウ ネスジシラクモヨトウɾシロミミハイイロヨト

ウ
フチグロキンノメイガ フチグロノメイガɾキイロフチグロノメイガ
χοコウマダラメイガ アカオビマダラメイガɾウスアカマダラメイガ

ද 4．ʮฌݝݿ産իྨσʔタϕʔスʯにؚ·Εるɼࡏݱでෳの種ྨに
ׂ͞Εて͍るؒのچ໊ͳͲのリスト．
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むし，23(1)：31．
高島 昭，2001．安富町でオキナワルリチラシ．きべり

はむし，29(2)：56．
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��ɽおΘΓに
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上郡町のグンバイムシ（Hemiptera: 5inHidae）

大貝秀雄１）

1) )iEFP 0("*　ฌݝݿ上郡町

͡めに
グンバイムシは吹けば飛Ϳように小さくͻऑなカメ

ムシであるが，前ڳഎと前翅のن則的な目状のߏ造，
多くの種で見られるಁ明度が高く光に富んだ体എ面な
どが実に美しい．また一ൠに前ڳഎが多様に変形して複
な形状をఄし，これらが同定の際には重ཁな指標حոࡶ
となる．すべてのグンバイムシは生きた植物に寄生して
生׆する小型のカメムシであり，多くの種では寄主特異
性が強いようである．ただ，越冬する場合には寄主をは
なれて，思いがけない環境から発見される場合もある．

日本産のグンバイムシ科は 10 年あまり以前には 2
亜科 26 属 74 種とされていた（山田・༑国，2012）が，
近年は相馬博士によるਫ਼力的な研究により 2 亜科 32 属
95 種まで増加しており（相馬，2023），遠からず 100
種を超えるにちがいないと筆者は༧想している．

一方，兵庫県産種としては高橋による報告で 17 種が
記録されており（高橋，1990a，1990b），その後，ア
ワダチソウグンバイ（山田・༑国，2012），ヘクソカズ
ラグンバイ（植田，2012），プラタナスグンバイ，ヤ
ブガラシグンバイ，ヤナギグンバイ（以上，後北ら，
2012），コアカソグンバイ（大貝，2018，2022）が追
加されたので，これまでに少なくとも 23 種が記録され
ていたことになる．ただ，高橋の報告以降に追加された
6 種中ではアワダチソウグンバイ，ヘクソカズラグンバ
イとプラタナスグンバイの 3 種がいずれも近年になっ
て国内৵入した外来種であり（山田・༑国，2012），兵
庫県においてはࡏ来種の調査が進んでいないのが現状と
いえる．

筆者は上郡町のグンバイムシ相を調査し，以下のよ
うに 20 種を確認することができた．そのうち，ミヤモ
トマルグンバイ，チャイログンバイ，マツムラグンバイ
の 3 種は兵庫県初記録になると思われるので，参考と
して標本写真を掲載する（図 線幅ܩ，1-3 1mm）．標本
はすべて筆者が採集し保管している．

きべりはむし， 47 (2): 28-31

図 1：ミヤモトマϧグンバイ♂ɼશܗ（背面）．

ウチワグンバイѥՊ $BOUBDBEFSiOBF
1. ウチワグンバイ Cantacader lethierryi S cott, 187 4

高田台；1 ♀ , 16. VII. 2005（大貝，2018，2022）．

上郡の唯一の記録は夏قの夜間に飛来した例である．
これは新成虫が分散する時期にあたるのではなかろうか．
高橋（1990a）は本種を 9 月中頃から 3 月までの兵庫
県での記録を示しており，これらは越冬中，ないしその
前後の寄主植物との間の移動中の個体が記録されたもの
と思われる．

グンバイムシѥՊ 5iOgiOBF
2. ミヤモトマϧグンバイ Acalypta miyamotoi Takeya, 1962

行頭；1 ♀ , 16. VI. 2020（図 1）．与井；1 ♀ , 28. II. 2024．

兵庫県では初記録になると思われる．Acalypta はコケ
類を॓主とし，常に水でೞれているようなコケをむ種
が多いとされるが，行頭では枯れてס૩したコケ中で採
集し，与井では根ݩのみった立枯木表面のס૩したコ
ケから得られた．採集月日より，これらはともに越冬場
所であったと考えられ，上郡では真の生׆環境は未確認
である．

3. Τκナガグンバイ Agramma j aponicum (D rake, 1948)
Ѵ日；1 ♂ , 7. X. 2019，1 ♀ , 23. X. 2019．
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ै来，本州等に分布するものはズグロナガグンバイ
AJramma nexile とされ，高橋（1990a）もこの名で兵庫
県から記録しているが，これは表記の種のシノニムとさ
れた（相馬，2021）．上郡の産地はഓ์غ田かと思わ
れる湿地であり，എの低いスゲ類などがまばらに生えて
いた．

4. アワダチιウグンバイ &Rr\WKXFKa marmRraWa (U hler, 187 8)
高 田 台；3 ♂ 1 ♀ , 22. VIII. 2004，1 ♂ 4 ♀ , 20. IX. 2004，

1 ♂ 1 ♀ , 17. VII. 2005，1 ♀ , 15. VII. 2006（以上，大貝，

2018）．

2000 年に西宮市で発見された北米由来の外来種であ
る．2004 年には神戸市北区でも採集されているが（植
田，2012），同年に上郡でも確認されたことから，分布
拡大のਝさが推しはかられる．

5. ϔクιカズラグンバイ D ulinius conchatus D istant, 1903
高田台；2 ♂ 1 ♀ , 24. XI. 2007（大貝，2018）．

これも外来種で 1996 年に大阪府池田市で発見され
た．兵庫県では植田（2012），後北（2012）などの記
録がある．

6. キクグンバイ *aOHaWXV a৽QLV (Herrich-Schaeffer, 1835)
高田台；1 ♀ , 9. VIII. 2008，1 ♂ , 30. V. 2016（以上，大貝，

2018）．ۚ出地；1 ♂ 1 ♀ , 27. V. 2020．

ഓ種のキクやヨモギに見られ，しばしば既出のア
ワダチソウグンバイの大集団の中に少数がࠞ生している
状態で見出される．

7. ヤナΪグンバイ M etasalis populi (Takeya, 1932)
中野；1 ♂ 1 ♀ , 11. IV. 2020．八保ช；1 ♂ , 21. VII. 2022．

溜池の手や公園に植されたシダレヤナギから得た．

8. ヒゲナガグンバイ 3HrLVVRQHmLa occasa D rake, 1942
与井；1 ♀ . , 2. VIII. 2019．1 ♂ , 15. VII. 2020．ۚ出地；1 ♀ , 

22. VI. 2021．

里山に自生するヒイラギから得られた．

9. チϟイログンバイ Physatocheila orientis D rake, 1942
小野౾；1 ♀ , 5. V. 2023（図 2），1ex, 16. VI. 2023（腹部ܽ

ࣦで性別不明）．

小野౾では 2 例とも同じツバキの木から得られたが，
これは寄主ではなく，本来の寄主はウワミズザクラとさ
れている（Souma and Ishikawa, 2022）．本種は兵庫県
初記録になると思われる．

10. コアカιグンバイ Physatocheila fiHEHrL (S cott, 187 4)
高田台；1 ♂ , 20. VII. 2003（大貝，2018，2022）．Ѵ日；1 ♀ , 

2. VII. 2022．

ै 来 は Cysteochila 属 と さ れ て き た が，Souma and 
Ishikawa (2022) により本属に移された．高田台として
示したポイントには॓主となるイラクサ科本はଘࡏせ
ず，新成虫が分散飛来したものであったかと思われる．
Ѵ日ではコアカソと見られる本より得た．

11. ヤ マ コ ウ バ シ グ ン バ イ Stephanitis (Stephanitis) 
amELJXa H orv á th, 1912

Ѵ日；1 ♂ , 31. VIII. 2020，1 ♂ , 24. IV. 2021，1 ♂ , 23. IV. 

2023．与井；1 ♀ , 26. IX. 2023．

木川沿いにヤマコウバシと考えられる木が群生しؠ
た個所があり，この木から稀に得られる．

12. クスグンバイ Stephanitis (Stephanitis) tabidula H orv á th, 
1912

与井；2 ♀ , 1. VI. 2020．

ै 来 用 い ら れ て い た 学 名 Stephanitis (Stephanitis) 
fascicarina Takeya, 1931 は異名とされた（相馬，2023）．
上郡の標本はクスから得られた．

13. ナシグンバイ Stephanitis (Stephanitis) nashi E saki and 
Takeya, 1931

高田台； 1 ♀ , 20. IX. 2003，1 ♂ , 30. IV. 2004，1 ♀ , 5. VI. 

2004（以上，大貝，2018），1 ♀ , 26. V. 2021．上郡 ླの宮公園；

1 ♂ , 20. IV. 2024．

ナシ，サクラ等のバラ科の木本につく種であるが，
筆者の採集は，なͥかカエデ，ナツグミ，キウイとバ
ラ科ではない木ばかりであった．

14. π π ジ グ ン バ イ Stephanitis (Stephanitis) pyrioides
(S cott, 187 4)

高田台；2 ♂ 1 ♀ , 5. VI. 2004（大貝，2018）．野1；܂ ♀ , 23. V. 

2021．

サツキの植から採集された．なお，本種にまじっ
てグンバイムシのั食者であるグンバイカスミカメ
Stethoconus j aponicus や Stethococus takaii がしばしば採
集される．

15. シ キ ミ グ ン バ イ Stephanitis (Stephanitis) svensoni
D rake, 1948

上郡；2 ♀ , 16. V. 2020．ۚ出地；1 ♀ , 7. VI. 2021．八保ช；

1 ♂ 1 ♀ , 25. V. 2024．

シキミが生えていれば，たいてい本種が寄生してい
るようである．シキミはุ地や山沿いの小ن模なՌ樹園
のย۱などに植されていることが多い．
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16. トサカグンバイ Stephanitis (Stephanitis) takeyai D rake 
and Maa, 1955

高田台；1 ♀ , 29. X. 2006（大貝，2018）．与井；1 ♀ , 1. VI. 

2020．Ѵ日；1 ♀ , 25. VIII. 2018．

きわめて多様な植物に寄生し，上郡ではもっとも普
通に見られるグンバイムシである．正体不明の見׳れ͵
木に多数ついているグンバイムシを調べてみても，たい
てい本種にܾ着する．

17. マπムラグンバイ Tingis (Tropidocheila) maWVXmXraL
Takeya, 1962

八保ช；2 ♀ , 12. IX. 2023（図 3），1 ♀ , 14. IX. 2023．

3 例すべて，立枯れしたアカマツの樹皮から得ら
れたもので，越冬にはいって間のない個体であると考え
られた．本種の寄主はミズキと想定されており（山田・
༑国，2012），岡島（2012）は樹幹がコケでおおわれ
たミズキのコケの下から多数の本種を採集した経ݧを
հしている．筆者が採集した近傍にも根ݩ近の直ܘ
40cm ほどのミズキがあったが，樹幹にはコケを生じて
いなかった．本種も兵庫県初記録になると思われる．

18. ヒメグンバイ U hlerites debilis (U hler, 1896)
高 田 台 古  公 園；2 ♂ , 31. X. 2019． 八 保 ช；1 ♀ , 2. V. 

2024．

野生種のクリから得られた．

19. クϧミグンバイ U hlerites latiorus Takeya, 1931
上郡 Ҍډ川河川敷；1 ♀ , 11. V. 2020，1 ♂ , 1. IX. 2024．Ѵ日；

1 ♂ 1 ♀ , 24. IV. 2021，1 ♂ , 23. IV. 2023．

すべての標本はオニグルミの群生地で得たものである．

20. クチナガグンバイ Xynotingis hoytona D rake, 1948
与井新；1 ♀ , 14. V. 2022．上郡 ླの宮公園； 1 ♂ , 20. IV. 

2024．

ླの宮公園では開花期のカエデから得られたが，そ
の時期は本種が越冬から֮めて寄主への移動をはじめた
頃と重なるのかもしれず，カエデを寄主とする根ڌはう
すい．山田・༑国（2012）には寄主に関する情報はない．

おΘΓに
以上，筆者は上郡町から 20 種のグンバイムシ科を記

録することができた．そのうち 3 種は兵庫県における
初記録にあたり，これにより兵庫県のグンバイムシ科
は少なくとも 26 種となった．本稿に記録した 20 種以
外で兵庫県に記録のあるものは，マルグンバイ Acalypta 
sauteri，ヒゲブトグンバイ &RSLXm MaSRQLFXm，アザミ
グンバイ 7LQJLV amSOLaWa　（以上，高橋，1990a），エグ
リグンバイ Eritingis recentis（高橋，1990b），プラタ
ナスグンバイ Corythucha ciliata，ヤブガラシグンバイ
Physatocheila chiniana　（以上，後北ら，2012）の 6 種
である（ただしヤブガラシグンバイの学名は相馬（2023）
による）．

隣接する岡山県では，兵庫県で記録の見られない 4
種が報告されている．ଈち，ツルグンバイ B aeochila
horvathi， ル イ ス グ ン バ イ /LmQRVWaWXa lew isi（ چ 名 ボ
タンρルグンバイ，学名も変ߋ），ハシドイグンバイ
Leptoypha capitata，ヨモギグンバイ Tingis crispata であり，
今後これらの種も兵庫県での記録が期待される．これら
のうちツルグンバイは 2020 年に相馬により新種記載さ
れた種で，キρタやツタなどを寄主とする．筆者は上郡
町で本種をਫ਼力的に探査したが，まだ見出すことができ
ていない．なお，兵庫県でも特に日本海側は調査が不े
分なため，֤種グンバイムシに関するڵຯਂい知見が得
られる可能性がある（相馬，ࢲ信）．

ँࣙ
貴重な御教えをいただき，かつメイリングリストに加

えていただいた弘前大学の相馬७博士にਂく感謝します．

図 2：チϟイログンバイ♀ɼશܗ（背面）． 図 3：マπムラグンバイ♂ɼશܗ（背面）．
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りはむし，18(1)：1-5．

高橋寿郎．1990b．兵庫県のグンバイムシ（2）．きべ
りはむし，18(2)：27-31．

植田義輔．2012．神戸市北区ཟ那の生カメムシ類相
ʕ2004 年の調査記録ʕ．きべりはむし，35(1)：
15-20．

後北峰೭・奥山清市・ࡔ本ঢ・野本߁太・角正美ઇ・長
島大．2012．ҏ丹市昆虫館収蔵資料目録 昆陽池
公園の昆虫．ҏ丹市昆虫館，ҏ丹．36pp．

山田ྔਸ・༑国雅ষ．グンバイムシ科．石川・高井幹夫・
安Ӭ智秀 編．2012．日本原色カメムシ図鑑第 3 巻．
全国村教育ڠ会，東京．p180-213．
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上ࣗӴୂ ੨ݪறಮ地内ԋशɹチϣウɾトンボྨ息ௐࠪ

立ؠ雄１）

1) :VLiP 5"5&*8"　ฌݝݿ加古川市

ʲௐࠪɺؒ࣌ʳ
2024 年 6 月 9 日（日）　10:00 ʙ 12:00

ʲఱީɼؾ温ʳ
曇り時々小雨，調査開始時 19ˆ，調査終ྃ時 20ˆ

ʲ۩ମతௐࠪ地ʳ
青野原ԋश場内ࡼ池および平池　周辺

ʲௐࠪऀʳ
山下公明（あびき湿原保ଘ会会長）
ࣲ田剛（日本自然保ڠޢ会自然観察指導員，NPO 法

人 野生生物を調査研究する会　ཧ事）
東輝弥（日本トンボ学会，NPO 法人こどもとむしの会）
久保弘（NPO 法人こどもとむしの会，加古川の里山・

ギフチョウ・ネット）
藤原いずみ
立ؠ雄（日本鱗翅学会，加古川の里山・ギフチョウ・

ネット）

ʲಉߦҊ内ऀʳ
上自Ӵୂ青野原றಮ地　広報担当　中山以足

ʲతʳ
兵庫県東磨地域のなかで大ن模な地およびૄ林

環境がる同ԋश地において，現ࡏどのようなチョウ，

きべりはむし， 47 (2): 32-33

図 1．ԋशશ図　தԝԼஈにࡼɼฏ͕͑ݟる．　ˎग़ల：ࠃ地ཧӃ地ܗ図．

トンボが息しているか現地に出向き調査したものであ
る．特にԋश地内に点ࡏしている多くの池の周辺は広範
囲にカヤ類，スゲ類が繁茂する湿地原が広がっており，
6月初०のこの時期に発生するヒメヒカゲ（&RHQRQ\mSKa
oedippus：環境省 絶滅危惧Ⅰ類 CR ʴ EN，兵庫県レッ
ドリスト A ランク）が息しているかを確認するため
に調査を行った．

ʲௐࠪにおけるݱ地のঢ়گʳ
調査日当日の朝まで降り続いていた雨のため，調査

開始時においては，野外全域がೞれており，湿度も高かっ
た．表が࿐出しているところを歩くと，すぐにట化し，
͵かるんで足を取られるような状況であった．また֤池
の水ྔが増し，本来地であるところが水して，池の
面ੵが大きくなっていた．調査開始時点で 19ˆしかなく，
ഽפさは感じなかったものの，この時期としては低温で
あった．もちろん陽光はࠩさず，どんよりとした曇り空
で今にも雨が降り出しそうなあいにくの天候であった．

ʲௐࠪʳ
池の周りには広範囲に地が広がり，ヒメヒカゲࡼ

の息にదしていると思われる環境であったが，本種は
確認できなかった．
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図 2．ௐࠪ写真． 図 4．ௐࠪ日ɼฏपลの地で֬ೝしたウラΪンスジヒϣウモン♂

図 3．ௐࠪ写真．

に֬ೝで͖た種ࡍ࣮
チϣウྨ

πバメシジミ（Everes argiades）
キタキチϣウ（(XrHma hecabe）
サトキマダラヒカゲ（N eope goschkevitschii）
モンキチϣウ（Colias erate）
ヒカゲチϣウ（Lethe sicelis）

トンボྨ
アオイトトンボ（Lestes sponsa）

ˎ特に羽化から時間が経っていない未成熟個体多い

ハラビロトンボ（/\rLRWKHmLV pachygastra）
ϗιミイトトンボ（AFLaJrLRQ mLJraWXm）

ͦのଞ
ハマϕアワフキ（ASKrRSKRra marLWLma）

平池周辺の状況も基本的にࡼ池と同じ．
に֬ೝで͖た種ࡍ࣮

チϣウྨ
ϕχシジミ（Lycaena phlaeas）
ヒメウラナミジϟノメ（<SWKLma argus）
ウラΪンスジヒϣウモン（ArJ\rRQRmH laodice）
コジϟノメ（M ycalesis francisca）
オオチϟバネセセリ（Z inaida pellucida）

トンボྨ
ハラビロトンボ（/\rLRWKHmLV pachygastra）
シϣウジϣウトンボ（&rRFRWKHmLV servilia marLaQQaH）
キイトトンボ（&HrLaJrLRQ mHOaQXrXm）
ヤマサナΤ（AVLaJRmSKXV mHOaHQRSV）

ʲௐࠪධՁɼߟʳ
チョウ類において，東磨の原のチョウを表す

るウラギンスジヒョウモンの息を確認できたことは収
֭であったが，ヒメヒカゲ，ウラナミジャノメ（<SWKLma 
mXOWLVWrLaWa）は確認できなかった．正直な気࣋ちとして，
lこれだけの環境がっているのになͥいないʁʂz と
感じた．

また，トンボ類においても，ベッコウトンボ（Libellula 
angelina）はແཧにしても，せめてハッチョウトンボ

（N annophya S\JmaHa）くらいはいるのでないかと期待し
ていたが，それもかなわなかった．

当日の気象条݅が調査にదさず，種数，個体数とも
，天時に比べ極端に少なかった可能性は൱定できないが
今回のශऑな調査݁Ռはある意ຯ，༧想外であった．

同ԋश地の北部に位置する池，ٯ池では，े数年
前ヒメヒカゲが多産していた確かな情報を得ているが，
今回の調査において，エリア的に調査のڐ可が下りな
かったことは೦である．また，かつてキマダラルリツ
バメ（Spindasis takanonis）が多産していた，最北部のૄ
林にも近づくことすらできなかった．

今回の調査のみでは当地の自然環境の全をつかむ
には程遠く，今後も時期や年度を変えて調査を継続して
いくඞཁを強く感じる．

最後に，今回の調査において，շくڐ可をいただい
たறಮ地指ྩの܀田千寿様，当日我々に同行しҊ内いた
だいた広報の中山以足様にはこの場をआりてお礼申し上
げる．
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ΈΜなでͭな͙ɹ初リϨʔ

久保弘１）

1) )iSPZVLi ,6#0　ฌ໌ݝݿੴ市　ฌݿウスイロヒϣウモンモυキをकるձ

̍ɽ࣮ࢪ方๏
これまでと同じく，立य़（2024 年は 2 月 4 日）から，

4 月 7 日の昆虫館開館（むし開き）までの間に，参加者
が目ܸした蝶の種類，日時，場所を，ࠤ用町昆虫館のブ
ログ上に開ઃされた入力フΥームに入力するという方法
で実施した．入力された情報，投稿された写真などは，
自動的に筆者にૹ信され，筆者は寄せられた情報をとり
まとめ，「初蝶ニュース」として週に 1 回メール配信し，
同時にブログ記事として写真とともに公開した．本年の
配信回数は 8 回であった．

期間中に，初蝶種は 18 種 90 ݅，越冬種は 13 種 94 ݅，
蛾は 66 種 89 ݅，その他の昆虫は 34 種 43 ݅の情報が
寄せられた．ଷした情報は，後掲の表 1 ʙ 4 にま
とめて掲載している．

̎ɽ���� ౙのؾ温
2024 年の冬（前年 12 月ʙ当年 3 月）は，2023 年

の冬と比較してஆかい冬だったというҹ象を࣋った人は
多かったのではないだろうか．もしかすると「こんなに

きべりはむし， 47 (2): 34-40

ஆかい冬は初めてだ」と感じられたかもしれない．神
戸地方気象台の記録に基づき，12 月 1 日ʙ 3 月 31 日
の，神戸市における日平ۉ気温をੵࢉしてみると，ࡢ年
は 1053ˆであったが今年は 1081ˆであり，28ˆほど
上回っている（図 1）．ただし今年はӞ年であり，1 日
多いため，この数ࣈは多少ׂり引いて考えるඞཁがある
ので，ࡢ年と比較してஆ冬であったとは言えないだろ
う．なおඇ常なஆ冬であった 2020 年冬は，ੵࢉ温度が
1161.5ˆに達している（2020 年もӞ年）．

しかし気温変化の向を見てみると，ࡢ年とはかな
り違っていたことがわかる．図 2 は，神戸市の日平ۉ
気温を，10 日間の移動平ۉで見たグラフである．日々
の変化は細かく上下動する折れ線グラフになるが，移動
平ۉを用いると，大まかに見た向を知ることができる．
このグラフを見ると，ࡢ年は 1 月末から 2 月初めにか
けて，ਂいפさのఈがあったことがわかるが，今年はこ
の時期に強いྫྷえ込みがなく，「ౚえるような日がなかっ
た」ということがわかる．また通常の年なら，まだまだ
いはずのפ 2 月中०ʙ下०に，ややஆかい期間があった．

図 1　12 月ʙ 3 月　日ฏؾۉ温のੵࢉ温のൺֱ． 図 2　12 月ʙ 3 月　ؾ温มԽのൺֱ．
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実際の数で見ても，日最低気温が 0ˆ以下になっ
た日数が，ࡢ年は 5 回であったのに対し，今年は 3 回
のみであり，その最低もࡢ年は -2.9ˆであったが，今
年は -0.5ˆであった．さらに 12 ʙ 3 月で日最高気温が
10ˆを下回った日は，2023 年が 35 日であったのに対
し，2024 年は 25 日と 10 日も少なくなっている．こ
うした気温向により「ஆかい冬」というҹ象が強まっ
たのであろう．

また 2023 年は 3 月にܹٸな気温上ঢが見られたの
に対し，今年は 2 月にややஆかい期間があった一方で 3
月の気温上ঢは遅れ，3 月末になってようやく気温が上
がり始めた．このためややפい初य़となり，これが蝶の
出現にかなり影響したようである．

̏ɽのग़ظ࣌ݱ（ද �ɾ�）
ʲॳʳ

2024 年の初蝶出現は，2023 年よりもやや遅れるも
のが多く見られた（表 5）．これは既述のように，多
くの種が出現する 3 月の気温が，2023 年と比較して
低く推移したことによるものだろう．例年どおり初蝶
はモンキチョウ（2 月 17 日：三田市）となったが，こ
れは 2023 年より 5 日遅い記録で，モンシロチョウ（3

図 3．モンキチϣウ（3 月 15 日　খ௩ྲྀോ͞Μ）

図 5．モンシロチϣウ（3 月 15 日　ଜ山ΓΓ͔͞Μ）

図 モンシロチϣウ（3：ࠨ．4 月 16 日　山ޱ雄͞Μ）
　　　ӈ：アゲハチϣウ（3 月 31 日　ౡԬ　༏͞Μ）

図 スジボιヤマキチϣウ（3：ࠨ　．6 月 15 日　三ଜ͞ࢠΜ）
　　　　ӈ：同　ཛ（3 月 15 日　田൏ਓ͞Μ）

月 11 日：稲美町・姫路市）も同様に 5 日遅れであった．
モンキチョウも，その後は 3 月 15 日まで記録が途絶え
ている．その他の種でも，5 日ʙ 10 日，長いものでは
2 週間以上も遅れている．ところがルリシジミのみは，
2023 年より 3 週間もૣい登場となっている．これは南
あわじ市প島での記録であり，同地が海に囲まれた温ஆ
な環境であることと，ちΐうどこの期間に，気温の上ঢ
があったことをཁҼと考えてよい．また蝶の出現は，冬
期ʙय़期の୯७なੵࢉ温度ではなく，気温のఈの回数と
時期，2 月末ʙ 3 月の気温向と，蝶（ᥳ）の越冬場所
の温度環境とが，絡み合った݁Ռなのであろう．

またスジグロシロチョウは，高知市で 3 月 4 日に記
録され，初蝶リレーとしてはこれまでで最もૣい記録と
なった．2024 年の記録はこの 1 例のみであり，近畿地
方でのスジグロシロチョウの発生は，他種同様にかなり
遅れたものと思われる．

ʲӽౙʳ
越冬の׆動も，初蝶とࣅた面がある．キタキチョ

ウは 2 月 14 日，17 日と観察されたが，その後は 3 月
11 日まで記録がなかった．キタテハも 2 月 14 日の後
は 2 週間後の 28 日，さらに 12 日後の 3 月 11 日の観
察となっている．また例年ならば 2 月中०頃から׆動
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を始めるテングチョウも，初確認は 3 月 11 日と，かな
り遅い記録になった．

越冬の特筆すべき記録としては，神ು山における
スジボソヤマキチョウ♀と産卵の確認をڍげておきたい．
スジボソヤマキチョウは，森にすむ大型のシロチョウの
間で，成虫で越冬し，य़に産卵する．シカの影響に
よる環境ѱ化で，近年は個体数がܹ減していることから，
貴重な記録である．

̐ɽ初իとͦのଞのࠛ（ද �ɾ�）
ʲիのهʳ

蛾類の記録には，ࡢ年と比較して明ྎな遅れ向は
見られない．ૣय़を表する種を比較してみても，イボ
タガはࡢ年とほとんど変わらないが，オオシモフリスズ
メ，エκヨツメ，マイコトラガなどは 1 週間ʙ 12 日遅
れである．ところがトビモンオオエダシャクは２月 14
日と，これまでの記録を 1 か月近くߋ新している．

今年目される記録としては，シンジュキノカワガ
の越冬個体確認がڍげられる．2023 年に，兵庫県下の
広範囲で大ن模な発生が確認され（高橋 2024・近藤
2024），越冬が可能かどうか目されていたが，3 月
30 日の記録は成虫越冬個体と判断される．本年兵庫県
では，初夏の頃からシンジュキノカワガの幼虫が確認さ
れていることからも，少なくない成虫が越冬に成ޭした
ものと考えてよかろう．本種が今後，近畿地方に定着す
るかどうか，その経過が目される．

ʲͦのଞのࠛ虫ʳ
これまでで最も多くの種が報告された．特にカメムシ

類，甲虫類のॆ実した情報が寄せられた．小型で目立た
ないものが多く，これまでに報告されていない種も多く
記録されたのは，特に若い方々を中心として観察の範囲
が広がっていることによるものだろう．今後もこうした
観察が広がることを期待したいが，一方で筆者のक備範
囲を超える面が少なからずあるため，こうした記録にద

にコメントできないことを申し༁なく思う．どなたか，
カメムシや甲虫を主導される方はおられないだろうか．

̑ɽऴΘΓに
初蝶リレーを始めた当初は，ຖ年これほど多くの情

報をいただけるとは思ってもいなかったし，それをくり
返して 12 年も継続できるなどເ想すらしていなかった．
こうした記録をੵみ重Ͷることが，୯なる「य़のָしみ」
にとどまらず，地域の自然環境がどのように変化してゆ
くのかを知る，貴重なੵになることは疑いないが，そ
れが多くの，とりわけ昆虫にڵຯを๊く子どもたち，若
い方々にࢧえられていることにも，大きな可能性を感じ
ている．筆者はຖ年この報告を書いてはいるが，この成
Ռはܾして筆者のものではなく，情報を寄せられたすべ
ての方々のものである．これらの記録を׆用して，օ様
自で新しい研究や，新しいり口のղऍを見つけてい
ただければ，初蝶リレーのָしみもさらに大きくなるこ
とだろう．

今回も，օ様からଷした情報の集計にはे分な
意をったが，万一，投稿していただいたデータの記録
࿙れ，誤りなどがあった場合は，全て筆者のめである．
ご容ࣻいただくとともに，ご連絡をଷできればいで
ある．次߸にて加আగ正させていただきたい．

末筆となりましたが，ૣय़から熱心に観察・投稿を
いただいたօ様に，改めて感謝を申し上げます．

ʲߟࢀจݙʳ
高橋弘樹，2024．兵庫県とその周辺で得られたシンジュ

キノカワガの記録と知見－ 2023 年の大発生，周年
経過，成虫の行動などʕ．きべりはむし，47（1）：
5-19．

近藤伸一，2024．シンジュキノカワガ兵庫県，京都府
西部で大発生．月刊むし，641：2-11．

図 イボタガ（3：ࠨ．7 月 17 日　ੴ川େ͞Μ）
　　　ӈ：イタυリハムシ（3 月 31 日　٢田　͞ݱΜ）

図 シンジϡキノカワガ（3：ࠨ．8 月 30 日　井ౢ࢘͞Μ）
　　　ӈ：オオキンカメムシ（2 月 18 日　三ଜٛ͞Μ）
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ද 1．ॳのه

Պ छ໊ ֬ೝ ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科

モンキチϣウ 2 月 17 日 1 ♂ 三田市 ౡԬ　༏ ٵ ຶ し て ͍
た

3 月 15 日 1 ♂ 市ݪ־ 宮པ
3 月 15 日 6FYT. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 15 日 1FY. 加౦市 ২田ٛี
3 月 22 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 29 日 1FY. 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 30 日 12FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 ଟ େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 2 日 22FYT. 市ݪ־ 宮པ

モンシロチϣウ　 3 月 11 日 2FYT. Ҵ美町 ീ田߂߁
3 月 11 日 1 ♂ ਆށ市ฌ۠ݿ ߂อٱ
3 月 13 日 1 ♂ 市ݪ־ 宮པ
3 月 14 日 1FY. たͭの市 લ田࣏ܒ
3 月 14 日 2FYT. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 14 日 1FY. 高砂市 ౡ࡚ਖ਼美
3 月 14 日 1 ♂ 市ݪ־ 宮པ
3 月 15 日 14FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 15 日 1 ♂ 西市 ߂อٱ
3 月 15 日 5FYT. 高砂市 三ଜࢠ
3 月 15 日 5FYT. 加古川市 三ଜࢠ
3 月 15 日 4FYT. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 15 日 2FYT. 加古川市 ଜ山ΓΓ͔ タ ン ϙ ϙ ͔

Β  Ε た ࣌
に採集

3 月 15 日 1FY. 加౦市 ২田ٛี
3 月 16 日 1FY. ೆ͋Θ͡市 山ޱ雄
3 月 22 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 27 日 1 ♀ ਆށ市۠ ീ田߂߁
3 月 27 日 1FY. 加古川市 த୩༰ࢠ
3 月 29 日 ଟ 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 29 日 1FY. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
3 月 30 日 17FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 30 日 2FYT. 三田市 ീ木߶
3 月 31 日 ଟ 三田市 ٢田　ݱ
3 月 31 日 ଟ େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 10FYT. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
4 月 2 日 16FYT. 市ݪ־ 宮པ
4 月 5 日 1FY. 市 三宅ؽ

スジグロシロチϣ
ウ

3 月 4 日 1FY. 高市 ౡ࡚ਖ਼美 ハ ナ χ ラ に
ඈ来

πマキチϣウ 4 月 2 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
4 月 2 日 1 ♂ 三田市 ౡԬ　༏

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科

アゲハチϣウ 3 月 15 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 27 日 1FY. ໌ੴ市 井ౢ࢘
3 月 30 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 31 日 1FY. େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 1FY. 三田市 ౡԬ   ༏
4 月 1 日 1 ♂ େࡕ市西 ീ木　߶
4 月 2 日 4FYT. 市ݪ־ 宮པ
4 月 5 日 1FY. 高砂市 ౡ࡚ਖ਼美

キアゲハ 3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
4 月 1 日 3FYT. 三田市 ౡԬ　༏ 山  で  ༗

ಈߦ
4 月 1 日 1FY. ਆށ市౦ṗ۠ ീ木　߶ ఉでӋԽ
4 月 2 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
4 月 5 日 1FY. 高砂市 ౡ࡚ਖ਼美

アオスジアゲハ 4 月 1 日 2FYT. 高砂市 三ଜࢠ
Ϊフチϣウ　　　 4 月 7 日 1 ♂ʴ 三田市 ฏ井༔༎ 山にඈ来

4 月 7 日 4FYT. 三田市 ౡԬ　༏ 山にඈ来
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科

ϕχシジミ　　 3 月 15 日 1FY. 加౦市 ২田ٛี
3 月 27 日 3FYT. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 28 日 1FY. 高砂市 三ଜٛ
3 月 29 日 1FY. 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 30 日 1FY. 市 三宅ؽ
3 月 31 日 5FYT. େ郡山市 ౡԬ　༏

ϧリシジミ　 2 月 18 日 3 ♂ ೆ͋Θ͡市 三ଜٛ ࡶ 木 林  で
ඈᠳ

3 月 3 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 14 日 1FY. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 22 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 1FY. େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 1 ♂ 朝来市 ۙ౻伸Ұ

πバメシジミ　 3 月 15 日 1FY. 加౦市 ২田ٛี
3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏

ヤマトシジミ　 2 月 18 日 1 ♂ 三木市 फ҆೭ ಓ の Ӻ で
テ ʔ ブ ϧ に
ͱ·る

3 月 15 日 1 ♂ 市ݪ־ 宮པ
3 月 28 日 5 ʴ 高砂市 三ଜٛ

Պ छ໊ ֬ೝ ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科

ヤマトシジミ 3 月 31 日 1 ♂ େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 2 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ

コπバメ 3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏ ア セ ビ で ٵ
ຶ

3 月 31 日 1FY. ಸྑ市 ౡԬ　༏
3 月 31 日 2FYT. େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 2 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ
4 月 5 日 ଟ 三田市 ౡԬ　༏ ア セ ビ ͱ ヒ

サ カ キ に ͱ
·る

トラフシジミ　 4 月 5 日 3FYT. 三田市 ౡԬ　༏
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科

ミヤマセセリ 3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏

4 月 5 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ

4 月 5 日 ଟ ึ市 ฏ߁౻ੁ

4 月 7 日 1FY. 洲市 三宅ؽ

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科

ヒメアカタテハ 3 月 11 日 1FY. ਆށ市౦ṗ۠ த川ઍً

3 月 22 日 1FY. ໌ੴ市 ߂อٱ

4 月 1 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏

πマグロヒϣウモ
ン

4 月 2 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏

Պ 種໊ ֬ೝ日 ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科

キタキチϣウ 2 月 14 日 1 ♀ 西市 ߂อٱ ύ ン ジ ʔ で
ຶٵ

2 月 14 日 2FYT. 高砂市 三ଜࢠ
2 月 17 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 11 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ
3 月 11 日 1FY. ਆށ市தԝ۠ ͘すͱΓΐ

͏
3 月 11 日 1FY. ඣ࿏市 ീ木༟थ
3 月 15 日 1 ♂ 西市 ߂อٱ
3 月 15 日 ಄ ૬生市 ໜݟઅࢠ
3 月 15 日 2FYT. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 15 日 2FYT. 加౦市 ২田ٛี
3 月 15 日 5FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 16 日 1FY. たͭの市 લ田࣏ܒ
3 月 29 日 ଟ 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 29 日 3FYT. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
3 月 30 日 29FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 ଟ 三田市 ٢田　ݱ
3 月 31 日 ଟ େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 4FYT. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
4 月 2 日 34FYT. 市ݪ־ 宮པ
4 月 5 日 1 ♂ 市 三宅ؽ

πマグロキチϣウ 3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
スジボιヤマキチ
ϣウ

3 月 16 日 1 ♀ ๛Ԭ市 三ଜࢠ 産ཛ֬ೝ

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科

アカタテハ　　　 3 月 15 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 16 日 1FY. たͭの市 ീ木༟थ
3 月 22 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 2FYT. େ郡山市 ౡԬ　༏

キタテハ 2 月 14 日 5FYT. 高砂市 三ଜࢠ
2 月 28 日 1FY. 高砂市 ౦　ً
3 月 11 日 1FY. ඣ࿏市 ീ木༟थ
3 月 14 日 5FYT. たͭの市 高߂ڮथ
3 月 15 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
3 月 15 日 2FYT. 加古川市 三ଜࢠ
3 月 15 日 2FYT. 上郡町 খ௩ྲྀോ
3 月 15 日 1FY. 加古川市 ଜ山ݡ伸
3 月 15 日 10FYT. 加౦市 ২田ٛี
3 月 15 日 7FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 16 日 1FY. ਆށ市ਨਫ۠ ༗川　५
3 月 16 日 4FYT. ਆށ市ਢຏ۠ 上　ߩ
3 月 16 日 1FY. たͭの市 લ田࣏ܒ
3 月 27 日 3FYT. ਆށ市۠ ീ田߂߁
3 月 29 日 2FYT. 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 30 日 5FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 1FY. ਆށ市۠ ͘すͱΓΐ

͏
3 月 31 日 ଟ େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 7FYT. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
4 月 5 日 1FY. 高砂市 ౡ࡚ਖ਼美

ද 2．ӽౙのه
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ද 3．իのه

Պ 種໊ ֬ೝ日 ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
タ
テ
ハ
チ
ϣ
ウ

Պ

ϧリタテハ　　　 3 月 15 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 16 日 1FY. たͭの市 ീ木༟थ
3 月 27 日 5FYT. ึ市 ฏ߁౻ੁ
3 月 27 日 3FYT. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 29 日 2FYT. 田ล市ژ ౡԬ　༏
3 月 30 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 1FY. େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 1FY. ໌ੴ市 ͘すͱΓΐ͏
4 月 2 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
4 月 7 日 1FY. 洲市 三宅ؽ

ヒオυシチϣウ　 3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
4 月 2 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ

イシガέチϣウ 3 月 31 日 1FY. େ郡山市 ౡԬ　༏
3 月 31 日 2FYT. 加古川市 三ଜٛ

クロコノマチϣウ 3 月 31 日 2FYT. 加古川市 三ଜٛ
テングチϣウ 3 月 11 日 1FY. 上郡町 খ௩ྲྀോ

3 月 11 日 1FY. ඣ࿏市 地ฏޙٱ
3 月 15 日 1FY. 西市 ߂อٱ
3 月 15 日 ଟ ૬生市 ໜݟઅࢠ
3 月 15 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ
3 月 16 日 1FY. 朝来市 ۙ౻伸Ұ
3 月 27 日 1FY. ਆށ市ਨਫ۠ 井上ཅᠳ
3 月 27 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏
3 月 29 日 1FY. 田ล市ژ ౡԬ　༏ ム ス カ リ で

ຶٵ
3 月 28 日 3FYT. 三田市 ٢田　ݱ
3 月 30 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 30 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 2FYT. େ郡山市 ౡԬ　༏
4 月 1 日 1FY. ਆށ市౦ṗ۠ ീ木　߶
4 月 2 日 8FYT. 市ݪ־ 宮པ

シ
ジ
ミ
チ
ϣ
ウ

Պ

ムラサキシジミ 2 月 12 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏ 木 の 高 ͍ ͱ
͜ Ζ で 日 ޫ
ཋ

2 月 14 日 1FY. 西市 ߂อٱ 日ޫཋ
2 月 15 日 1FY. 高砂市 三ଜࢠ
2 月 28 日 1FY. ୮ࣰ山市 େ௩߶ೋ 日ޫཋ
3 月 15 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
3 月 16 日 1FY. ਆށ市ਨਫ۠ ༗川　५ Ո の น で 翅

を ಈ ͔ し て
͍た

3 月 31 日 5FYT. 三田市 ٢田　ݱ
4 月 2 日 2FYT. 市ݪ־ 宮པ

ムラサキπバメ 3 月 3 日 1 ♀ 高市 ౡ࡚ਖ਼美
ウラΪンシジミ 3 月 16 日 1 ♀ ඣ࿏市 ಗ໊ ੴ の 上 で 日

ͬ͜΅
3 月 29 日 1 ♀

2FYT.
田ล市ژ ౡԬ　༏

3 月 31 日 1 ♂ 加古川市 三ଜٛ
3 月 31 日 1FY. 三田市 ٢田　ݱ
3 月 30 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ

Պ 種໊ ֬ೝ日 ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
シ
ャ
ク
ガ
科

ウスバフユシϟク 2 月 4 日 1 ♂ ୶࿏市 井ౢ࢘
2 月 4 日 1 ♀ ຳ面市 ͘ す  ͱ

Γΐ͏
ຳ 面 ࠛ 虫
ؗの֎น

ϗιウスバフユシϟク 2 月 25 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ ֗౮
クロテンフユシϟク 2 月 4 日 1 ♂ ୶࿏市 井ౢ࢘

2 月 7 日 4 ♂ ૬ 生 市  
町

高߂ڮथ 本 年 ॳ ݟ
 1�25 の
1 ♂

フユシϟク̨̥ 2 月 24 日 1 ♀ ึ市 ฏ߁౻ੁ Ҋ  ൘ の
ཪ

シロフフユΤダシϟク　 2 月 7 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
チϟオビフユΤダシϟク 2 月 16 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ  Ί の ॳ

ݟ
ヒロバフユΤダシϟク 2 月 19 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
トビモンオオΤダシϟク　 2 月 14 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

2 月 20 日 2FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 3 日 1FY. 加古川市 三ଜٛ
3 月 15 日 10 ♂ たͭの市 高߂ڮथ
3 月 16 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 31 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

シロテンΤダシϟク 2 月 18 日 1FY. ೆ͋Θ͡市 三ଜٛ ֑ ͔ Β ඈ
Μで͖た

ヤクシマフトスジΤダシϟク 2 月 20 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
クロモンキリバΤダシϟク 2 月 28 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
ϗιバトガリΤダシϟク 3 月 6 日 2 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
フトフタオビΤダシϟク 3 月 7 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
アトジロΤダシϟク 3 月 7 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
スカシΤダシϟク 3 月 16 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘
ウスバキΤダシϟク　 3 月 23 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
ハスオビΤダシϟク　　 3 月 24 日 1FY. ໌ੴ市 ߂อٱ
ハラゲチビΤダシϟク 3 月 29 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ
クロフオオシロΤダシϟク 3 月 30 日 3FYT. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
ナミスジΤダシϟク 3 月 30 日 2FYT. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
フタϗシシロΤダシϟク 3 月 30 日 6FYT. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
シロシモフリΤダシϟク 3 月 30 日 2 ♂ 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
シモフリトゲΤダシϟク 2 月 19 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
オカモトトゲΤダシϟク 2 月 20 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

3 月 5 日 1 ♂ 上郡町 高߂ڮथ
シロトゲΤダシϟク 2 月 26 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
ヨϗシナミシϟク 2 月 19 日 4FYT. ૬生市 高߂ڮथ ૣ य़ ݶ ఆ

の種
ウスミυリコバネナミシϟ
ク

2 月 22 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ

アカモンナミシϟク 3 月 7 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
ウスϕχスジナミシϟク 3 月 11 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
モンウスカバナミシϟク 3 月 22 日 1 ♀ ૬生市 高߂ڮथ
シロテンカバナミシϟク 3 月 26 日 1 ♀ ૬生市 高߂ڮथ
マダラコバネナミシϟク 3 月 26 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
モンキキナミシϟク 3 月 27 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ

3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ
川ɾ三ଜ

シタコバネナミシϟク 3 月 29 日 8FYT. たͭの市 高߂ڮथ
ナカモンキナミシϟク 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
シロテンコバネナミシϟク 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
チϟオビコバネナミシϟク 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
フタトビスジナミシϟク 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
ミカρキナミシϟク 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
ヤ
ガ
科

ϗιバキリガ 2 月 7 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ コ ン ビ χ
の֎น

マπキリガ 2 月 26 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
カバキリガ 3 月 6 日 1 ♂ ૬生市 高߂ڮथ
クロミミキリガ 3 月 11 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ ア セ ビ の

Ֆ
ブナキリガ 3 月 11 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ ア セ ビ の

Ֆ
έンモンキリガ 3 月 29 日 ̏♂ たͭの市 高߂ڮथ
スモモキリガ 3 月 24 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
スΪタχキリガ 3 月 30 日 2FYT. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ

ද 2．ଓ͖
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Պ 種໊ ֬ೝ日 ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
ヤ
ガ
科

クロスジキリガ 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ
川ɾ三ଜ

マイコトラガ　 3 月 16 日 2FYT. ୶࿏市 井ౢ࢘
3 月 17 日 1FY. 加西市 ੴ川େ
3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
ハガタクチバ 3 月 23 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
モクメクチバ 3 月 29 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ
オオシロテンクチバ 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
アカΤグリバ 3 月 16 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

3 月 26 日 1FY. ໌ੴ市 ന木߁৴
キバラέンモン 3 月 13 日 1 ♂ たͭの市 高߂ڮथ

ス
ズ
メ
ガ
科

オオシモフリスズメ 3 月 30 日 3 ♂ 上郡町 高 ɾڮ ੴ
川ɾ三ଜ

3 月 31 日 3FYT. ழ໊川町 ౡԬ　༏
3 月 31 日 3FYT. ୶࿏市 井ౢ࢘
4 月 2 日 6FYT. 三田市 ౡԬ　༏

クロϗウジϟク 3 月 31 日 1FY. ழ໊川町 ౡԬ　༏
カ
ギ
バ
ガ
科

マユミトガリバ 3 月 29 日 2FYT. たͭの市 高߂ڮथ

ウスΪψカΪバ 3 月 26 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ

シ
ャ
チ
ホ
コ
ガ
科

オオアオシϟチϗコ 3 月 29 日 4FYT. たͭの市 高߂ڮथ

ノヒラトビモンシϟチϗコ 3 月 30 日 1FY. 上郡町 高 ɾڮ ੴ
川ɾ三ଜ

ツ
ト
ガ
科

マΤアカスカシノメイガ 3 月 16 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科

Τκヨπメ 3 月 27 日 1 ♂ ඣ࿏市 田൏ਓ

3 月 29 日 1 ♂ たͭの市 高߂ڮथ

オナガミズアオ 4 月 2 日 1FY. 三田市 ౡԬ　༏

イ
ボ
タ
ガ
科

イボタガ 3 月 16 日 １♂ 上郡町 田൏ਓ
3 月 17 日 1FY. ඣ࿏市 ੴ川େ
3 月 26 日 1FY. ૬生市 高߂ڮथ
3 月 27 日 1FY. ඣ࿏市 田൏ਓ
3 月 29 日 2FYT. たͭの市 高߂ڮथ
3 月 30 日 2FYT. 上郡町 高 ɾڮ ੴ

川ɾ三ଜ
3 月 31 日 3FYT. ୶࿏市 井ౢ࢘

コ
ブ
ガ
科

シンジϡキノカワガ 3 月 30 日 1FY. ୶࿏市 井ౢ࢘

不
明

種ෆ໌ 3 月 3 日 1FY. 三田市 ٢田　ݱ ະ同ఆ

Պ 種໊ ֬ೝ日 ֬ೝ ֬ೝॴ ֬ೝऀ උߟ
テントウムシՊ ナナϗシテントウ 2 月 17 日 ଟ 三田市 ౡԬ　༏

2 月 25 日 2FYT. 高砂市 ౦　ً
3 月 15 日 2FYT. 加౦市 ২田ٛี
3 月 16 日 3FYT. ೆ ͋ Θ ͡

市
山ޱ雄

ムʔアシロϗシテン
トウ

3 月 31 日 1FY. ਆ ށ 市 
۠

͘ す  ͱ
Γΐ͏

タマムシՊ ウバタマムシ 2 月 23 日 1FY. ਆ ށ 市 
۠

山ᰜ༞ थ木໊ද
ࣔ൘のཪ

オサムシՊ ハンミϣウ 3 月 31 日 5 ʴ 加古川市 三ଜٛ
χワハンミϣウ 3 月 31 日 1FY. 加古川市 三ଜٛ
アイψハンミϣウ 4 月 6 日 5FYT. ʴ 町༺ࠤ 三ଜٛ

πチハンミϣウՊ ヒメπチハンミϣウ 4 月 7 日 1FY. 三田市 ٢田　ݱ
ハムシՊ コガタϧリハムシ 3 月 15 日 2FYT. 加౦市 ২田ٛี ΪシΪシ

の༿の上
イタυリハムシ 3 月 31 日 1FY. 三田市 ٢田　ݱ

アリρカムシՊ アリρカムシのҰ種 3 月 14 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
ミジンムシダマ
シՊ

クロミジンムシダマシ 3 月 17 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ

ϗタϧՊ クロマυボタϧʁ
オオマυボタϧʁ

3 月 30 日 1FY. 上郡町 三ଜٛ ༮虫

カメムシ上Պ
サシガメ上Պ

Τサキモンキπノカ
メムシ

2 月 12 日 1FY. Ἑ市 Ԭ本ޫਖ਼

オオキンカメムシ 2 月 16 日 1FY. ਆ ށ 市 ਨ
ਫ۠

ງӽ༏ر

オオキンカメムシ 2 月 18 日 1FY. ೆ ͋ Θ ͡
市

三ଜٛ πバキの
༿のཪ

έブカハナカメムシ 2 月 19 日 5FYT. ึ市 ฏ߁౻ੁ ミズナラ
Εރཱͪ
のथൽԼ

ミナミチϟマダラカ
スミカメ

3 月 1 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ ヒサカキ
のスイʔ
ϐング

ミナミマキバサシガメ 2 月 15 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ ͕ੵރ
·Εた෦
のԼ方

ヨコρナサシガメ༮虫 3 月 30 日 3FYT. ਆ ށ 市 
۠

井上ཅᠳ

ヨコバイՊ πマグロオオヨコバイ 3 月 15 日 1FY. たͭの市 高߂ڮथ
3 月 25 日 1FY. 市川町 ߂อٱ

ヤマシロヒメヨコバイ 3 月 15 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
グンバイムシՊ ミヤモトマϧグンバイ 3 月 14 日 1FY. 上郡町 ฏ߁౻ੁ ਿଽのத
トガリキジラミ
Պ

サトオオトガリキジ
ラミ

3 月 27 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ

タブトガリキジラミ 4 月 5 日 5FYT. ึ市 ฏ߁౻ੁ
キジラミՊ πクシキジラミ 3 月 14 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
コナジラミՊ ヒサカキコナジラミ 4 月 5 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ
ミπバチՊ χϗンミπバチ 2 月 17 日 ଟ 三田市 ౡԬ　༏

タイワンタέクマバチ 3 月 31 日 ଟ େ郡山市 ౡԬ　༏

タマバチՊ タマバチのҰ種ʁ 3 月 6 日 1FY. 上郡町 ฏ߁౻ੁ シラカシ
ヒメハナバチՊ ヒメハナバチのҰ種 3 月 29 日 6FYT. ึ市 ฏ߁౻ੁ ύントラ

οϓ
πリアブՊ ビロウυπリアブ 3 月 15 日 1FY. 市ݪ־ 宮པ

3 月 16 日 1FY. ๛Ԭ市 三ଜو೭
3 月 30 日 ଟ 市ݪ־ 宮པ
3 月 31 日 5FYT. 三田市 ٢田　ݱ
4 月 2 日 ଟ 市ݪ־ 宮པ

コシボιガガン
ボՊ

コシボιガガンボՊ
のҰ種

3 月 19 日 1FY. ึ市 ฏ߁౻ੁ

アオイトトンボ
Պ

オπネントンボ 2 月 28 日 1 ♂ 高砂市 ౦　ً

バοタՊ πチイナゴ 3 月 15 日 3FYT. ೆ͋Θ͡市 山ޱ雄
3 月 15 日 1FY. 加౦市 ২田ٛี
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छ໊ ه छ໊ ه
モンキチϣウ 2021�2�2　ๅ௩市 ϧリシジミ 2020�2�11　加古川市
モンシロチϣウ 2013�2�14　ඣ࿏市 πバメシジミ 2020�3�7　三田市
スジグロシロチϣウ 2024�3�4　高市ˎ コπバメ 2021�2�28　三田市
πマキチϣウ 市ݪ־　2023�3�15 トラフシジミ 市ݪ־　2023�3�22
アゲハチϣウ 2015�2�24　ඣ࿏市 πマグロヒϣウモン 田ล市ژ　2020�2�4
キアゲハ 市ݪ־　2021�3�17 コミスジ 市ݪ־　2022�4�10
クロアゲハ 2021�3�30　たͭの市 ヒメウラナミジϟノメ 2020�3�13　三田市
ジϟコウアゲハ 市ݪ־　2021�3�23 ミヤマセセリ 2023�3�11　三田市
カラスアゲハ 2021�4�3　加古川市 トビモンオオΤダシϟク 2024�2�14　୶࿏市ˎ
ミヤマカラスアゲハ 2023�3�28　三田市 オオシモフリスズメ 2023�3�21　ඣ࿏市
アオスジアゲハ 2013�3�23　Ἑ市 イボタガ 2023�3�15　洲本市
Ϊフチϣウ 2020�3�25　ๅ௩市 Τκヨπメ 2021�3�11　૬生市
ϕχシジミ 2021�2�14　୶࿏市 オカモトトゲΤダシϟク 2024�2�20　୶࿏市ˎ
ヤマトシジミ 2021�2�13　高砂市
ˎ 2024 年のॳリϨʔ͕࠷ૣ͍هͱͳͬたの．
هૣ͍࠷でのスジグロシロチϣウのـۙ 2021 年 3 月 10 日ݪ־市．

ද 5．種͝ͱの࠷ૣ͍ग़هݱ

ද 6．ओͳ種のग़ظ࣌ݱのൺֱ（2023 年ɾ2024 年）

2024  202� 
モンキチϣウ 2 月 17 日 2 月 12 日
モンシロチϣウ 3 月 11 日 3 月 6 日
アゲハチϣウ 3 月 15 日 3 月 5 日
キアゲハ 3 月 30 日 3 月 22 日
Ϊフチϣウ 4 月 7 日 3 月 30 日
ϕχシジミ 3 月 15 日 3 月 8 日
ϧリシジミ 2 月 18 日 3 月 9 日
ヤマトシジミ 2 月 18 日 3 月 11 日
πバメシジミ 3 月 15 日 3 月 9 日
コπバメ 3 月 27 日 3 月 11 日
ミヤマセセリ 3 月 27 日 3 月 11 日
πマグロヒϣウモン 4 月 2 日 ͳしه
トビモンオオΤダシϟク 2 月 14 日 3 月 11 日
オオシモフリスズメ 3 月 30 日 3 月 21 日
イボタガ 3 月 16 日 3 月 15 日
Τκヨπメ 3 月 27 日 3 月 15 日
マイコトラガ 3 月 16 日 3 月 10 日
オカモトトゲΤダシϟク 2 月 20 日 2 月 27 日
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と訪Ֆ২ɿシルビアシジミのຶٵ২ ʵୈ � 報ʵ

島﨑正美１）・島﨑能子 1) 

1) .BTBmi 4)*.";",*ɾ:PTIiLP 4)*.";",*　ฌݝݿ高砂市

蝶がຶٵを目的として訪花する植物に関して，例え
ばギフチョウやクモマツマキチョウがスミレ類などの青
系統の花を，ツマベニチョウがハイビスカスやサンダン
カなどのい花をむことが広く知られている．筆者ら
は，同じくい花がきだとされるアゲハチョウやアオ
スジアゲハが花ではない色のั虫にऒかれるように
接近する例をස度高く観察しているが，あまり知られて
いないと思われる．モンシロチョウの色֮に関する実ݧ
ではࢵʼ黄ʼ青ʼのॱにԠが見られɺ色にほとん
どԠしないのにい花にくるのは，花ਊ部の黄色にऒ
かれての݁Ռだとઆ明されている（福田ら，1982）．蝶
はࢵ外線のࣹٵ収を色として感じており，ࢵ外線を感
知できる特घカメラをうと花ਊ部の黄色は蝶には色
にみえ，蝶はそこにຶがあることを学शしているとされ
る．木下ら（2022）はアゲハチョウの色֮について「
にある多࠼な l色z 感ड性神経」に着目し，アゲハチョ
ウはࢵ外線（400 nm より波長の光）から色（600 
nm より長波長の光）まで広い波長域の光を色として見
ており，3 つの波長域でӶい波長判別能を示す点でヒト
の色֮に勝り , ヒトよりもはるかに多くの色が見えてい
ることを明らかにしている．一方，サルスベリ，花の߳
りがいいキョウチクトウや園ܳ種のバラ類，さらには野
外地に広く分布するニワθキショウを訪花する蝶をほ
とんどみないのはなͥなのかཧ由を知りたい事例は多い．

筆者らは，ギフチョウとヒメヒカゲの保ޢを主とす
る「加古川の里山・ギフチョウ・ネット」の保全׆動の
途上，絶滅危惧Ⅰ B 類બ定のシルビアシジミ（以下，本種）
のຶٵ植物について，兵庫県加古川市，高砂市，加東
市などでの観察例を報告（島﨑，2015，2016，2019，
2020，2022，2023）してきている．2021 年 11 月 1
日に高砂市で観察できたセイタカアワダチソウでのຶٵ
場面ではٸに近づいたせいで飛ばれてしまい，11 月 19
日に加古川市でアキノキリンソウへの訪花個体を観察で
きたが撮影ができなかった．2024 年 4 月 18 日には第
6 報で期待できるとしたマツバウンランでのຶٵ場面に
出会ったが，三٭用が間に合わないࣼ面に足場を固め
たビデオカメラの望遠撮影となってフΥーカス合わせが
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しく，さらに近づこうとして飛ばれてしまった．撮影
記録をਫ਼査するとຶٵは 44 ඵ間で花ਊに伸ばす口は
確認できるが，画像（図 1）が不鮮明となっている．「加
古川の里山・ギフチョウ・ネット」の間に相談をした
ところ，大畑俊雄氏がマツバウンラン（図 2）やアキノ
キリンソウ（図 3）での鮮明なຶٵ記録を撮っておられ，
他にも未発表の訪花記録（図 4-16）があること，さら
には立ؠ雄氏と൘野隆氏による多種のຶٵ記録（図
17-25）もあることがわかった．大畑氏によるアキノキ
リンソウでのຶٵ場面はきれいな♀の翅表撮影を優先し
て口がみえないがຶٵの確認はとれている．

本種の第 5 化の発生状況調査をした 2024 年 10 月
17 日には，第 6 報に遠距離からのূڌ的画像しか示せ
なかったキツネノマゴの花でຶٵする個体（図 26）と
初記録のアレチハナガサでຶٵする個体（図 27）につ
いて鮮明度は低いが撮影記録がとれた．今回，筆者の記
録以外の未発表画像すべてについて֤氏の採用ڐを得
て第 7 報として報告する．

本報告に記載するຶٵ植物は以下の通りで，観察日
と場所，および画像著ݖ࡞者名を֤画像のઆ明中に記載
する．観察場所は，本種だけでなく絶滅危惧種だとঝ知
しながら採集をする不心得者が全国的に後を絶たない現
状を考ྀして۩体的な地名はඇ公開とする．

マツバウンラン（図 1），キツネノマゴ（図 26），アレチハナ

ガサ（図 27）：撮影者；島﨑正美

マツバウンラン，アキノキリンソウ，イψタデ，カラスノエン

ドウ，コオニタビラコ，スズメノエンドウ，セイタカアワダチ

ソウ，ツルマメ，トキワハθ，ネコハギ，ネジバナ，メドハギ，

メリケンムグラ，ヤブジラミ，レンゲ（図 2-16）：撮影者；大

畑俊雄

キンポウゲ（図 17）：撮影者；立ؠ雄

アメリカフウロ，オニタビラコ，セイヨウミヤコグサ，タカサ

ブロウ，ダキバアレチハナガサ，ホソバニガナ，ヒヨドリバナ，

ヤハズソウ（図 18-25）：撮影者；൘野隆
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図 1. マπバウンランでຶٵ
（2024 年 4 月 18 日 , 高砂市 , ౡ㟒ਖ਼美）

図 3. アキノキリンιウでຶٵ
（2018 年 11 月 11 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 5. カラスノΤンυウでຶٵ
（2024 年 4 月 22 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 7. スズメノΤンυウでຶٵ
（2024 年 4 月 22 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

図 9. πϧマメでຶٵ
（2018 年 9 月 11 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 2. マπバウンランでຶٵ
（2024 年 4 月 22 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

図 4. イψタσでຶٵ
（2024 年 4 月 30 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 6. コオχタビラコでຶٵ
（2024 年 4 月 22 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

図 8. セイタカアワダチιウでຶٵ
（2022 年 10 月 19 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 10. トキワハθでຶٵ
（2024 年 4 月 30 日 , 三木市 , େാढ़雄）
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図 11. ネコハΪでຶٵ
（2022 年 9 月 10 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 13. メυハΪでຶٵ
（2022 年 9 月 24 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 15. ヤブジラミでຶٵ
（2024 年 6 月 25 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

図 17. キンϙウゲでຶٵ
（2024 年 4 月 16 日 , 加古川市 （（雄ؠཱ ,

図 19. オχタビラコでຶٵ
（2024 年 4 月 22 日 , ਆށ市 , ൘ོ）

図 12. ネジバナでຶٵ
（2018 年 6 月 30 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 14. メリέンムグラでຶٵ
（2024 年 8 月 6 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

図 16. Ϩンゲでຶٵ
（2024 年 4 月 30 日 , 三木市 , େാढ़雄）

図 18. アメリカフウロでຶٵ
（2024 年 4 月 25 日 , ਆށ市 , ൘ོ）

図 20. セイヨウミヤコグサでຶٵ
（2021 年 4 月 18 日 , 三木市 , ൘ོ）
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図 21. タカサブロウでຶٵ
（2015 年 9 月 5 日 , 加古川市 , ൘ོ）

図 23. ϗιバχガナでຶٵ
（2014 年 10 月 4 日 , 加古川市 , ൘ོ）

図 25. ヤハズιウでຶٵ
（2023 年 9 月 10 日 , 加古川市 , ൘ོ）

図 27. アϨチハナガサでຶٵ
（20224 年 10 月 17 日 , 加古川市 , ౡ㟒ਖ਼美）

図 22. ダキバアϨチハナガサでຶٵ
（2015 年 9 月 5 日 , 加古川市 , ൘ོ）

図 24. ヒヨυリバナでຶٵ
（2018 年 11 月 4 日 , 加古川市 , ൘ོ）

図 26. キπネノマゴでຶٵ
（2024 年 10 月 17 日 , 加古川市 , ౡ࡚ਖ਼美）

図 28. ϕχバナセンブリでຶٵ
（2024 年 6 月 25 日 , ਆށ市 , େാढ़雄）

第 3 報に記載したイψコモチナデシコを最近のݺশ
であるミチバタナデシコに変ߋし，第 6 報に記載した
花びらの色別のまとめに今回の新たな植物（下線）を追
加した全 54 種を以下に示す．

系統（19 種）：アカツメクサ，アカバナユウゲショウ，アレ

チハナガサ，イψコウジュ，イψタデ，カラスノエンドウ，キ

ツネノマゴ，コマツナギ，ダキバアレチハナガサ，ツルボ，ネ

ジバナ，ψスビトハギ，ハナタデ，ヒメハギ，ベニバナセンブ

リ，ミκソバ，ミチバタナデシコ，ヤハズソウ，レンゲ

黄系統（14 種）：アキノキリンソウ，アメリカセンダングサ，

オニタビラコ，カタバミ，カンサイタンポポ，キンポウゲ，コ

オニタビラコ，コメツブウマゴヤシ，セイタカアワダチソウ，セ

イヨウミヤコグサ，ニガナ，ブタナ，ホソバニガナ，ミヤコグサ

青系統（11 種）：アメリカフウロ，オオイψノフグリ，スズメ

ノエンドウ，ダキバアレチハナガサ，ツリガネニンジン，ツル

マメ，トキワハθ，ヒナギキョウ，マスミレ，マツバウンラン，

ヤハズソウ
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ന系統（11 種）：アリアケスミレ，オオニシキソウ，シロツメ

クサ，タカサブロウ，ネコハギ，ヒメジョオン，ヒヨドリバナ，

メドハギ，メリケンムグラ，ヤブジラミ，ヨメナ

これらの観察記録から本種が幅広い花類でຶٵして
いることがわかるが，訪花ස度という定ྔ的なデータが
ないため訪花植物種のॱ位けはできない．なお，第 5
報にূڌ記録としての画像しか掲載できていないベニ
バナセンブリについて大畑氏による鮮明な記録（図 28）
を示しておく．

参 考 情 報 と し て， 先 述 し た ニ ワ θ キ シ ョ ウ で ٵ
ຶ し て い る 本 種 の 撮 影 記 録 が 2024 年 6 月 15 日 に
Facebook に投稿された．撮影地はඇ公開だがこの植物
での蝶のຶٵ例はきわめて珍しい記録である．

先述した蝶がほとんど訪花しない植物に関して，筆
者らは 2018 年 10 月 21 日に高砂市でクロアゲハがキョ
ウチクトウのい花でຶٵしたように見える場面を目ܸ
し，2022 年 11 月 25 日には磨中央公園で園ܳ種の
バラの花を訪れるキタキチョウをみているが，いずれの
場合も花ਊに口を伸ばす記録はとれていない．2024
年 8 月 8 日にはサルスベリの花を訪れるクマバチを，8
月 17 日にはキョウチクトウの花粉を求めてస飛するア
シナガバチが観察でき，これらの花を蝶が訪れても不思
ٞではないと考えられる．ニワθキショウを訪花する他
の蝶がいる可能性や，蝶が訪花しない植物が他にもある
可能性とその場合の花に寄りつかないཧ由，色の他には
߳り（い）というཁ素の関わりも含めて今後とも関心
を࣋って観察を続ける．

最後に，未発表ຶٵ植物のすべてについて，本報告
への採用をঝしてくださった大畑俊雄氏，立ؠ雄氏，
൘野隆氏にਂ謝する .

ݙจߟࢀ
福田晴夫・ӫ一・ᷤ谷݈・高橋昭・高橋真ٷ・田中൭・

田中༸・若林कஉ・辺߁೭，1982．原色日本蝶
類生態図鑑（Ⅰ） ：p.185，保育社，大阪，277pp

Michiyo Kinoshita, Finlay J. Stewart, 2022. Cortical-like 
colour-encoding neurons in the mushroom body of 
a butterfly. Current Biology, 32: 97-115. https://
doi.org/10.1016/j.cub.2021.12.032

島﨑正美，2015．兵庫県におけるシルビアシシミのٵ
ຶ植物．きべりはむし，38 (1)：4-5．

島﨑正美，2016．兵庫県におけるシルビアシジミのٵ
ຶ植物－続報．きべりはむし，39 (1)：17-18．

島﨑正美・島﨑能子，2019．兵庫県におけるシルビア
シジミのຶٵ植物－第 3 報．きべりはむし，42 (2)，
15-16．

島﨑正美・島﨑能子，2020．兵庫県におけるシルビア

シジミのຶٵ植物－第 4 報．きべりはむし，43 (2)：
11-12．

島﨑正美・ 島﨑能子，2022．兵庫県におけるシルビア
シジミのຶٵ植物－第 5 報．きべりはむし，45 (2)：
34-35．

島﨑正美・島﨑能子，2023．兵庫県におけるシルビア
シジミのຶٵ植物－第 6 報－および天ఢの観察．き
べりはむし，46 (2)：40-41．
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兵庫県࠭ߴ市におけるクロマダラιテπシジミの発生記録 �����

島﨑正美１）・島﨑能子 1) 

1) .BTBmi 4)*.";",*ɾ:PTIiLP 4)*.";",*　ฌݝݿ高砂市

ஆ地性のクロマダラソテツシジミ Chilades pandava 

（以下本種）が本来定着していない地域で偶発的に発生
することはよく知られている．兵庫県における本種に関
しては，2008 年までの総ׅ的記録が森地（2009）に
よって報告されていて，筆者らは 2020 年 9 月から 12
月まで兵庫県高砂市で偶発的発生を繰り返した本種に関
する観察記録を報告している（島﨑・島﨑，2021）．そ
の後は 2021 年 10 月 25 日にヒメツルソバでຶٵする
後翅を破損した♀ 1 個体が高砂市松波町の自宅周辺で
観察できた（図 1）が，2021 年に関しては西宮市での
採集記録がみられるだけで（Ӊ野，2021），どこからの
飛来なのかも不明のまま継続発生は見られなかった．最
近になって 2024 年 7 月 28 日に高知県奈半利町，8 月
26-28 日にさいたま市，8 月 28 日愛ඤ県，8 月 31 日
和歌山市，9 月 2 日長崎市など，本種の発生情報が次々
と SNS (Facebook) に投稿されたことから，2023 年に
高砂市で二度目の一時的発生がみられた事例について報
告しておくべきだと考え，以下に観察݁Ռを記述する．

2023 年，高砂市での発生を知ったのは 9 月 25 日で，

きべりはむし， 47 (2): 46-47

2020 年にも発生した高砂高校正のソテツ周りを飛Ϳ
複数の本種を観察し，産卵場面（図 2）も見られた．こ
の観察をきっかけとして 2020 年に発生をみたソテツを
調べて回ると高砂南高校，高ྸ者養ޢ施ઃ：ͻまわり園
など数か所の発生ݯを確認でき，高砂南高校では複数の
交尾ϖア（図 3）も観察できた．その後，シルビアシジ
ミなど他のチョウ類の観察途上などでも気を配ることで
2020 年にはみられなかった広い範囲のソテツ群で発生
していることもわかった．発生ݯとして確認できたソテ
ツの位置を国地ཧӃの地ཧӃ地図上に図示（図 4）す
ると，2020 年にはみられなかったҏ保崎町や，高砂町
から遠く離れたѨ弥ଫ町市の池ุ地公園内のソテツでも
発生していて，本種の♀による遠距離にあるソテツさえ
も察知する高い能力にڻかされる．2023 年に加古川市
で確認できたのは図 4 に示すশ名寺だけで，新ժのあ
るソテツが少なかったのか，加古川市ࡏ住の༑人たちか
らの情報もなく詳細はわからない．2020 年，2023 年
共に最初の飛来ݯは過ڈに継続発生の記録がある神戸市
中央区の相ָ園（ઙ田，2017；ઙ田，2019）だと推定
するが，特定はできないままである．

2023 年は産卵から幼虫時期，ᥳ化などを野外観察だ
けにとどめて飼育はしていなく，2020 年に報告をした
事߲に追加できる新知見は得られていない．2020 年と
同じく翌年になっての次ੈ発生が見られなかったこと
から，野外でᥳとして越冬できた個体はօແだったと思
われ，時には最低気温がྵ下となる冬の時期に対する
性が本種にはないと考えられる．2024 年の奈半利町，
さいたま市，愛ඤ，和歌山市，長崎市などではいかなる

図 1. 2021 年 10 月 25 日 , 高砂市দ町．

図 3. 2023 年 10 月 1 日 , 高砂ೆ高ߍ交尾ݸମ．図 2. 2023 年 9 月 25 日 , 高砂高ߍ♀͕産ཛ．
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きべりはむし，�� (2)，2024．

図 4. 2023 年 , クロマダラιテπシジミのൃ生ݯιテπのҐஔ．

経緯で一時的に発生したのかがわからないが，オガサワ
ラシジミの絶滅回ආを意図した域外ྦྷ飼育のࣦഊで明
らかになった（中ほか，2024）ように，数少ない♀
による産卵から形成された群ではҨ的多様性が減少す
る状況となってੈをつなぐ生໋力のҡ࣋はできないと
推定する．

ݙจߟࢀ
ઙ田，2017．神戸市・相ָ園で発生したクロマダラ

ソテツシジミ．きべりはむし，39(1)：69-70．
ઙ田，2019．神戸市・相ָ園のクロマダラソテツシ

ジミ 2018-2019．きべりはむし，42(2)：12-14．
Ӊ野宏樹，2021．2021 年における兵庫県西宮市での

クロマダラソテツシジミの記録 1 例．きべりはむし，
44(2)：59．

島﨑正美・島﨑能子，2021．兵庫県高砂市におけるク
ロマダラソテツシジミの発生記録．きべりはむし，
41(1)：53-57．

中直೭・小長谷達郎・上田ঢ平・平井ن央・矢後勝也・
矢井田༑ᏻ・ӑ丸敦史・井裕2024．2024，࢘
年 7 月 12 日．国内で最も絶滅リスクの高いチョ
ウ，オガサワラシジミの繁殖途絶の原Ҽをղ明－近
親交配によるҨ的多様性の減少が，繁殖のࣦഊに
つながっていた－．https://www.um.u-tokyo.ac.jp/
research/umutnews/20240712.html

Naoyuki Nakahama, Tatsuro Konagaya, Shouhei Ueda, 
Norio Hirai, Masaya Yago, Yuki A. Yaida, Atushi 

Ushimaru, Yuji Isagi, 2024. Road to extinction: 
Archival samples unveiled the process of inbreeding 
depression during artificial breeding in an almost 
extinct butterfly species. Biological Conservation, 
296: 110686.

森 地 重 博，2009． 兵 庫 県 に お け る 2007/2008 年
のクロマダラソテツシジの記録．きべりはむし，
32(1)：4-13．



-48-

西宮市で֬認で͖たߕྨ � 種の報ࠂ

神吉正雄１）・石川Ԇ寛 2）・木下翔太郎 2）

1) .BTBP ,".*:04)*　ฌݝݿๅ௩市ʀ2）/PCVIiSP *4)*,"8"ɾ4IPUBSP ,*/04)*5"　ฌݝݿ西宮市

筆者らは，西宮市内で外来移入種のツヤハダゴマダ
ラカミキリと生息が少ないオオムツボシタマムシを確認
したのでここに報告をしておく．

�ɽ πϠハダゴマダラカミキリ
Anoplora glabripennis Motschulsky

本種は中国・朝鮮半島などに生息するとされていた
が，2002 年から日本への৵入が確認され，2021 年に
は兵庫県の六甲アイランドのアキニレで発生し，定着し
た．神戸市は発生木のアキニレのօെを行い，滅に
めている．

筆者神吉・石川と新井雅夫は，െ木ॲཧ以前の 2021
年 6 月 27 日に調査に入り，アキニレの食実態と本種
の生息状況を確認した．同時に，以前六甲アイランドで
多発したホシベニカミキリ (XSrRmXV rXEHr  D alman も確
認している．その後，神吉は 2024 年 6 月までに，六
甲アイランドに 4 度入り，発生木െ採地の調査を行っ
たが，本種の確認はできなかった．

一方，ホシベニカミキリについては，六甲アイラン
ドから隣接するἙ屋ຒ立地にも拡大したことを筆者は
既に確認しており，さらに西宮ຒ立地への拡大も確認
していた．ホシベニカミキリの分布の拡大状況からἙ屋
・西宮への৵入を推ଌし，Ἑ屋への調査を 2023
年・2024 年に実施したが確認できなかった．

しかし，2023 年य़قに西宮でツヤハダゴマダラ

きべりはむし， 47 (2): 48-49

図 1．西宮でのアキχϨの֗࿏थͱπヤハダゴマダラカミキリののͱࢥΘΕるग़．

カミキリ 1 頭が確認されたという風ฉをฉいたため，
2024 年 2 月に西宮のアキニレの街路樹へ，出の
確認調査に神吉と石川で入った．さらに，生体の確認の
ために同アキニレ街路樹へ石川が調査に入り発生状況の
確認をした．その݁Ռは以下の状況であった．

ᶃ西宮のアキχϨにݟΒΕるπヤハダゴマダラカミキ
リのग़ௐࠪ

ௐࠪɿ2024 年 2 月 17 日

ௐࠪऀɿ石川Ԇ寛・神吉正雄

ௐࠪ݁Ռɿ

西宮の東西の長い道路両面に植されているアキニレの全木

調査を実施した．食ࠟ・出と見られるものを確認できたの

は 20 本ऑであった（図 1）．

出のあるアキニレは街路樹の主に中央部から西（海岸部）

に多かった．出は，木ഽがなめらかな樹には見られず，生

木の幹ないし主枝に見られた．ただ，出のあるアキニレの

状態と出の状態とが新鮮でないものが多いので，2023 年

発生でなくそれ以前からの発生も考えられ，むしろἙ屋経由

でなく，六甲アイランドとほぼ同時期から৵入した可能性も考

えられた．

これらの出が本種のものであるかの確認は，5 月以降の発

生時の生体確認調査を待つことにした．なお，上記の状況を西

宮市所に筆者所属西宮自然保ڠޢ会を通じ連絡した．
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きべりはむし，�� (2)，2024．

図 2．πヤハダゴマダラカミキリ（西宮市西宮採集）．

図 3．オオムπボシタマムシ（西宮市林ࣉ町採集）．

ᶄ西宮のπヤハダゴマダラカミキリの֬ೝௐࠪ
ௐࠪɿ2024 年 6 月 26 日

ௐࠪऀɿ石川Ԇ寛

ௐࠪ݁Ռɿ

ツヤハダゴマダラカミキリ 2 ♂ 2 ♀ั֫，他数頭確認（図 2）．

石川が 6 月 26 日に，２月に調査した西宮のアキニレの街路

樹へ成虫の発生の確認を行った．２月の調査時に多くの出

の確認をしていたが，この日に確認できたのは 2 ♂ 2 ♀を採

集し，他数頭を確認したのみであった．

この確認により，六甲アイランドで発生したツヤハダゴマダ

ラカミキリの西宮まで拡大していたことが判明した．ただ，

出の確認数の多さから考えて確認できた数が少ないため，

2023 年より以前から発生していた可能性がある．

̎ɼオオムπボシタマムシ
Chrysobothris ohbayashii Y . Kurosawa

オオムツボシタマムシについては，兵庫県において
も神戸市などでの採集記録があるが，少ない種であり，

西宮市での記録を見かけないので，ここで報告しておく．

ɿ西宮市林寺町　県立甲山高等学校敷地内ू࠾

ɿ2024ू࠾ 年 9 月 5 日　採集者，木下翔太郎

ɿ木下翔太郎は同校のࢠͷ༷࣌ू࠾ 2 年生であるが，小学生時

から筆者らと西宮市の昆虫調査を続けている，優秀なメンバー

である．本高が六甲山地南東の林地部に立地しているため，

学校敷地内で確認される昆虫類の調査を，先ഐの中本南から引

き継いで続けている．

今回，本種を発見したのはクラブの׆動中に，目前に落下して

きたものを見つけたのである．本種の状態は，既に死んでおり，

エリトラはܽけていた（図ࠨ 3）．

なお，本校が位置する場所は北は仁川渓谷に面し，東は森林地

帯をڬみ宝塚ゴルフ場へと続き，西は六甲主峰へ続く山地部，

南は山部の林寺の広大な社寺林に接する．特に，林寺の

敷地はクψギ等の大木を有する保ޢされた自然林地帯で，その

樹林地に同校は接しており，中本の調査を木下が引き継ぎ，ラ

イトトラップなどもい昆虫相を明らかにしていっている．な

お，中本は西宮市の六甲山地以南では未確認であったギフチョ

ウ，ミドリシジミ，オオチャイロハナムグリを同地で確認して，

本ࢽで報告している．（中本・神吉，2021）

จݙ
森本2007，ܡ．新గ原色昆虫図鑑　第Ⅱ巻（甲虫Ἣ）．

平成 19 年̑月新గ版初版，北隆館（東京）．
国立環境研究所「৵入生物データベース　ツヤハダゴマ

ダラカミキリ」https://www.nies.go.jp/biodiversity/
invasive/DB/detail/60310.html（2024.9.10 閲覧）

高橋寿郎，1998．兵庫県のタマムシ（1）．きべりはむし，
26（1）：18．

中本南・神吉正雄，2021．兵庫県西宮市におけるギフチョ
ウ，ミドリシジミ，オオチャイロハナムグリの記録．
きべりはむし，44（1）：51-52．



-50-

カミキリムシ � 種 	 αυチビアメイロɼジϡウモンジχセリンゴɼミセンヒメハナɼ
コウϠϗιハナ 
 の兵庫県内の記録

小西和夫１）

1) ,B[VP ,0/*4)*　ฌݝݿ西宮市

サυチビアメイロカミキリ本ѥ種 2ErLXm REVFXrLSHQQH 
takakuw ai Niisato, 2006 　（図 1ɼ図 4）

「兵庫県のカミキリムシ」に「全国的にも稀な種」と
して西，音水渓谷の記録があるが，但馬での記録は見
当たらない．「日本産カミキリムシ大図鑑Ⅱ」では「野
外では通常採集がしい種」とあるが，筆者は但馬の 3
か所で確認している．

最初の出会いは 2020 年 6 月 6 日の߳美町ᐲ岡．道
路の日陰に࡙くミズキの花（図 2）をٟい，トゲヒゲ
トラカミキリ数頭と小さな花がఈに溜まったのでを
そうとした時，നい花หの中にい小さな 2 頭が動く
のが目にཹまった．体長 4 ʙ 5mm 程の小さな，ຯが
かった҉褐色が美しいϖアである．

「成虫の׆動範囲はڱいようで，近くに食樹があるこ

きべりはむし， 47 (2): 50-51

図 4．サυチビアメイロカミキリ　( ࠨ 2021.6.25ɼӈ 2024.6.12)．

図 1．サυチビアメイロカミキリ　( ࠨ 2021.6.25ɼӈ 2024.6.12)．

図 3．έヤキの古木．

図 2．ミズキのՖ．

とが多い」( 大図鑑Ⅱ ) とあるので，後日現地を確認し
たところ隣にケヤキの古木（図 3）があり，他にアオダ
モなどが見当たらないことから，この樹がホストである
可能性が高い．

一度ࢹ認すると目に止まりやすくなるのか，2021 年
は御崎・三尾林道のゴトウρルの花から 6 月 14 日 2 頭，
6 月 25 日 1 頭，2024 年 6 月 12 日には鉢伏高原のツ
ルウメモドキの花からも 1 頭を得ている．全が明る
い黄褐色のものから頭部やڳ部が黒褐色の個体まで上翅
や体の色には変異が多いようだ．

但馬地方に広く分布していると思われるが，成虫は
極めて小さく，またの中の動きも؇ຫなため見逃して
いるケースが多いのかもしれない．
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きべりはむし，�� (2)，2024．

図 6．ハϧχϨେ木．

図 7．ミセンヒメハナカミキリ　2018.5.24． 図 8．コウヤϗιハナカミキリ　2024.7.18．

図 5．ジϡウモンジχセリンゴカミキリ　( ࠨ 2023.6.20ɼӈ 2024.6.4)．

ジϡウモンジχセリンゴカミキリ (XmHFRFHra mLQamLL 
Makihara, 1984　（図 5）

Ӭ഼ (1997) が「兵庫県北部では発表された記録があ
るかどうかは不明だが，村岡町や生野町で採集されてい
る」と報告しているが，「兵庫県のカミキリムシ」では
採されておらず，「今後生息の確認が期待される種」
としてڍげられている．

筆者はハチ北高原で 2021 年 7 月 11 日，2022 年 6
月 10 日，2023 年 6 月 20 日，2024 年 6 月 4 日， そ
れぞれ֤ 1 頭を確認している．いずれも大きなハルニ
レの樹（図 6）の生葉をٟって，クロニセリンゴカミキ
リやシラホシキクスイカミキリなどとともにに入った
ものである．

ミ セ ン ヒ メ ハ ナ カ ミ キ リ 3LGRQLa mLVHQLa S . et A . S aito, 
1992　（図 7）

֤種図鑑に紀ҏ山地や飛ଭ山地，御ባ山とともに氷
ノ山が産地としてڍげられているが，なͥか「兵庫県の
カミキリムシ」には採録されておらず，採集記録も見当
たらない．

2018 年 5 月 24 日，氷ノ山林道のウワミズザクラの
花ٟいでキベリクロヒメハナカミキリなどとともに 1
頭がに入った．

コウヤϗιハナカミキリ Strangalia koyaensis Matsushita, 
1933 （図 8）

四国や南紀では優種だが県内の記録は見当たらな
い．筆者は 2018 年 7 月 23 日に岡山，鳥取，兵庫の県
境近くの若杉原生林 ( 岡山県西粟倉村 ) で複数頭を確認
したことがあり，兵庫県にも生息しているのではと考え
ていた．

2024 年 7 月 18 日，三室山の林道で杉やᐻの植林地
近くのノリウツギの花をٟって，多数のヨツスジハナカ
ミキリに交じって 1 頭を得た．

これら 4 種は，近年の小ໆ (2019，2023) の報文に
も記載がないため，ここに報告しておく．

ݙจߟࢀ
小ໆ隆，2019．兵庫県但馬地方のカミキリムシ．ゆら

ぎあ，(37)：23-36．
小ໆ隆，2023．兵庫県但馬地方のカミキリムシⅡ．ゆ

らぎあ，(41)：3-13．
Ӭ഼嘉೭，1997．兵庫県北部におけるトホシカミキリ

の後食श性．IRATUME，(21)：1-6．
廣田嘉正・三木三ಙ・八木正道，2001．兵庫県のカミ

キリムシ．
藤田宏・平山༸人・秋山勝巳，2023．日本産カミキリ

ムシ大図鑑Ⅱ．
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姫路市内でʮフΣモラʔタオオモモブトハムシʯを発見

ԣ野 翔１）・宮下直也 2）

1) ,BLFSV :0,0/0　ඣ࿏市ཱ҆ೆখֶߍ 4 年ʀ2) /BPZB .*:"4)*5"　ඣ࿏Պֶؗ

夏休みに入って昆虫採集をしていたら，おさんが
「翔，この虫ってԿʁ」と，ݰ関の近くにいる虫を指さ
していた．見てみるとピカピカ光る後ろ足の太い体長 2
̲ｍほどの昆虫がいて，「モモブトハムシ」だと，すぐ
にわかった．今まで実物は見たことがなかったから，ั
まえて観察して学研の図鑑 LIVE（岡島，2014）で調べ
ることにした．

姫路市安富町三森，23. VII. 2024，筆者確認

きべりはむし， 47 (2): 52-54

図 1．フΣモラʔタオオモモブトハムシඪ本（2024 年 7 月 24 日採औ）． 図 2．フΣモラʔタオオモモブトハムシ生ମ (2024 年 7 月 24 日採औ )．

館オフΟシャルブログ）などで見つかっているけど姫路
市ではまだ見つかった報告はないと言われて，逃がして
しまったことを後悔した．

24 日午後 2 時過ぎ
姫路科学館から帰ってきたは，午前中に「フェモ

ラータオオモモブトハムシ」を逃がした場所を探した．
すると，朝逃がしたものよりは小さいけど 1 ͽき発見
することができた（図 1， 2）．おさんにཔんでもう一
度科学館に連れて行ってもらい確認してもらうとやっぱ
り「フェモラータオオモモブトハムシ」だったので，
は姫路市で初の発見者ということになった．

科学館で標本管ཧしてもらうため༬けて帰宅後，も
う一度近を探してみると，新たに 2 ͻきを発見する

飼育ケースに入れて観察して図鑑で調べたら外来種
の「フェモラータオオモモブトハムシ」ということがわ
かった．図鑑によると，コウチュウ目ハムシ科・東南ア
ジアからの移入種で本州に分布し，クズのܪを食べると
あったので，次の日の 24 日に家の近くのクズの群落に
逃がした．

24 日のおனごろに姫路科学館に自由研究で࣭問した
いことがあったから，「フェモラータオオモモブトハム
シ」についてもฉいた所，兵庫県ではたつの市（ן田，
2019）や宍粟市（三木，2017），宝塚市（ࠤ用町昆虫

ことができた．この 2 ͻきについては，標本࡞りに
ઓしてみることにした．同じ場所で 3 ͻきが見つかっ
たことから，この辺りはすでに定着していると思った．
の自由研究は，林田川流域の「フェモラータオオモモ
ブトハムシ」の定着地域を調べることにした．

7 月 24 日から 31 日
さっそく 25 日から「フェモラータオオモモブトハム

シ」を探した．一週間ຖ日同じぐらいの時間（朝 7 時
半から 8 時）に探しに行くことにした．科学館の人か
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図 3．୳ࡧॴ（ඣ࿏市҆町҆志ٴͼ三森）．

図 4．୳ࡧॴ（ඣ࿏市҆町໊ࡔ）．

ද 1．フΣモラʔタオオモモブトハムシൃݟ．

図 5．クズのܪに͍るフΣモラʔタオオモモブトハムシ
（2024 年 7 月 28 日ࡱӨ）．

図 成したඪ本．6 (2024 年 8 月 16 日ࡱӨ )．

ら川沿いのクズのܪにいる可能性が高いと教えてもらっ
たので，家の近くにある林田川沿いのクズを調べること
にした．

探索場所は 8 か所（図 3，図 4）．
ᶃ 林田川西のதࠃ自ಈंಓೆଆ（҆志）
ᶄ 林田川西のதࠃ自ಈंಓଆ（҆志）
ᶅ 林田川西ݝಓ 23 ߸ೆଆ（҆志）
ᶆ 林田川西（҆志）
ᶇ 林田川౦（三森）
ᶈ 林田川౦のதࠃ自ಈंಓೆଆ（三森）
ᶉ 林田川౦のதࠃ自ಈंಓଆ（三森）
ᶊ 林田川上ྲྀ（໊ࡔ）

一週間探索してみて
一週間探した݁Ռ，29 ͻき発見して 25 ͻきัまえ

ることができた（表 1）．はじめはクズの全体を探して
いたけど，Կ日かすると「フェモラータオオモモブトハ
ムシ」がいる場所がࣅていることに気づいた．古いクズ
のܪのコブの周りやコブの近くの葉のかげにいることが
多かった ( 図 5)．一番多く見つけたのは，ᶇの林田川東
のクズだった．林田川の西側はクズもあったけど，「ウ
マノスズクサ」の方が多く「フェモラータオオモモブト
ハムシ」を見つけることはなかった．川の北側は立ち
入ることが出来るクズのある場所が上流になったけど 1
ͽき見つけることができた．今回調べてみてᶇᶈᶉはす
でに定着していることがわかった．

今回見つけた「フェモラータオオモモブトハムシ」は，
4 ඖ標本にした（図 6）．のこりは寿໋がくるまで
をもって飼育したい．

えさはクズのܪと葉とコウチュウ目なのでカブトム
シ用の昆虫θリーを入れている．すると昆虫θリーに多

ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ ᶉ ᶊ 発見数
7 月 24 日 0 0 0 0 0 3 0 0 �
7 月 25 日 0 0 0 0 0 3 0 0 �
7 月 26 日 0 0 0 0 0 2 1 0 �
7 月 27 日 0 0 0 0 0 0 2 1 �
7 月 28 日 0 0 0 0 6 0 1 0 7
7 月 29 日 0 0 0 0 2 0 0 0 2
7 月 30 日 0 0 0 0 3 0 3 0 �
7 月 31 日 0 0 0 0 2 0 0 0 2

発見数 0 0 0 0 �� � 7 � 2�
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図 7．ࠛ虫θリʔを৯るフΣモラʔタオオモモブトハムシ
（2024 年 7 月 30 日ࡱӨ）．

くの「フェモラータオオモモブトハムシ」が集まってい
た ( 図 7)．

ݙจߟࢀ
岡島秀治（修），2014．学研の図鑑 LIVE 昆虫，学研

プラス，東京，272pp.
三木進，2017．兵庫県宍粟市でフェモラータオオモモ

ブトハムシ．きべりはむし，39（2）：72 － 73．
史，2019．兵庫県たつの市でフェモラータオオޛ田ן

モモブトハムシを発見．きべりはむし，41（2）：
51．

用町昆虫館オフΟシャルブログ，2020ࠤ 年 6 月 18 日
掲載，2023 年 5 月 1 日ߋ新，「;͐もらん」をさ
がせʂʂフェモラータ，兵庫県で続々と．https://
www.konchukan.net/blog/ p�1434 ( 参照 2024 年
8 月 4 日 )．

地ཧӃ地図 Vector，https:// maps.gsi.go.jp/vector/ （参
照 2024 年 8 月 4 日）．
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兵庫県姫路市で発見͠たフΣモラʔタオオモモブトハムシの記録

嘉ノ㐏航希１）・宮下直也 2）

1) ,PLi ,"/0.*　ඣ࿏市ཱ林田খֶߍ 5 年ʀ2) /BPZB .*:"4)*5"　ඣ࿏Պֶؗ

2024 年̓月 25 日姫路市林田町の自宅ガレージに
いたフェモラータオオモモブトハムシ 6aJra IHmRraWa 
(D rury, 17 7 3) を発見した（写真１）ので，以下の観察と
実ݧを行った．

きべりはむし， 47 (2): 55-56

ද 1．フΣモラʔタオオモモブトハムシの৯の࣮݁ݧՌ．

写真 1．自宅で͚ͭݟたフΣモラʔタオオモモブトハムシ．

�ɽ࣮ݧ
2.1．త

前の観察でダイズ（黒౾）の葉を食べることが分かっ
たので，つぎはフェモラータオオモモブトハムシが，ク
ズとダイズ（黒౾）の葉のどちらをんで食べるのかを
調べるため，次の実ݧを行った．

2.2 方๏
虫かごにクズとダイズ（黒౾）の葉を 1 ຕずつ入れ

てどちらを食べるか観察した．葉は，すぐにしおれてし
まうので，ܪを水で湿らせたテΟッシュでแんだ．

2.3．݁Ռ
クズのܪの中で卵を産んで幼虫が育つので，クズの

方をよく食べると༧想したが，クズもダイズ（黒౾）も
両方よく食べることが分かった（表 1）．

�ɽ؍
1.1．త

フェモラータオオモモブトハムシが虫なのか調べ
るため，次の観察を行った．

1.2．方๏
普段は，クズの葉と昆虫θリーをエサにして飼育し

ている．ダイズ（黒౾）の葉を食べるのか調べるために，
ダイズ（黒౾）の葉だけ虫かごに入れて観察した．ダイ
ズ（黒౾）の葉は，食べたࠟがなく，他の虫がいてい
ないかよく調べて入れた．

1.3．݁Ռ
1 日目は，葉を少し食べていた．
2 日目は，葉とܪを食べていた．

ߟ．1.4
フェモラータオオモモブトハムシは，ダイズ（黒౾）

の葉を食べることが分かったので虫になる可能性がある．

�ɽऴΘΓに
発見したフェモラータオオモモブトハムシは，7 月

25 日にั֫してから 10 月 9 日まで生きていて，とて
も強い個体だった．フェモラータオオモモブトハムシ
は，2009 年に三重県で初めて野外確認された（三重県
総合博物館ホームϖージ）．兵庫県では 2016 年に宍粟
市（三木，2017），2017 年と 2019 年にたつの市（ן
田，2019；大庭，2020）で確認されており，その後 5
年で姫路市林田町まで来た．今年の 7 月には安富町三
森で発見されており（神戸新ฉ NEXT，2024），林田川
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沿いで確実に定着していると思われる．
今回の観察・実ݧでフェモラータオオモモブトハム

シがダイズ（黒౾）の葉を食べることが分かった．兵庫
県はダイズ（黒౾）の産地であり，今後，分布が拡大す
ると࡞物にඃを出すことが༧想される．

Ҿ༻จݙ
大庭伸也，2020．兵庫県たつの市༖保川沿いのフェモ

ラータオオモモブトハムシの記録．きべりはむし，
43(1)：54-55．

史，2019．兵庫県たつの市フェモラータオオモޛ田מ
モブトハムシを発見．きべりはむし 41，(2)：51．

神 戸 新 ฉ NEXT( 神 戸 新 ฉ )，2024 年 8 月 13 日． 外
来種のハムシを姫路市内で初確認安富南小 4 年の
ࣇ ಐ が 発 見． https://www.kobe-np.co.jp/news/
himeji/202408/0018002309.shtm（参照 2024 年
8 月 19 日）

三重県総合博物館，フェモラータオオモモブトハムシ
（6aJra IHmRraWa (D rury)）．https://www.bunka.pref.
mie.lg.jp/MieMu/82891046578.htm（ 参 照 2024
年 8 月 19 日）．

三木進，2017．兵庫県宍粟市でフェモラータオオモモ
ブトハムシ．きべりはむし，39(2)：72r73．
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兵庫県ཱେֶෟ属ߴֶߍۙで֬認͞Εたシタϕχハゴロモの記録とߦಈ؍
地での͔؍ΒಘΒΕた生ଶにؔ͢る見

ੁ藤߁平１）

1) ,PIFi ,"/50　ฌཱݝݿେֶෟଐ高ֶߍ

͡めに
シタベニハゴロモ /\FRrma GHOLFaWXOa (W hite) は，中国，

台湾，ベトナム，インドに分布し，後にؖ国やアメリカ
でも発生が確認されたビワハゴロモ科の昆虫で，2009
年に石川県小松市での発生が富ষ氏によって報告さ
れ，2013 年には福井県あわら市でも確認された．そし
て 2017 年には大阪市住೭江区南ߓ中で 1 ♀が採集さ
れ，2019 年には兵庫県上郡町に隣接する岡山県備前市
内のҏ部で 1ex.，穂࿘で多数が確認されている ( ∁橋，
2022)．

筆者は，兵庫県立大学ෟ属高等学校近（上郡町お
よびたつの市）に生息する昆虫相を調べており，現ࡏは
半翅類について詳しく調査を実施している．その調査の
中で，シタベニハゴロモが 2023 年より確認できるよう
になり，2024 年の夏ق休ۀより本֨的に調査に着手し
たところ，カラスザンショウに最も集中していることが
分かり，その行動を観察してきた．

本稿では，兵庫県立大学ෟ属高等学校近に生息す
る本種の採集記録・行動観察の報告及び，これまでの兵
庫県における確認記録との比較を行う．また，本稿で掲
載したすべての確認記録として，採集地・確認者は全て，
たつの市新宮町光都でありかつ筆者であるため，省ུした．

̍ɽ͜Ε·での兵庫県における記録
調査前の記録は，過ڈにたつの市や上郡町，穂市，

明石市（∁橋，2022），姫路市（昆虫ඬ流記，2023）な
どで報告や発見例はあるものの，その後の情報はまとまっ

きべりはむし， 47 (2): 57-59

図 2．の広にଓ͘ಓ．図 1．の広．

ておらず，詳しい情報は，あまり分かっていない．

̎ɽௐࠪの͖͔ͬけとௐࠪҎલの؍記録
2023 年 7 月 13 日，部׆でビオトープに生息する水

生昆虫をړっていた時，ビオトープの端の下の生えた
地面を歩いていた 1 ඖの♀を採集した．当時筆者は偶
産だと思い，あまりਂ堀りしなかった．

それから 1 年後の 2024 年 5 月から，部׆の先ഐ方
などからも本種の情報の提供などをडけることが多くな
り，筆者自も採集・目ܸすることが多くなった．そこで，
どういった生態なのかについてਂくڵຯをऒかれ，調査
を実施することにした．

̏ɽௐࠪ地とͦのڥにͭいて
調査地は標高約 250 ʙ 380m の準平原に位置する，

磨科学公園都市内の兵庫県立大学ෟ属高等学校近に
あるの広場 ( 図 1) とそのの広場に続く道 ( 図 2) で
ある．気温はどちらも約 35 度ほどであった．

̐ɽ༮の֬認
2024 年 5 月 20 日，アカスジキンカメムシの採集

のため，の広場 ( たつの市新宮町光都 ) に向かった際，
ガードレールに静止する本種の幼虫を発見した．5 月か
ら 7 月上०までは，ガードレールに静止する幼虫を多
く観察することができたが，また，本種の幼虫は様々な
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ද 1．8 月Ҏ߱のه．

植物上についている様子も見られたが，この時は，本種
の寄主植物のղ明はできなかった．

̑ɽの֬認
2024 年 7 月下०から 9 月半ばまで，成虫を多く観

察することができた．この時にカラスザンショウから最
も多くの成虫を観察することができた．また，兵庫県立
大学ෟ属高等学校敷地内で本種の成虫の死֚もいくつか
観察することができた．

̒ɽௐࠪ݁Ռ·とめ
調査݁Ռと採集したものの写真については，表 1 及

び図 3-26 で示す通りである．調査日が不ن則なのは，
他の用事等がཁҼである．

̓ɽߟ
今回の調査の݁Ռを౿まえ，過ڈに本稿で発表され

た記録との比較を行う．
１）成虫͕֬ೝ͞Εたظ࣌

今回の調査では，5 月頃から少しずつ確認でき，7 月
下०から 9 月半ばが最も多く得られた．過ڈに発表さ
れた記録では，8 月から 10 月にかけて発見されること
が多いようであり，今回の調査݁Ռともあまり相違点は
見られない．

هओ২の֬ೝد（2
今回の調査のほとんどの個体がカラスザンショウか

ら得られたが，過ڈに発表されたデータでは，ほとんど
が，ニワウルシからの発見がほとんどであった．今回の
調査を行った場所にも，ニワウルシ ( 図 27) があったも
のの，そのニワウルシが生える場所に行くには，危ݥを
伴うため，未調査である．

̏）നのݸମͱ੨のݸମに͍ͭて
本種には，後翅にനい紋ຢは青い紋を࣋つ二つのタ

イプが知られているが（∁橋，2022），今回の調査では
നい紋と青い紋の両方のタイプが得られ，֤タイプの個
体の数になんらかのن則性は見られなかった．

おΘΓに
今回シタベニハゴロモについて大ྔの記録とڵຯਂ

い知見を報告することができた．しかし，NPO 法人こ
どもとむしの会のʰみんなもɺ昆虫調査員ʂこのむしɺ
みつけたらɺおしえてͶ【MM：むしみっけ 2024 年版】ɦ
において情報が少なく，兵庫県全体の生息状況がまだ
Ѳできていないこと，冬の様子が確認出来ていないこと
から，まだまだ調べがいがある．

そこで , 筆者は Google フΥームにて，「シタベニハゴ
ロモの情報提供フΥーム」をઃ置した（本稿末尾に記載）．
これをಡんでくださった方にも探していただき，ੋඇと
も「シタベニハゴロモの情報提供フΥーム」へご報告い
ただきたい．

ू࠾ � ؍ ॴ εςʔδ  ͳͲࢠͷ༷ݟൃ උߟ

2024/8/9  の広場 成虫 ♂：4 ඖ

♀：10 ඖ

の広場とそこに行くための道にあったカラスザンショウ

から採集

図 3-14

2024/8/23  の広場 成虫 ♂：1 ඖ

♀：2 ඖ

カラスザンショウの幹に三ඖ静止 図 15- 17

2024/9/3 の広場 成虫 ♂：2 ඖ カラスザンショウから 1 ඖ，ヤマハンノキから 1 ඖ

2024/9/4 の広場 成虫 ♂：5 ඖ

♀：3 ඖ

カラスザンショウのスイーピングで採集 図 18- 25

2024/9/4 の広場 成虫死֚ １ඖ ( 雌雄不

明 )

学校の階段上で౿まれた死֚確認 図 26

2024/9/5 の広場 成虫 ♂：3 ඖ

♀：3 ඖ

の広場のカラスザンショウとそのまわりのエゴノキから

2024/9/5 の広場 成虫死֚ １ඖ ( 雌雄不

明 )

ガードレールにへばりついて，死んでいた．腹部のܽ損から

ٜによるものと思われる

2024/9/10 の広場 成虫 ♂：1 ඖ

♀：1 ඖ

の広場のカラスザンショウから

2024/9/12 の広場 成虫 ２ඖ 以前よりかなり減った．寿໋は，9 月末ʁ 目ܸしたが，採集

できず



-59-

きべりはむし，�� (2)，2024．

図 3．

図 7．

図 11．

図 15．

図 19．

図 23．

図 5．

図 9．

図 13．

図 17．

図 21．

図 25．

図 4．

図 8．

図 12．

図 16．

図 20．

図 24．

図 6．

図 10．

図 14．

図 18．

図 22．

図 26．

シタベニハゴロモの情報提供フΥーム
https://forms.gle/BTPPjr8HeB7kMc2MA

Ҿ༻จݙ
∁橋弘樹，2022．兵庫県におけるシタベニハゴロモの

確認記録．きべりはむし，45(1)：93-94．
昆虫ඬ流記，2023 年 9 月 3 日．シタベニハゴロモ 兵庫県

姫路市安富町．https://ameblo.jp/tentoumushi26/
entry-12820194521.html
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兵庫県୶路ౡでࠇԽ型のトノαマバοタを採集

山川Ӊ１）・ૻ田めぐ 2）・ۚ森さりい 3）・中野জ人 4） 

1) 6DIV :".","8"　ஜେֶେֶӃ生໋ڥՊֶڀݚՊ生Պֶઐ߈ʀ2) .Fg :"3*5"　ஜେֶେֶӃཧใ生ֶ໋ज़Ӄ生໋地ٿՊֶ܈ڀݚʀ
3) 4BMMZ ,"/".03*　େࡕ高௬市ʀ4) "LiUP /","/0　愛໊ݝ古市

トノサマバッタ /RFXVWa mLJraWRrLa (Linnaeus, 17 58) は
バッタ目バッタ科に属し，♂は体長 35r40 mm，♀は
体長 45r65 mm になる大型のバッタである（日本直翅
類学会編，2016）．国内では全に分布し，ད地や明る
い地に生息する（日本直翅類学会編，2016）．本種は
生息密度により形態や行動が変わり，密度が低い状態で
は主に色や色の体色を࣋つ ň ಠ相ݽ ŉ となり，ٯ
に高い状態ではযげ色の体色を有する ň 群生相 ŉ と
なる（管原ほか，2016）．その移行途中の形態は「స移
相」とݺばれる（・ҏ藤，1974；日本直翅類学会
編，2006）．ݽಠ相および群生相の判別には，前ڳഎ൘
上部のらみの比 h/P（P は前ڳ最長，h は前ڳ最長
からのਨ直最長）も形態計ଌ的指標として用いられ，
しىഎ൘上部が隆ڳಠ相では前ݽ h/P � 0 になるのに対
し，群生相に近づくにつれて前ڳഎ൘上部は降し h/
P � 0 となる（・ҏ藤，1974）．また，このような

きべりはむし， 47 (2): 60-61

図 1．ฌݝݿ୶࿏ౡで採集͞ΕたトノサマバοタࠇԽ型．"ɼऴྸ༮虫ɼ生࣌ɼ2024 年 8 月 3 日ࡱӨʀ#ɼ成虫ɼ生࣌ɼ2024
年 8 月 16 日ࡱӨʀ$ɼ成虫（ӈମଆ）ɼඪ本ɼ2024 年 8 月 20 日ࡱӨʀ%ɼ成虫（背面）ɼඪ本ɼ2024 年 8 月 20 日ࡱӨ．

相変異に関なく，体色が一様に黒ຯを帯びる変異個体
（以下，「黒化型」とݺͿ）も確認されているが（穂ຽ報，
2017 年 8 月 23 日；紀ҏຽ報，2022 年 6 月 23 日；
神奈川新ฉ，2022 年 10 月 6 日），標本に基づいた再
検ূ可能な記録は乏しい．今回，著者らは兵庫県淡路島
において，黒化型と考えられる本種の幼虫を採集し，成
虫になるまで飼育し標本としたので，その݁Ռを報告する．

2024 年 8 月 3 日の 14 時頃に兵庫県南あわじ市Ѩ万
Ԙ屋町（淡路島）の道路の地において，トノサマ
バッタの終ྸ幼虫を採集した．採集個体の前ڳഎ൘上部
は隆ىしており，体色は一様に黒ຯを帯び，大ֺは淡い
青色であった（図 1A）．本種のస移相や群生相の幼虫は，
黒色およびᒵ色のツートンカラーになることが知られて
いるが（日本直翅類学会編，2006；管原ほか，2016），
採集個体はツートンカラーではないことから，相変異に
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よる体色変化ではなく，黒化型であると考えられた．な
お，同地点では，同種の他個体はまったく見られなかった．

採集個体は࣋ち帰り，イネ科植物やレタス，キャベ
ツを与えて飼育した．同月 15 日 20 時 30 分には皮
し，成虫となった（図 1BrD）．成虫は，頭とֹに際
立った境はなく，おおよそਨ直，前ڳഎഎ面の中隆線は
前縁から後縁まで途れず続く，前翅は褐色で黒斑が散
のḰࢶする，後翅は基部が淡黄色でほかはಁ明，後ࡏ
節എ面にࠁみ目があり，ᡧ節末端内側の距は同長など
の特徴を有し，日本直翅類学会編（2006）および日本
直翅類学会編（2016）のトノサマバッタ属 Locusta お
よびトノサマバッタの形態学的特徴とおおよそ一கして
いた．また，前ڳഎ൘上部は隆ىしており，KEYENCE
 DIGITAL MICROSCOPE VHX-500，VH-Z20 でଌ定し
たところ h/P � 0.053 � 0 であった．これは・ҏ藤

（1974）における本種のݽಠ相の特徴と同様であった．
また，体色は全体的にബい褐色であり，後ࢶᡧ節は褐色
であった．

【標本記録】1 ♀（黒化型），兵庫県南あわじ市Ѩ万Ԙ屋町（淡

路島），3．VIII．2024，山川Ӊ採集，中野জ人保管（図 1）．

˓Ҿ༻จݙ
管原亮平・田中二・Ԙ月博 , 2016. ࠞみ合うと黒く

なるトビバッタ . 化学と生物 , 54(9): 681r686.
広明・ҏ藤嘉昭 , 1974. 南大東島におけるトノサマ

バッタのస移相について . 日本Ԡ用動物昆虫学会ࢽ , 
18(1): 5r8.

日本直翅類学会編 , 2006. バッタ・コオロギ・キリギリ
ス大図鑑 . 北海道大学出版会 , 札幌 . 687pp.

日本直翅類学会編 , 2016. 日本産直翅類標準図鑑 . 学研
プラス , 東京 . 384pp.
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神戸市ຎࢁにおける ���� のアαΪマダラのҠಈௐࠪの݁Ռ

宮武↳夫 1）・一井弘行 2）・ಙ増実事 2）

1) :PSiP .*:"5",&　アサΪマダラのձʀ2) )iSPZVLi *$)**ɾ.BLPUP50,6."46　トンボڀݚձ

ຎ山天上寺は，秋のアサギマダラ Parantica sita 
niphonica の南下シーズンに多くの個体が見られる，֨
のマーキングポイントとなっており，筆者らはこ
れまで当地での調査݁Ռを報告してきた（宮武ほか，
2021；宮武ほか，2022；宮武ほか，2023）．

2023 年 10 月 5 日（木），午前 9 時 12 分から午後 3
時 26 分の間，我々は天上寺下周辺のコバノフジバカマ
園（標高 690m）でアサギマダラの移動調査を行った（図
1）．当日は，アサギマダラは前年に比べるとඇ常に多く，
なかなかマークするのが追いつかないという状態だった

（図 2，図 3）. 我々が当日マークしたのは以下の通りで，
総数 490 個体（前年は 220 個体）で，これまでで最高
である．当日の天候は曇り時々晴でɺனすぎ༦立があり，
気温はおおむͶ 18ˆから 22ˆを推移し，風はあまりな
かった．

一井弘行　HCH1rHCH170 MY 10.5　

167 ♂ 3 ♀ ( すべて交尾ࡁみ）

ಙ増実事　TKM1rTKM220 MY 10.5　

211 ♂ 9 ♀ ( 交尾ࡁみ 5, 未交尾 3, 不明 1,)

宮武པ夫　YMK1rYMK100 MY 10.5　

100 ♂

ຎࢁ：神戸市ṗ区ຎ山町天上寺下のコバノフジバカマ園　

標高 690m　N34 ƅ44⒌ 20⒍ E135 1˃2⒌ 16⒍

きべりはむし， 47 (2): 62-65

図 1．マʔキング෩ܠ．

図 2．アサΪマダラの܈ඈ．

図 ．するアサΪマダラຶٵ．3

asagi の ML で再ั֫情報や移動情報を寄せてくだ
さった方々には，ްくお礼を申し上げる．
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図 6．:8"423（ๅ௩市͔Β）．

図 4．リノ ．（Β͔ݝഅ܈）3959

図 5．F"-1571（͔ݝΒ）．

ଞ地͔Βの֫ั࠶の記録（ଞ地͔ΒのҠಈ記録）
�ɽඪࣝɿਔԼ ��2� Ϧϊ ����ʢਤ 4ʣ

標識日：2023 年 8 月 29 日　曇　21ˆ

標識地：群馬県利根郡ย村東小川仁下ຢ　（標高 1740m）　

36.7990N 139.3529E

性別・鮮度：♂・̣

標識者：井上浩

ˣೆ 4���2LN Ҡಈ　�7 ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　11:45

再ั֫地：ຎࢁ

性別・鮮度：♂・O 破損あり

再ั֫者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花．追記「TKM82 MY 10.5」

出య：asagimadara00610

2ɽඪࣝɿ656 ��2� '"- ��7�ʢਤ �ʣ

標識日：2023 年 8 月 23 日　11:20

標識地：長野県松本市美ϲ原林道 N36� 14⒌ 54⒍ E138� 03⒌ 49⒍ 

（標高 1695m）

性別・前翅長：♂・56mm

標識者：Masuzawa

備考：ヨツバヒヨドリ訪花

ˣೆ 	2��˃ 
  �0�LN Ҡಈ　4� ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　12:26

再ั֫地：ຎࢁ

再ั֫者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花．追記「TKM99 MY 10.5」

出య：<asagimadara:0610>No.5

�ɽඪࣝɿ:8" 42� . �0��ʢਤ �ʣ

標識日：2023 年 10 月 3 日　14:21

性別・前翅長：♂・58mm

標識地：兵庫県宝塚市南口 2 ஸ目（武庫川右岸沿い）　N34�

48⒌ 16⒍ E135� 21⒌ 04⒍ （標高 30m）

標識者：辺߁೭

備考：スレがわずかにあるが៉ྷな個体．ミズヒマワリ群落に

飛来

ˣೆ 	242˃ 
  ����LN Ҡಈ　2 ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　13:00

再ั֫地：ຎࢁ

性別・鮮度：♂・M 破損あり

再ั֫者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花．追記「TKM121 MY 10.5」

4ɽඪࣝɿ:8" �74 . �0��ʢਤ 7ʣ

標識日：2023 年 10 月 3 日　13:05

標識地：兵庫県宝塚市武庫川町（武庫川ࠨ岸沿い）　N34.4819 

E135.2107　（標高 30m）

性別・前翅長：♂・55mm

標識者：辺߁೭

備考：スレが少しありࠨ前翅に破れがある個体．ミズヒマワリ

群落に飛来．

ˣೆํʢ24�˃ʣ ���4LN Ҡಈ　2 ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　13:38

再ั֫地：ຎࢁ

性別・鮮度：♂・M 破損あり

再ั֫者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫
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備考：コバノフジバカマ訪花．追記「TKM149 MY 10.5」

�ɽඪࣝɿ656 ��2� '"- �7�0

標識日：2023 年 8 月 29 日　10:10

標識地：長野県松本市美ϲ原林道 N36� 14⒌ 47⒍ E138� 03⒌ 25⒍ 

（標高 648m）

性別・前翅長：♂・57mm

標識者：Masuzawa

備考：ヨツバヒヨドリ訪花

ˣೆ 	2��˃ 
  �0�LN Ҡಈ　�7 ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　14:12

再ั֫地：ຎࢁ

性別・鮮度：♂・O 破損あり

再ั֫者：宮武པ夫

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花．追記「YMK70 MY 10.5」

出య：<asagimadara:0610>No.10

�ɽඪࣝɿ4)1 ��� λμϊ 40 ʢଞෆ໌ʣ

再ั֫日：2023 年 10 月 5 日　11:54

再ั֫地：ຎࢁ

性別・鮮度：♂・M 破損なし

再ั֫者：宮武པ夫

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花．写真なし．追記「YMK34 MY 

10.5」．本再ั֫情報には，アサギマダラの ML に移動

情報が寄せられなかったのでɺ どこで標識された個体か

判明しない．

ଞ地での֫ั࠶の記録（ଞ地のҠಈ記録）
�ɽඪࣝɿ)$)�� .: �0��

標識日時：2023 年 10 月 5 日 11:17　曇り　20ˆ

標識地：ຎࢁ

性別・鮮度・前翅長：♂・M 破損あり・57mm

標識者：一井弘行

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマ訪花

ˣೆೆ �70LN Ҡಈ　�4 ؒ

再ั֫日時：2023 年 11 月 8 日　15 時過ぎ

ั֫場所：ࣛࣇ島県تք島ඦノ台　28.313N 129.982E

性別：♂

再ั֫者：安川ݑ

備考： B idens sp. ʗツワブキに訪花を再ั֫した「キカイヒ 

11/7 KY 1260」追記์蝶 Facebook（アサギマダラ・マー

カーの広場）に画像を投稿

2ɽඪࣝɿ)$)�22 .: �0��

標識日時：2023 年 10 月 5 日 13:07　晴　23ˆ

標識場所：ຎࢁ

性別・鮮度・前翅長：♂・M 破損なし・54mm

標識者：一井弘行

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマຶٵ

ˣೆೆ ��LN Ҡಈ　�� ؒ

再ั֫日：2023 年 10 月 21 日 9：32　晴れ　14ˆ

再ั֫地：兵庫県南あわじ市ṗ黒ؠ་羽神社　34.23045N 

134.81520E　（標高 510m）

性別・鮮度：♂・M

再ั֫者：井上浩

備考：コバノフジバカマ訪花．画像あり．22 日もいた．追記ແし．

� ɽඪࣝɿ5,.7� .: �0��ʢਤ �ʣ

標識日時：2023 年 10 月 5 日　11:33　曇　19ˆ

標識場所：ຎࢁ

性別・鮮度・前翅長：♂・O 破損なし・56mm

標識者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマに訪花

ˣೆ ��0LN Ҡಈ　40 ؒ

再ั֫日：2023 年 12 月 14 日　11:25

再ั֫地：ࣛࣇ島県熊ໟ郡屋久島町原・モッチョムַ下のܘ　

図 8．5,.79（ٱౡɼٱอ田ٛଇࡱӨ）．図 7．:8"374（ๅ௩市͔Β）．
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N30.248262 E130.568649

性別・鮮度：♂・̤

再ั֫者：久保田義則

備考：ツワブキの花でຶٵ中「YAKU 12/14 YK-1353」と追記・

์蝶

4ɽඪࣝɿ5,.2�� .: �0��

標識日時：2023 年 10 月 5 日　13:25　晴　20ˆ

標識場所：ຎࢁ

性別・鮮度・前翅長：♂・N 破損なし・55mm

標識者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマに訪花

ˣೆ ��0LN Ҡಈ　�� ؒ

再ั֫日：2023 年 11 月 12 日　10:30

再ั֫地：ࣛࣇ島県熊ໟ郡屋久島町原・モッチョムַ下のܘ　

N30.248262 E130.568649

性別：♂

再ั֫者：神崎ྋॿ ( 小学 4 年 )

報告者：久保田義則

備考：ヤマヒヨドリでຶٵ中「YAKU 11/12 RK-4」と追記・

์蝶

�ɽඪࣝɿ5,.��7 .: �0��

標識日時：2023 年 10 月 5 日　13:25　曇　22ˆ

標識場所：ຎࢁ

性別・鮮度・前翅長：♂・N 破損なし・55mm

標識者：ಙ増実事

報告者：宮武པ夫

備考：コバノフジバカマに訪花

ˣೆೆ �0�LN Ҡಈ　2� ؒ

再ั֫日：2023 年 11 月 2 日　11 時頃

再ั֫地：ಙ島県Ѩ南市௴町須屋奥牧場東　33.812836N　

134.682005E

性別：♂

再ั֫者：米山ت義

備考：フジバカマ類訪花中．追記「トクスヤ 11.2 KYS 658」．

ߟ
2023 年はアサギマダラの個体数がඇ常に多く，ࡢ

年と比べると多すぎて標識が追いつかない状態であっ
た . 他地からの移動個体の再ั֫も，他地への移動個体
もそこそこあったが，調査を始めて最も多くの個体に
マークしたにも߆わらず，再ั֫された数はඇ常に少な
かった．気象条݅の違いが影響したと思われるが，ML
のサーバ内の一日のアップ数の੍限にかかってɺ再ั֫
情報がアップされなかった事もݒ೦される．

Ҿ༻จݙ
宮武↳夫・一井弘行・ಙ増実事，2021．神戸市ຎ山

における 2020 年度のアサギマダラの標識個体の移
動݁Ռ．きべりはむし，44（1）：58-61．

宮武↳夫・一井弘行・ಙ増実事，2022．神戸市ຎ山
における 2021 年度のアサギマダラの標識個体の移
動݁Ռ．きべりはむし，45（2）：26-33．

宮武↳夫・一井弘行・ಙ増実事，2023．神戸市ຎ山
における 2022 年度のアサギマダラの標識個体の移
動݁Ռ．きべりはむし，46（1）：28-33．
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たんぽう

兵庫県養父市丹戸でオオシモフリヨトウを採集

髙橋輝男
2022 年 7 月 20 日に養父市丹戸の鉢伏高原（標高

1,050m）でライトトラップを行ったところ，23 時 30
分頃に一頭のオオシモフリヨトウ Polia goliath（Fig.1）
が飛来した．開張は 65.0mm の♀であった．

オオシモフリヨトウは，東北アジアに特産する大型
の Polia で，沿海州，朝鮮，日本，中国，台湾の山地に
生息し，年 1 化で 7-9 月に出現する．日本では主に北
海道および本州の山地に産し，四国の石鎚山系にも記録
がある．

当県における本種の記録は，山本の 1955 年の氷ノ
山と 1974 年の鉢伏高原での 2 例の採集記録のみで，そ
れ以降には報告は見当たらなかった．

【採集記録】兵庫県養父市丹戸（鉢伏高原），20. Ⅶ .2022. 1 ♀ .

Fig.1　オオシモフリヨトウ♀（開張 65.0mm）．

生息地写真 2．

生息地写真 1．

〇参考文献
山本義丸，1956．氷ノ山の蛾類について（第二報）．兵

庫生物，3（3）：121-123．
山本義丸，1997．兵庫県で採集した蛾の記録．きべり

はむし，25（2）：54-57．

（Teruo TAKAHASHI　兵庫県神崎郡福崎町）

神戸市西区でのヒメボタルの生息地の続報と新たな生息地

久保彬葉・久保柚葉・久保嘉靖
神戸市内におけるヒメボタルの生息は北区中心に六

甲山，丹生山周辺の報告に限られており，神戸市西部
においてヒメボタルの報告は見当たらなかった（八木，
2007）．しかし，著者らはホタルの自由研究中に偶然に
も神戸市西区にてヒメボタルの生息地を発見し初報告を
した（久保，2023）．2024 年 6 月，初報告場所である
宝光坊川のさらに 150 ｍから 200 ｍ上流においてもヒ
メボタルの生息を確認した．山道は，途中から倒木によ
り奥には進めなかったが，宝光坊川流域一帯にはヒメボ
タルが生息している可能性がある．

また，新たに神戸市西区内でヒメボタルの生息地を
発見したので報告する．2024 年 6 月，西区押部谷町近
江の近江寺周辺にてヒメボタルの生息を確認した（生
息地写真 1，写真 2）．オスとメスを採取した（写真 3，
写真 4）．

オスとメスを一緒に飼育し，産卵するか観察した．
産卵場所用に，湿らせたコケを用意した．しかし，翌日
にメスは死んでしまい，卵も確認出来なかった．

周辺の近江寺川周辺には，ゲンジボタル，ヘイケボ
タルも生息しているのも確認出来た．

前回の報告に引き続き西区内でヒメボタルの生息地
2 か所目を発見出来た．どちらも近くに川があり，ほと
んど開発されていない場所であった．
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まだ神戸市西部でも生息している可能性があり，報
告のない明石市や三木市でもヒメボタルは生息している
可能性がある．ヒメボタルのメスは後翅が退化して飛べ
ないので，一度開発されてしまうと絶滅してしまう可能
性がある．今後，新たな生息場所を見つけられるよう調
査していきたい．

〇参考文献
八木 剛，2007．兵庫県におけるヒメボタルの分布．人

と自然，No.18：163 － 172．
久保彬葉・久保柚葉・久保嘉靖，2023．神戸市西区に

おけるヒメボタルの初報告．きべりはむし，46 (1)：
37 － 38．

（Akiha KUBO　神戸市立井吹台中学校）

（Yuzuha KUBO　神戸市立井吹の丘小学校）

（Yoshiyasu KUBO　 神戸市西区）

写真 4（メス）．写真 3（オス）．

兵庫県西宮市におけるクロコモンタマムシの記録

里見太輔
クロコモンタマムシ西日本亜種 （ヤノコモンタマ

ムシ） Poecilonota variolosa yanoi Kurosawa, 1963 は，
秋 田（2019） に よ っ て 東 日 本 亜 種 subsp. chinensis
Théry, 1926 のジュニアシノニムとされている．

本種は，国内では北海道・本州に分布し（福富ほ
か，2022），兵庫県近隣では，京都府，鳥取県，岡山
県から記録されている（水野ほか，1994；那須・吉村，
1994；鳥取県，2022；武田ほか，2024）．

県内の記録は，これまでに三田市の２箇所から報告
されているが（森，1979；高橋，1996；中峰，2011），
筆者はこれまでに記録のない西宮市で本種を採集してい
るため報告する．なお，標本の一部は兵庫県立人と自然
の博物館にて保管される．

図　西宮市産クロコモンタマムシ．

【採集記録】

2 ♂ 2 ♀ , 兵庫県西宮市国見台 , 1. Ⅵ . 2022, 筆者採集

1 ♂ 3 ♀ , 西宮市同所，11. Ⅵ . 2022, 筆者採集（図）

本種の記録について，未発表ではあるが県北部でも
採集例があり（櫟原，2023），ホストであるヤマナラシ

（ヤナギ科ヤマナラシ属）は県下に広く分布しているた
め，今後さらなる新産地の発見が期待される．

末筆ではあるが，本種の文献情報について教えてく
ださった大生唯統氏（鳥取県），末長晴輝氏（岡山県）
に心より御礼申し上げる．

◯引用文献
秋田勝巳，2019．三重県産クロコモンタマムシについて．

月刊むし，（575）：28-31．
櫟原俊嗣，2023．ど素人タマムシ屋によるタマムシ語

り 日本産タマムシの魅力 6 クロコモンタマムシと
フライシャーナガタマムシ．月刊むし，(537)：58．

高橋寿郎，1996．兵庫県のタマムシ (1)．きべりはむし，
26(1)：13-19．

武田寛生・山地 治・中野一成・武田雅生・末長晴輝，
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写真１　セスジユミアシゴミムシダ
マシ♂（朝来市産）．

写真２　同♂（養父市産）．

2024．ヤマナラシから得たタマムシ科３種の記録．
すずむし，(159)：7-8．

鳥取県，2022． レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク と っ と り 第 ３
版　2022,  (ht tps ://www.pref . to t tor i . lg . jp/
secure/1308351/5insects087-171-press2.pdf).

中峰 空，2011．兵庫県三田市でヤノコモンタマムシを
採集．きべりはむし，33(2)：24．

那須 敏・古村俊治，1994．岡山県で発見されたヤノコ
モンタマムシ．月刊むし，(281）：2-4．

福富宏和・山田 航・瑤寺 裕・尾園 暁，2022．森の宝石。
タマムシハンドブック．112pp. 文一総合出版，東京．

森 博，1979．ヤノコモンタマムシ発見の経緯．きべり
はむし，7(2)：31-32．

水野弘造・高橋 敞・大平廣士，1994．京都府産タマム
シ科甲虫目録．関西甲虫談話会資料，（8）：1-12．

（Daisuke SATOMI　兵庫県立人と自然の博物館）

兵庫県におけるセスジユミアシゴミムシダマシの記録

森 正人・大生唯統
セスジユミアシゴミムシダマシ 3rRmHWKLV VWrLaWLSHQQLV

(Lewis, 1894) は，日本では本州，九州に分布する（秋田
勝己・益本仁雄 ,2016）が，全国的に比較的希な種類
と思われる．近畿地方の記録としては，兵庫県（高橋
寿郎，1993) 及び京都府（秋田・益本，2016；京都府，
2015）の情報しか確認できなかった．近畿地方以外の
地域でも，本種に関わる記録や情報は大変乏しい状況に
ある．

兵庫県内の記録は，高橋寿郎 (1993) による三原郡南
淡町煙島の記録（1ex, 6-VII-1981, T.Takeda Leg.) が唯
一である．これの引用文献として示された登日 (1982)
の内容や標本は確認できていないが，おそらく南淡町教
育委員会 (1982)「煙島の自然」のなかに書かれた情報
と思われる．

筆者らは以下の通り兵庫県内で本種を採集している
ので報告する．

1 ♂ , 朝来市和田山町室尾 , 6-IX-2021, 大生採集 ( 写真１）

1 ♂ , 養父市奈良尾 , 14-VI-2024, 森採集 ( 写真２）

朝来市の記録は，夜間にネムノキの立ち枯れにいた
個体を採集したもの，一方，養父市の記録はケヤマハン
ノキ立ち枯れの樹皮下に潜んでいる個体を日中採集した
ものである．

なお，兵庫県北部に隣接する鳥取県の東部地域では，
丘陵地から平野部にかけての照葉樹林に遷移しつつある

二次林で比較的普通に確認されており，ナラ枯れで枯死
した後，ハカワラタケがびっしりと生えたコナラの立ち
枯れ上で夜間に確認できるほか，灯火にも飛来する（大
生，2024，投稿中）．本種の採集状況から，主に日本海
側の照葉樹林を中心に分布していたものが，ナラ枯れの
拡大に伴い，これまで確認できなかった地域へ分布を拡
大しているものと考えられる．

〇引用文献
秋田勝己・益本仁雄，2016．日本産ゴミムシダマシ大

図鑑．むし社：302pp.
京都府，2015．京都府自然環境目録 2015．　https://

www.pref.kyoto.jp/kankyo/mokuroku/index.html
（20240820（参照）

大生唯統，2024．鳥取県におけるセスジユミアシゴミ
ムシダマシの初記録と若干の生態知見について．ゆ
らぎあ，42，（投稿中）．

高 橋 寿 郎，1993． 兵 庫 県 の ゴ ミ ム シ ダ マ シ（ ６）．
Crude(38)：22-33．

（Masato MORI　環境科学大阪 株式会社）

（Yuito OHBAE　鳥取県鳥取市）
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タイワンヒラアシキバチ（Hymenoptera: Siricidae）を
上郡町のトンネル内で採集

大貝秀雄
上郡町にある安室ダム周囲にはキャンプ場が整備さ

れておりダム湖には釣り客も多いが，周辺地域は意外に
動植物が豊富で，ダム完成の 1991 年以後においても蛾
類の調査報告（高島 1997）などがあり，希少な淡水藻
類であるチスジノリがみられることでも知られている

（瀬戸ほか 1993，辻ほか 2004）．ダムの周回道路上に
はトンネルが一個所あり，その内部は走光性を有する昆
虫を安直に採集できるポイントである．

このトンネル内において筆者はキバチ科の外来
種， タ イ ワ ン ヒ ラ ア シ キ バ チ (rLRWrHmH[ IRrmRVaQXV
(Matsumura, 1912) の♀を 2024 年 8 月の 7 日と 14 日に
それぞれ 1 例ずつ採集した．ともにトンネル入口に近
い内壁の天井照明に近い部位に静止していたものであっ
た．本種は走光性を有するものであるかと思われる．ま
た，その近傍にはツバメが巣を造営していたが，それと
タイワンヒラアシキバチとの関連は不明である．

本種は台湾産の標本に基づき松村松年が記載した
もので，その後，中国雲南省，ラオス，タイ，ベトナ
ム，北アメリカ（移入）での分布が知られるに至り

（Shinohara, 2022），もともとアジア南東部に固有の熱
帯ないし亜熱帯性のキバチと思われる．国内では 1980
年に奄美大島で最初に発見され，次いで本州における
最初の標本が 1988 年に岡山県倉敷市から得られた．そ
の後，近年になって山口，兵庫（三田市），京都，和歌
山，福井，岐阜，愛知，神奈川，東京，千葉，茨城の都
府県からあいついで記録されている（内藤ほか , 2020；
Shinohara, 2022）．本州における本種の初期の記録は沿
岸部に多かったことから，輸入材または流木からの偶
発的な発生と想定されたが（内藤ほか , 2020），今では図　美方郡新温泉町産コガタノゲンゴロウ．

美方郡新温泉町でコガタノゲンゴロウを初記録

泉山真寛
2024 年 10 月に兵庫県美方郡新温泉町でコガタノゲ

ンゴロウ Cybister tripunctatus lateralis が初めて確認され
たので報告する．なお，希少な昆虫につき，調査地の詳
細は明らかにしないことをお断りしておく．10 月に 2
回の調査を同じ場所で実施し，計 11 個体が採集された．

コガタノゲンゴロウは，全国的にも個体数が減少し，
環境省のレッドデータカテゴリでは，絶滅危惧Ⅱ類（VU)
に指定されている．また，兵庫県内では，絶滅危惧Ⅰ類（Ａ
ランク）に指定されている（兵庫県の貴重な自然　兵庫
県版レッドリスト 2012（昆虫類））．さらに，兵庫県に
隣接する鳥取県では，条例により採集禁止となっている．

近年では，一度は兵庫県但馬地域では絶滅したと考
えられていたコガタノゲンゴロウの雌成虫 1 個体が兵
庫県豊岡市の溜池で発見された（杉浦 2021）． 

美方郡新温泉町は，これまでコガタノゲンゴロウの
生息が確認されている鳥取県東部および兵庫県豊岡市に
隣接している地域である．コガタノゲンゴロウは飛翔性
向が強く，分散距離も数㎞と推定されており（國本　
2005，2006），鳥取県の個体群が隣県に徐々に分布を
拡大している可能性もある（大庭・稲谷　2010）．今回
の確認によって，本種の分布の詳細や移動能力などの
詳細が明らかにできる可能性がある．なお，本調査地
では鞘翅目として，ガムシ Hydrophilus aFXmLQaWXV，コ
シマゲンゴロウ Hydaticus JrammLFXV，クロゲンゴロウ
Cybister brevis，ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis も確認
された．

〇引用文献
兵庫県の貴重な自然　兵庫県版レッドリスト 2022（昆

虫 類 ）．https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/jp/
environment/leg_240/leg_289/2022/2022, （最終
閲覧：2024 年 11 月）．

國本洸紀，2005．コガタノゲンゴロウの生態 ( その１)-

越冬場所と繁殖地 -．ゆらぎあ，23：1-7. 
國本洸紀，2006．コガタノゲンゴロウの生態 ( その２)-

繁殖地と越冬地間の移動 -．ゆらぎあ，24：1-6.
大庭伸也・稲谷吉則，2010．兵庫県西部と島根県東部

におけるコガタノゲンゴロウの記録．きべりはむし，
33（1）：14-15．

杉浦真治，2021．兵庫県北部におけるコガタノゲン
ゴロウの再発見．ホシザキグリーン財団研究報告，
24：95-96．

（Masahiro IZUMIYAMA　兵庫県養父市）
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奄美大島での記録も含め，本種はもともと国内には分
布せず，すべて国外からの移入に由来するものであり，
本州のいくつかの地点では定着するに至ったと考え
られるようになった（Shinohara, 2022）．なお同属の
別種 (rLRWrHmH[ quadricincrus も兵庫県で採集されてい
るが（Paratype），他の既知の分布地（台湾，与那国
島，石垣島）からは隔絶されているため，兵庫の記録
は偶産であった可能性が指摘されている（Shinohara, 
2022）．

1988 年 倉 敷 市 の 標 本 は (rLRWrHmH[ \amaVaNLL 
Togashi, 1990（ニセタイワンヒラアシキバチ）の名で
記載されたが，これは後に Shinohara （2022）により
本種のシノニムとされ，吉田（2014）が三田市から
ニセタイワンヒラアシキバチとして報告した標本も
Shinohara (2022) により検討され，本種であること
が確認されている．上郡町は \amaVaNLL の名で報告さ
れた 2 標本の産地，倉敷市と三田市のほぼ中間に位
置するが，今回上郡町で得られた標本には \amaVaNLL

的な特徴（頬に紋をもち，腹部第 6 節に黄帯をもつ，等）
は認められなかった．

謝辞
日頃からハバチ・キバチ類に関する御指導をいた

だき，今回も文献を御提供いただいた国立科学博物館
の篠原明彦博士に感謝いたします．

〇引用文献
内藤親彦・篠原明彦・原秀穂，2020．日本産ハバチ・

キバチ類図鑑．北海道大学出版会，札幌．530pp．
瀬戸良三・右田清治・真殿克磨・熊野茂，1993．兵

庫県安室川産の淡水産紅藻チスジノリとチスジノ
リ属 2 種の日本における分布．藻類 41(4): 355-
357．

Shinohara, A., 2022. The woodwasp genus (rLRWrHmH[

(Hymenoptera: Siricidae) of Japan. Japanese 
journal of Systematic Entomology, 28(2): 169-

図 1：タイワンヒラアシキバチ♀（背面）．

180.
高島昭，1997．上郡町で採集した蛾 (1)（兵庫県産蛾類

分布資料 6）．きべりはむし，25(1)：31-39.
辻 光 浩・ 水 野 雅 光・ 齊 藤 重 人・ 池 田 正・ 眞 間 修 一，

2004．チスジノリがよみがえる川づくり（兵庫県
安室川）．リバーフロント研究所報告 (15)：17-23．

吉田浩史．2014．兵庫県産ハバチ・キバチ類の追加記録．
きべりはむし，36(2)：15-25.

（Hideo OGAI　兵庫県上郡町）

洲本市でハネビロトンボを採集

島岡 優
兵庫県洲本市でハネビロトンボを採集したので報告

する．
1ex.，兵庫県洲本市三熊山ドライブウェイ，17. VIII. 2024，筆

者採集・保管（図）

正午ごろ三熊山ドライブウェイの歩道を歩いていた
ら，ウスバキトンボの群れの中にまぎれてハネビロトン
ボがいた．採集した個体は，翅がまだ柔らかかったこと
から未成熟と考えられる．

最後に，発表を勧めていただいた八木剛氏（兵庫県
立人と自然の博物館）にお礼申し上げる．

（Yu SHIMAOKA　NPO 法人こどもとむしの会）

図．洲本市で採集したハネビロトンボ．
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ウラナミシジミの裏面斑紋に異常を認める記録

島﨑正美・島﨑能子
ウラナミシジミはほとんど異常型をみない蝶だが , 裏

面の波状斑紋に広範囲の異常がみられる珍しい個体を観
察したので報告する .

2024 年 10 月 7 日 , 例年より約 2 週間遅れて開花し
た彼岸花を観賞する目的で加古川市郊外の田園地帯を訪
れた際 , 彼岸花にカメラを向けていた妻が奥の方に蝶が
止まっていると教えてくれた . この日は時折小雨がぱら
つく天候で , 彼岸花の群落の間に自生するエノコログサ
の花穂にとまって休息中の蝶が後翅を破損したウラナミ
シジミ（図 1）であることはすぐにわかった . ビデオカ
メラでズームアップしながら撮影記録をとったが翅表が
見られないままで雌雄の判別はできていない . 撮影中と
帰宅してコンピュータに画像を取り込んだ段階でもやや
灰色が目立つという感じはしたが裏面斑紋の異常には気
づかなかった . 

2024 年の初秋はウラナミシジミの観察機会が少な
く , 10 月 9 日に三木市の三木山森林公園までツマグロ
キチョウの観察に出向いた際 , 曇り空のせいで池端の植
物にとまって動かないウラナミシジミ（図 2）を撮影す
ると , ファインダーにみる裏面の波状斑紋がくっきりと
目立ってその色調もよくみる淡褐色で , この時点で 10
月 7 日に撮影した個体の裏面の色調が一様に灰色を帯
びていたことを思い出した . 

2 個体の撮影記録を見比べて初めて 10 月 7 日に記録
した個体の裏面が , 特に後翅の中央部外よりに通常上方
2 番目で幅広く下方に向けてほぼ直線状で細長く続く筋

模様が , 三日月状に湾曲した連続紋になっているなど , 
全面的に正常個体とはかなり違った斑紋異常型だと確認
できた . 先述したように雌雄は不明で正常型との翅表の
違いもわからないままだが , 以下に改めて斑紋異常型の
観察データを示す .

観察日 2024 年 10 月 7 日

観察地 加古川市志方町広尾

発見者 島﨑能子

撮影者 島﨑正美

日本産蝶類の変異・異常型図鑑を公表されておられ
る新田氏の記録の中にウラナミシジミ 2 個体の例が見
られるが , 今回のような斑紋異常は初めての記録だと思
われる .

〇参考文献
新 田 敦 子 , 双 尾 Ⅱ . 日 本 の 蝶 類 変 異・ 異 常 図

鑑（URL: https://abzukann.choumusubi.com/
simpleVC_20101216171845.html）

（Masami SHIMAZAKI　兵庫県高砂市）

（Yoshiko SHIMAZAKI　兵庫県高砂市）

キタテハ夏型の遅い記録とヒメアカタテハの誤求愛

島﨑正美
2024 年は 6-8 月の異常高温のせいで夏期に蝶の姿が

少ないなど発生状況に例年とは異なる変化が見られた . 
Facebook などの SNS にキタテハの秋型の情報が多くみ
られるようになった 10 月 , 例年であれば秋型のキタテ
ハがセイタカアワダチソウの花に集まる , 加古川河川敷
へ 11 日に訪れた . しかしカナムグラが広く群生する場
所で探すがキタテハは全く現れず , セイタカアワダチソ
ウを訪花したツマグロヒョウモンの雌雄個体 , センダン
グサ周りを飛び交うモンシロチョウとヤマトシジミ , カ
ワヤナギの葉上でテリ張りをするコムラサキなどを見た
だけだった . 翌 12 日 14 時過ぎの訪問でも , 観察できる
蝶はカワヤナギまわりで♂同志の追飛翔を繰り返すコム
ラサキと , 絡み飛翔に巻き込まれるルリシジミ , そして
カワヤナギの葉上に静止するコムラサキの♀などで , キ
タテハがやってくる気配がないまま時が過ぎていった . 
15 時半を過ぎた頃 , ようやく低い位置で旋回飛翔する
タテハチョウが現れ , カナムグラの葉上に静止した時点
で紛れもないキタテハ（図 1）だと確認 . ほぼ新鮮な夏
型で , 飛翔時に秋型のオレンジ色がみられなかったわけ
が納得できた . 幅広い翅形から産卵目的でやってきた♀図 2. 2024 年 10 月 9 日 , 三木市三木山森林公園．

図 1. 異常型．2024 年 10 月 7 日 , 加古川市志方町広尾 ．
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だと思われたが , 目の前で産卵することはなくどこかへ
と姿を消した . 夏場の異常気象が影響したのか , この時
期の夏型の観察は記録のある 1980 年以降にはない珍し
い事例となる . ちなみに , 加古川地域での秋型の発生は
10 月 10 日以降という記録が多い .

同月 12 日は , 継続観察をしていたコムラサキの追飛
翔にも変化があった . カワヤナギの葉上に静止していた
♀への♂による求愛行動が始まり , 高い位置のカワヤナ
ギの葉陰へと絡みながら潜り込む様子（図 2）を観察し
ていると , 低い位置で求愛行動をみせる別の 2 個体が現
れ , こちらが撮影に向いていると判断して撮影対象を変
えて様子をみた . ところが両者がコムラサキではないよ
うに見え , カメラのズームアップ度を上げるとなんと尾
端をまげて交尾を迫るのはいつの間に現れたのかヒメア
カタテハで , 迫られているのはおそらく先ほどみたキタ
テハだと思われた（図 3）. この求愛行動は 5 分近く続
いたが , ヒメアカタテハの動きがとまって交尾が成立す
る可能性は低いと考えられ , 高い位置の望遠撮影にも疲
れて最後までの撮影はしなかった .

野外での異種間の自然交尾の例としてクモマツマキ
チョウとツマキチョウの例が有名だが , 極めて珍しいミ
ヤマカラスシジミとトラフシジミの交尾例が Web 検索
で閲覧でき（蝶超天国 , 2019）, 筆者も 2014 年に高知
市五台山牧野植物園で観察されたカバマダラに誤求愛を
するツマグロヒョウモンの♂の記録を中川氏との共著で
報告している（中川ら , 2014）. 2020 年には同種間と
なるヤマトシジミの♂が他の♂に羽ばたきを繰り返して
誤求愛をする場面を観察（図 4）していて , 求愛される

側の♂はじっとしたままだった . ヤマトシジミの♀は低
温期になると翅表に青鱗粉が発達した個体をみるが , こ
の時の迫られる側の♂の翅表外縁には黒鱗粉が発達して
いて , この誤求愛は迫る側の♂が相手を低温期の♀だと
誤認識した可能性が考えられた .

今回のキタテハとヒメアカタテハの事例は交尾にま
では至っていないが , 通常ではありえない異種間誤求愛
例だと思われ , キタテハの遅い夏型の確認例と合わせて
報告する .

観察データ

観察日 2024 年 10 月 12 日

観察地 高砂市米田古新

観察者 島﨑正美

〇参考文献
中川隆・中川美智枝・島﨑正美 , 2014. カバマダラに

対するツマグロヒョウモン♂の誤求愛 . やどりが , 
(240): 38-39

蝶超天国 , 2019. ミヤマカラスシジミとトラフシジミの
交尾（URL: https://konty33.exblog.jp/28449277/ ）

（Masami SHIMAZAKI　兵庫県高砂市）

図 3. 尾端を曲げて交尾を迫るヒメアカタテハ．
2024 年 10 月 12 日 高砂市米田町古新）

図 4. 同種の♂に誤求愛するヤマトシジミ♂．
（2020 年 9 月 18 日 高砂市荒井町）

図 1. キタテハの夏型．
（2024 年 10 月 12 日 高砂市米田町古新）

図 2. コムラサキの求愛．
（2024 年 10 月 12 日 高砂市米田町古新）
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オビグロスズメの兵庫県初記録

堀内湧也・阪上洸多
兵庫県宍粟市にてオビグロスズメ Sphinx crassistriga

(Rothschild & Jordan, 1903) が採集されたため，兵庫県初
記録として報告する．

1 ♂ , 兵庫県宍粟市山崎町 , 28.VIII. 2024, 堀内湧也採集（図１）.

標本は，兵庫県立人と自然の博物館にて保管される．

オビグロスズメは，全国的に採集例が少なく，スズ
メガ科の中でも稀種として知られている．本種は，国内
では北海道，本州，四国から記録されているが（矢野・
岸田，2012），本州西部では鳥取県でしか記録されてい
ない（松井，2020）．幼虫は，カラマツ Larix kaempferi

やストローブマツ Pinus strobus を食べることが報告さ
れている他，トドマツ Abies sachalinensis やモミ A. firma，
ツガ Tsuga sieboldii の周辺でも幼虫が発見されることか
ら，マツ属 Pinus，ツガ属 Tsuga，カラマツ属 Larix，モ
ミ属 Abies を寄主として利用すると考えられている（増
井，2012）．西日本では，特にモミの周辺における幼虫
や成虫の発見例が多く知られている（増井，2012；松井，
2020）．

本個体は，第一著者の堀内が，オオトラカミキリ
Xylotrechus villioni を探索中の 15 時ごろ，モミの幹上で

図 2　モミの幹上で翅を伸ばすオビグロスズメ．

図 1　オビグロスズメ雄成虫．開帳 62.4 mm．

発見したものである．発見時は羽化直後であったようで，
翅を伸ばしているところであった（図 2）．本報告の採
集地周辺では 2021 年にも調査が行われているが，その
際は発見されなかったため（池田・阪上，2021），生息
密度は低い可能性がある．

兵庫県内ではモミを寄主とする蛾類の採集記録は少
ないが，今回本種が得られた地域を調査することで，発
見されると考えられる．

〇引用文献
池田大・阪上洸多，2021．兵庫県のスズメガ．きべり

はむし，43 (2)：26-45．
増井武彦，2012．超稀種オビグロスズメの謎 四国から

初発見の経緯とその国内の記録．やどりが，234：
13-17．

松井悠樹，2020．鳥取県でオビグロスズメを採集．月
刊むし，594：50．

矢野高広・岸田泰則，2011．スズメガ科．岸田泰則（編），
日本産蛾類標準図鑑 1．学研教育出版．327-339．

（Yuya HORIUCHI　兵庫県宝塚市）

（Kota SAKAGAMI　兵庫県立人と自然の博物館）

姫路市辻井にてクロモンシタバを発見

肥塚陽太・肥塚真由美
2024 年 11 月 8 日，姫路市辻井のハイツにてクロモ

ンシタバ Ophiusa tirhaca を発見．Google レンズにより，
色・大きさ・模様等を確認．特徴的であるため間違いな
いと確信した．その場では息子と名前がわかったことに
満足し，写真は撮影していない．後日，姫路科学館に問
い合わせたところ，姫路市での発見記録がない偶産種
と教えていただいたことから，きっと台風の影響などに
より，たまたま発見できたものだと思われる．3 日間程，
同じ場所にいたので写真を撮影していなかったことは悔
やまれる．

（Haruta KOEDUKA　兵庫県姫路市）

（Mayumi KOEDUKA　兵庫県姫路市）

編集部註

本報告については，総合的に判断して掲載することとしたが，

記録として情報の正確性を担保するためにも，今後は原則的に

本文に加えて写真等の資料をお願いしたい．
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アカネ属の珍客二種来訪

東 輝弥
高砂市内の我が家の庭に，最近ほとんど見かけなく

なったノシメトンボと高砂市では未記録のヒメアカネが
訪れたため報告する．

ノシメトンボ 6\mSHWrXm LQIXVFaWXm　( 写真 1)
1 ♀，高砂市，2023 年 10 月 18 日．

11 時頃，庭の梅の枯れ枝の先にトンボが止まってい
た．撮影しようと近寄りすぎて逃げられてしまったが，
撮影できた写真を拡大してみると本種であった．

ヒメアカネ 6\mSHWrXm SarYXOXm　( 写真 2)
1 ♂，高砂市，2023 年 10 月 18 日；1 ♀，高砂市，2024 年

11 月 14 日．

ノシメトンボを撮影した同日の 13 時過ぎに，ナンテ
ンの葉の上に止まる本種を撮影した．また翌年も続けて
我が家の庭に飛来した．

その他にも，我が家にはトンボが餌場として訪れて
くれる．初夏からアジアイトトンボ，アオモンイトトン
ボに始まりシオカラトンボ，オオシオカラトンボ，ギン
ヤンマ等が訪れ，秋にはオオアオイトトンボ，ナツアカ
ネ，アキアカネ，リスアカネが時々顔を覗かせてくれる．

写真 1　自宅に来たノシメトンボ．

写真 2　自宅に来たヒメアカネ．

またウスバキトンボは 5 月から 10 月半ば過ぎまで飛ん
でいる．

2024 年 11 月 13 日には，自宅にナツアカネ 1 ♂，
アキアカネ 3 ♂，隣の畑にナツアカネ 1 ♀，アキアカ
ネ 6 ♂ 1 ♀が訪れた．最近アカネ属の減少が言われて
いる中，住宅街の一角に複数頭がまとまって飛来するこ
とはうれしいことであるが，どうしてこの場所を見つけ
るのかが疑問である．

〇参考文献
東 輝弥，2010．兵庫のトンボ分布目録 .　Sympetrum 

Hyogo，12：1-113. 
尾園 曉・川島逸郎・二橋 亮，2012．日本のトンボ．文

一総合出版．
関西トンボ談話会，1976．近畿地方のトンボ第 3 部ト

ンボ科．大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第 8 集．
大阪市立自然史博物館

関西トンボ談話会編，2006．近畿のトンボ　データ編．
関西トンボ談話会 .

近畿のトンボ編集委員会，1984．近畿のトンボ．関西
トンボ談話会．

杉村光俊・吉田一夫・山本哲央・大浜祥治，2023．四国・
中国・近畿のトンボでわかる快適環境．いかだ社．

（Teruya AZUMA　兵庫県高砂市）
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兵庫県養父市でコブナシコブスジコガネを採集

榮藤亘輝
コブナシコブスジコガネ Trox (Trox) nohirai (Nakane, 

1954) は北海道から九州にかけて分布するコブスジコガ
ネであり，フクロウの営巣する樹洞に溜まったフレーク
をホストにしていることが知られている ( 稲垣 , 2007)．
兵庫県内での記録は内藤 (2002) により，波賀町 ( 現 : 宍
粟市 ) 音水渓谷で採集された 1 例が知られるのみである．

2024 年 4 月 28 日，筆者は養父市万久里の街灯で本
種を採集したため兵庫県内 2 例目及び，養父市内での
初記録として報告する．また，本種は比較的標高のある
場所での採集例が多いように思われるが，今回採集した
場所は標高 150m の比較的低地であることも併せて報
告しておく．

【採集記録】

1ex., 兵庫県養父市万久里 alt. 150 m, 28- Ⅳ -2024, 筆者採集・

保管　（図 1）

〇引用文献
稲垣政志・稲垣信吾，2007．コブナシコブスジコガネ

Trox nohirai Nakane の生態について．鰓角通信，(15): 
7-10．

内藤隆夫，2002．兵庫県で採集した甲虫類の記録 (2)．
きべりはむし，30(1)：65-69．

(Koki ETO 甲南大学自然科学研究科 )

図 1　コブナシコブスジコガネ．
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֯にͭいてのߟ

田 真木生
< ॻධ >
ᶃʰ生͖のカタチʱۙ౻࣎ஶ　ֶ259　ݚ ท　ఆՁ
2090 ԁ
ᶄʰಈたͪのثʱダグラスɾΤムϨンஶ � 山田美໌
༁　Y�LOPXMFEgF　325 ท　2200 ԁ
ᶅʰෆͩٞࢥΒ͚　カブトムシ図ؑʱখౡবஶ　࠼図ࣾ 
223 ท　1000 ԁ

動物の形がどのように形成されるか，発生学のこの
重要な問題は，クリスティネ・ニュスライン＝フォルハ
ルトら３人が 1979 年のノーベル賞を受賞するまでに明
らかにされ，ショウジョウバエの突然変異系統の保存と
機能解析が，この機構が独り節足動物だけに有効である
だけでなく，脊椎動物の形態形成迄敷衍しうる機構であ
ることを明らかにした．こうして「体軸決定と体幹の分
節化，そしてその整形」の基盤の上に体節と付属肢の分
節と整形も説明され，それは昆虫分類学の理解にも大き
な一石を投じた．「角」は付属肢ではないし，単なる表
皮の部分の突出の仕方であって，垂直的な分化が付属肢
の分化と同じようにいくのかという問題が別に取り上げ
なければならないが，今回取り上げる，3 冊はその「角」
をめぐる物語だ．付属肢の垂直方向への分化はちょうど
縄文土器を作るように「わっか」を積み上げて引き上
げていく様にするが，ただの皮膚の部分的突出も基本的
な角のゾーニングは同じように，膨らむ場所はくしゃ
くしゃにした紙風船を膨らませるようにする①．この辺
の話は虫のお話５つ星レストランに来ていただいた基生
研の新美先生にも詳しくお話いただいた通りである．①
は前著「波紋と螺旋とフィボナッチ」の続編で，前著か
ら読むのが正しい読み方かもしれないが，角を含む多様
な形態のでき方が広く書いてある．フィボナッチ数列と
いうのは植物の葉序にみられる面白い数列のことである．
前の数を足し算して次の数を決めるという形で作られる．
東京スカイツリーの構造が偕老同穴（海綿）と同じ構造
になっていたり，魚やシマウマの模様に，ナチの暗号エ
ニグマを解読したにもかかわらず同性愛を断罪されて非
業の死を遂げたアラン・チューリングの貢献等話題満載
の本である．初めの話題がカブトムシの角．「折り畳み
風船方式」という言葉で叙述している．シワしわのパター
ン形成は notch という遺伝子が重要だそうだ．Notch
は Delta という受容体と相互作用をして細胞の近距離コ
ミュニケーションを調節する．イラストも豊富．

一方，古くから，昆虫の形態においては，クワガタ
の雄の大顎の変異，テナガコガネの前肢の大きな変異が
注目を集めてきた．これは，ダーウィンのブルドッグを

自称したトマス・ハックスレイの孫ジュリアン・ハック
スレーの “Allometry” という短いが名著の誉れの高い
小本に結実した．コオロギの一種にも図のようにかな
り顕著なアロメトリーがあって，私たちも /R[REOHmmXV 
angulatus というオカメコオロギの一種で 1 報 Canadian 
Entomologist 誌に発表した．ハックスレーの定式化し
た両対数表示した部品間の相関は驚くほどきれいに描き
出される（He and Takeda,2014）．回帰直線の傾きが
べき数に分数表示される．部品 A の次元 / 部品 B の次
元という形で．

②はフンコロガシを使って「角」のアロメトリーと
行動の変異を調べてきた著者によるもので，眼と角の間
に逆比例的な関係があり，角は体長に比例し，眼は逆比
例する．糞の丘を占有する大きな雄に対して小さい雄は
横穴を穿って中のメスを間男して逃げるという狡猾な戦
略でバランスをとるということを明らかにして面白かっ
たが，この本では角の生態的な意味を敷衍するあまり
話を航空母艦や城郭の構造迄広げているが，核心はどの
ような機構でアロメトリーが実現されるか，なぜ限られ
た部品に起こるのか，なぜカブトムシに起こってカナブ
ンやシデムシにはこのようなことが起こらないのか等々
の重要な問いが残ったままになったのは残念である．エ
ムレン氏はコーネルやプリンストンを出た俊英でブルー

図：/R[REOHmmXV aQJXOaWXV の಄෦．" ͔Β &ʀ雄のإをେ͖͍ॱ
にฒた．Fʀࣁ．ҹ͕֯．খ͍͞雄 & ࣁのإ．
)F BOE 5BLFEB（2014）ΑΓ．
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バックスでアメリカの進化科学の優れた教科書も書いて
いるので期待したがやや期待はずれであった．

③は山口大学でカブトムシの様々な側面を研究対象
にしている著者の作である．私もカブトムシを育てて気
になった様々な疑問に分かり易く答えている．私が感じ
た最大の疑問は，カブトムシはもう秋のうちにかなり大
きな幼虫サイズになっているが春から夏の羽化時期まで
さらに大きく成長を続けている様子はなく，眠に入って
いるのではないかと疑われる．私はいろいろな条件で加
温したり光周処理をしてみた，この点はっきりした結論
は得られなかった．ボーベリアか何かカビによる感染死
の割合が後半高かったことによる．しかし，この点につ
いては言及がなかった．秋の幼虫は大体は大きくなって
いるが，一部小さい幼虫がいる．これはいったい何なの
か知りたいがこれも言及はなかった．秋大きな幼虫は固
まっている（集合性）．この意味は何だろう．このように
カブトムシにはまだまだ不思議な出来事はたくさんある．

Ҿ༻จݙ
He,  Z . -2. ,  M.  Takeda (2014) The inf luence of 

developmental days on body size and allometry 
of head width in male /R[REOHmmXV aQJXOaWXV 

(Orthoptera:Gryllinae). Canadian Entomologist. 
146, 1-8. doi:10.4039/tce 204.10

（Makio TAKEDA　ピノキオ幼ஓ園（熊谷市）

・昆虫資ݯ研究所（ࠤ用町））

< ॻධ >
ʰࠛઈ໓ʱオリバʔɾミルマンஶɹதཬࢠژ༁ɹૣ

ॻ ���pp�ɹ����
ʰαイϨントɾアʔスʱ%� グʔルιンஶɹ౻ݪଟՀ༁

ɹ/H, ग़൛ɹ����
田 真木生

ヘルマン・ヘッセやウΟンストン・チャーチル，日
本では北ై夫，中村などが少年の頃から虫きで相当
入れ込んでいたのは有名な話だが，日本のノーベル賞ड
賞者にも虫きが多くいる．しかし，多くの人はద当
なところで本ۀを見つけて立な人たちになっていく
が，ࢲの場合のように途中で止まらなくなって৬ۀとし
てしまったものもいる．今，ੈք中の「ムシ屋さん」た
ちが気になっていることが一つある．ࢲたちの周りに虫
がすっかりいいなくなってしまったということだ．ࢲた
ちの子供の頃には，夜॓をやっているి灯の周りには
ຖ日，原子֩の周りがかくあらんというような，ウンカ
やヨコバイの「ి子雲」がӔ巻いていたが，今頃は，ト
ンボは言うに及ばず，գも佇もさっぱり飛ばない．LED
は虫たちにはあまり魅力的ではないようだが，うిٿ
の์つ波長のせいだけではない．なͥならࢲは̑日に
一度༠蛾灯のブラック・ライトをつけるが，そこでも
ガだらけ，カゲロウだらけになることはわずかな日を
আいて今はもうないからだ．ࢲが生まれた 1950 年頃か
ら DDT を中心に有機Ԙ素ࡎとݺばれるࡴ虫ࡎがわれ，
これが࣬පをഔհするգやハエなどのӴ生虫のۦআに
確かに一定のׂをՌたした．そのようなឿᓾരܸはੈ
քをすっかり変えてしまった．しかし，それを担ったԘ
素ࡎは高いཹ性のため今では禁止されている．その
後，いろいろな新たなࡴ虫ࡎがわれ，ཹ成分が環境
にੵされてきた．しかし，新たな問が出てくるたび
に新たなༀࡎで対Ԡするやり方は，߅性を生み，一種
のຑༀ中ಟのような状況を࡞り出し，ൈけ出せなくなる
ѱ॥環が出来てしまう．数年前，Ԥ米を中心に CCD（ミ
ツバチ巣่յ候群）がىこった時，ܯが໐らされた
が，この時明らかになったことが１つある．それは，ミ
ツバチという昆虫ただの１種が担う生態学的な重ཁ性が
いかに重ཁであるかということだ．様々なཁҼが考えら
れるが，その一つは合成ニコチニル（合ニコ）とݺばれ
る強力なࡴ虫ࡎがあり，現ࡏではヨーロッύでは用禁
止になっている．これはக死ೱ度をはるか下回る低ೱ度
で神経׆動をげることで虫をࡴす場合がある．こう
いう新手のࡴ虫ࡎが次々に࡞り出されているのであるこ
とを示している．ミツバチの場合，このようなೱ度で採
餌バチの帰巣がげられる．ࡴ虫ࡎの市場化には国の検
査基準をॆたさないとڐ可が下りない．しかし，ࡴさな
くても他の重ཁな機能がཚされると CCD はىきてし
まう．ミツバチは多くの植物の花粉ഔհを行っているた
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め，彼らが姿を消すとՌ実の形成ができなくなる．これ
はえらいことになると一時大૽ぎになったのである．
は次第に色あܠが成立しなくなる．花はなくなり，風ۀ
せてゆく．ムシがいなくなると川のڕ，そして空をු༡
する昆虫を食べるツバメやヒバリのような鳥が姿を消し
てゆく．１ඖのツバメは 200 万ඖのムシを一生֔に消
අする．それだけのムシが供څされないとツバメは育た
ない．レイチェル・カーソンのܯ告で長ؓなय़は帰って
きたのかʁいやそれどころか，昆虫のハルマゲドンが始
まってきた．

ここでհする２はいずれも，昆虫のܹ減につい
て意をىשするものである．昆虫研究者たちが心配し
てきた，昆虫の全ൠ的่յがいよいよ，現実的のものと
なってきたらしい．そのূڌをಥきける．ジャーナリ
ストたちは既に「昆虫アルマゲドン」とか「昆虫の示録」
という言葉さえい始めている．１つ目の本の著者ミル
マンは，ガーデΟアンなどで݈筆を;るってきたジャー
ナリストであり，༁者は中里京子さん．彼ঁはジェイ
コブセン著になる「ハチはなͥ大ྔ死したのか」も༁出
している．

地ٿは「水の」と表現されるが，別の表現として，
「虫の」ともいわれる．地ٿには様々な生物がଘࡏ
するが種の数でもバイオマスでも昆虫がѹ倒的だ．あま
り多すぎて名前もे分にわかっていないものが多数いる
が，500 万種というのがありそうな数だ．生態系は様々
なߏ成員の相࡞ޓ用で成立していて，それぞれのہ面
で昆虫が重ཁなׂをՌたしている．様々なデータをۦ
ޮࡁして，このような昆虫による生態系サービスの経
Ռを推計するとアメリカだけで 570 ԯドルとなる．し
かし，昆虫がܹ減しているかどうかは確かめるのはむつ
かしい．しかし，このࠔな事に立ち向かった人々が
いた．1980 年台からクレーフェルト昆虫学会の人々が
ドイツ自然保ޢ区全域６３か所にマレーθ・トラップと
ばれるに飛翔性の昆虫を追い込みݺ 2 ̓年間１万 7000
日かけて 53kg もの標本を集めたのだ．݁Ռはڻくべき
ものであった．２̓年間で昆虫の生物ྔは 76� も減少
していた．ヨーロッύ֤地，続いてアメリカでも大幅な
減少が確認された．トラップの種類，食性の違いなどを
越えて，すべての方法で一கした現象であった．大ԣ
断で有名なオオカバマダラなどの減少も著しい．80 年
の 1� 水準になってしまっている．種によっては絶滅
してしまったものも多い．

データはどれもショッキングなものだ．しかも，大
変なのは，種の多様性と生態系่յそれぞれの問とと
もに，グローバル化に伴う外来種の৵入，ࡴ虫ࡎだけで
なくআࡎや，ϖットボトルのようなものから発する化
学Ԛછ物࣭のੵの上に，温ஆ化の影響がかͿさって来

る．絶望的な気分になるが，この２の本の最後の部分
は，それぞれに，ではক来の地ٿ生໋環境をकるために
我々はԿをなすべきかという指が書かれてある．グー
ルソンは，中央政府のレベルの行動，地方政府の行動，
園ܳ家や市ຽ園の行動，みんなの行動のそれぞれにつ
いて細かいアジェンダがྻڍされている．ニッチェを
分断しないように小さくても小さな植生をできるだけつ
ないでゆくこと，環境意識を高めていくこと，都市部の
化，食ྐシステムの変ֵ，希少昆虫やそのみ場所の
保ޢの実現のための方ࡦがྻڍされている．ミルマンの
方は，もう少し֓೦的，۩体的に，そして都市学的に，
昆虫の生態系の再ݐのために，そういうビオトープ的な
ྖ域を計画的にߏஙし，自然に返ؐしていく，そこで住
ຽは，自然から学び，༊しの場も与えられる空間を࡞る，
ベーレンバウムの名ける「インアクション・プラン」
という考え方を提Ҋしている．

ઓ後の再ݐに，産ۀ化がٸに進められ，二ࢎ化
素やེ化物やその他の産ۀഇغ物，重ۚ属が環境中に
์出された．日本もその先ۦけ的にがむしΌらに走っ
た．ちΐうど期を同じくして，水ມではメチル水ۜが海
に流れ，ڕがුく，鳥は落ちる，そしてೣはགྷり，それ
はڕを食料にしていた人々をऻい，2,000 人もの໋
をୣった．その水ມපから 70 年たった．全員ࡁٹの判
ܾまで25年かかったが，周辺住ຽや遅れて発した人々
のࡁٹはまだ行われていない．あの時，ೣがڰ死する異
常な事態の意ຯをཧղしていれば，こんな多くの人々の
人生をۤしみのఈに引き落とすことはなかったのに．昆
虫のଘࡏがなんのに立つのかと人は問うかもしれない．
古くから言われてきたのは「環境ѱ化の指標」がある．
߭のカナリアだ．テキサスではシジミチョウの越冬ੈ
が休に入れず大ྔ死したと報道されている．温ஆ化
も確実にޮいている．今，ܯがなっている．人が，こ
れをແࢹすることはたやすい．虫けらごときものと．し
かし，アルマゲドンが本当にそれをẍসする人をേする
かもしれない．

（Makio TAKEDA　ピノキオ幼ஓ園（熊谷市）

・昆虫資ݯ研究所（ࠤ用町））
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< ॻධ >ɹh ࠛ৯とจ໌ʱσイビουɾウΥルトナʔʹ
テʔϰスஶ ยԬ夏美༁  ங地ॻؗ ���pp�ɹఆՁ ���� ԁ

田 真木生
数日前，徳島大にベースをおく食用コオロギ生産工

場を運営する Gryllus 社が従業員 150 名の解雇と 1 億
5000 万円の負債を残して倒産というニュースが流れ，
波紋が広がった．私の方もずっと小規模だが，コオロギ
の食糧化を目指してやってきたからよそ事ではない．G
社は大型経営で驀進してきたが，当方は，タガメや蛍の
保全を目的としてコオロギ生産を通じた山村経営の補助
としての産業システムの構築であるから，冬の低温（す
なわち電気代）に悲鳴を上げて，どこか温暖地に生産拠
点を移すというような手立てはないわけであるが，過疎
化に抗する起死回生策として村ぐるみの取り組みを目指
したが，実際のところ，その母体となる青年層がすで
に存在しないという現状で，生産性の向上と販売促進の
両方で悪戦苦闘中である．2013 年 FAO の有名な van 
Huis 報告はリリース直後 600 万のアクセスがあったと
いう．昆虫食のアドバンテージはそこでまとめられたよ
うに①餌の同化率が脊椎動物より優れている，②水の必
要量も圧倒的に少なくて済む，③栄養価も遜色ない , ④
Ca, Mg の含量が高い，⑤すでに世界各地で食用に供せ
られている（即ち治験段階をへている），⑥飼育のため
の面積が少なくて済む，⑦排せつ物の処理が容易 , など
が強調された．そうした十字軍的な精神は，納得される
が，しかしながら昆虫を食するということには，まだま
だ西洋社会（日本も含め）には受け入れがたい精神的な
ギャップが存在するし，採集する場合には生物多様性保
護との矛盾も起こるだろう．また，現在はグレーゾーン
になってはいるが，食用だから，安全性の検証というこ
ともワクチンの使用でおなじみの問題がある．本書の著
者は国境なき獣医師団の創設者として獣医学的立場か
ら人類とそれを取り巻く生態系の未来像を考える立場で，
今回は昆虫食にかかわる様々な視座から昆虫食の推進の
ために考慮すべき文化，倫理，衛生的な側面だけでなく
動物福祉や生態系とのかかわりを哲学的に考察する．因
みに著者の前著には「排泄物と文明」がある．進化シス
テムをどう内在化するかという問いも発している．①か
ら⑦の意義をとなえて，何か，宗教カルト的，説教的な
立場を説くだけで昆虫食の道が開けるのか？こういう地
平を越えて，食べるということの意味，食べられるとい
うことの意味，共生的関係の意味などに根源的な問いを
発していてこの部分は面白い．やや翻訳文が生硬で，意
味の採りにくい箇所がいくつかあったが．原題は　“Eat 
the Beetles ！ An Exploration into Our Conflicted 
Relationship with Insects” で，「昆虫食と文明」とす
るのはやや文化人類学的すぎる treatise であり，本筋は

An Exploration…であろう．Beetle というのは Darwin
や Haldane の言説を踏まえている．私の方のシステム
は，クリケット・ファームの他に，オオムラサキ，テン
グチョウ，ヤママユガ，柞蚕，ウスタビガ，カブトムシ
のケージとミツバチの巣箱を併設し，子供たちに生きた
大型種を触ってもらうようにしているが残念ながら訪問
者は多くない．こうして，昆虫が経時的にどのような発
生のトラジェクトリーをとって大きくなっていくのか子
供たちが手に取って見ながら，昆虫食を味わい，観察し，
考察する貴重な機会と思うが，新聞社も佐用町も，教育
委員会も，農業科学科を持っている佐用高校も，昆虫館
スタッフも殆ど興味を示さない．知らないうちに外界の
昆虫相は急速に減衰していて，アメリカでもそのような
印象を受けたから，これは世界的な傾向であろう．オオ
カバマダラが激減しているのが一例．今年，アメリカ中
西部で，以前にはどこにでもいたアメリカシロヒトリを
採集するのに一苦労した．何か違う世界がやってきてい
るような嫌な予感．ムシも鳥も花も，カタツムリも，ミ
ミズもすべていなくなってから後悔してももうどうにも
ならないのに．ミミズだって，お螻蛄だって，アメンボ
だって，みんなみんな死んでしまった，どうにもならな
いよ，とうたうだけ？食糧問題の解決という視点だけか
らだけでなく，昆虫食についても，昆虫とヒトの関係性
をよく理解する手がかりにし，子供たちに学ぶ機会を与
えることが出来るから，大人が，積極的に実践し，大事
な考え方を伝える努力をしていくべきではないだろうか．
大事なことは評論ではなく実践である．世界はもう崖っ
ぷちに来ている．食育の学習時に mindful eating とい
う言葉がよく出てくるが，mindful の及ぶ範囲は，栄養
学的な範囲，健康維持の観点までで終わりではなく，ヒ
トが，凶悪な暴食者であるという認識も含め，人類とし
ての生死観や，それがバイオスフェア全体に及ぶところ
まで徹底した思考の訓練が必要である．今，人工知能な
どというバーチャルな情報の雲の中に人類社会は突っ込
んでゆく．掌で触り，眼で見て，においをかいで，そし
て，なめて食べてみて，それらの存在の実相と，言葉の
意味の確認こそ，子供たちの早い段階の教育としては重
要ではないだろうか？昆虫食もそうした自然認識，自己
認識の作業のとば口にあるよい教育材料なのではないだ
ろうか？ Gryllus 社の失敗は，コオロギを，低所得者向
けに腹いっぱいの低価格メニューとしてビッグマック並
みのサービスを提供しようとしたのと同じ精神性を振り
かざしたところに起因するのではないだろうか？ビック
マックを食べるときに４脚の動物を想像する人は少ない
だろう．しかし，そういう想像力が現在求められるので
はないだろうか？ヒトの種として decency が .

（Makio TAKEDA　ピノキオ幼ஓ園（熊谷市）

・昆虫資ݯ研究所（ࠤ用町））
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< հץط >ɹスコοトɾリチϟʔυɾシϣʔஶɹ౻ݪ
ଟՀ༁ɹh ࠛڧ࠷の生で͋るʵ̐ԯのਐԽ͕
たΒ͠たڻ異の生ଘઓུ ɹɦ（Տग़ॻ新ࣾ）

前藤 ܆
つい最近，科学ࢽ Nature にコマユバチ科寄生๘の

新種記載文が掲載された（Moore L. D. et al., 2024. 
Nature, 633: 840ʖ847）．ཽڪの新種ならともかく，こ
のࢽࡶに昆虫の新種とはڻきだ．その文の共同ࣥ筆者
のͻとりが本書の著者，スコット・ショーである．寄生
๘の分類学者だが，若いころを社会生物学者の E.O. ウΟ
ルソンの研究室ですごしており，生物のੈքをͻろく見
わたすࢹ野をもっている．

「昆虫は最強の生物である」はほぼ意ຯ不明だし，
෭の「ڻ異の生ଘઓུ」も安っΆい．ショーが著者で
なければ手に取らなかったかも知れない．だが，原の 
lPlanet of the bugs: Evolution and the rise of insects （虫
の：昆虫の進化と繁ӫ）z なら素直にᰐける．昆虫
は種数において他の生物群をѹ倒するばかりでなく，
上のあらゆる環境にはびこり，バイオマスにおいてもし
ばしば動物を上回る（熱帯林におけるアリとシロア
リ，北極ݍ近くのハエ目など）．どうして昆虫はこれほ
どまでにᷓれているのか．その謎をじっくりとඥղくの
が本書の目的である．ヒントは，外֨ࠎという基本的な
体のつくりと̐ԯ年におよͿ植物との関にある（たい
ていの植物の一生は，༳りかごから݁ࠗをへてุ場まで，
昆虫をൈきには語れない）．

口ֆには，著者の研究ڌ点である中南米に産する 12
種の昆虫のみごとなカラー写真が൸࿐されており，それ
らをோめるだけでもウキウキする（エクアドル産のヘビ
トンボの長い大ֺの，なんと立なことか）．本文にも貴
重な写真が載っており，例えば，約１ԯ年前の原始的な
寄生๘の姿かたちが，マダガスカルに生息する同じ間
の現生種とソックリなのにはڻいた．昆虫は長らく熱帯
林のムシムシとしたやかさのなかで進化してきたのだ．

本文の֤ষは，海生の節足動物が繁ӫしたカンブリ
ア紀（約̑ԯ年前）から新生（ཽڪの絶滅以降）まで，
植物と動物の進化史にそって書き進められる．そもそも
外֨ࠎはなͥ進化したのか，三葉虫はなͥ滅びて昆虫は
生きったのか，原始的な昆虫は植物の上進出と森林
の成立にどのようにߩ献したのか，翅の֫得によって昆
虫と植物の関はどう変わったのか，古生末期の大絶
滅を昆虫はどう生きのびたのか，ཽڪと昆虫はどのよう
に᛭ୖ磨したのか（始鳥の先は羽で昆虫をୟき落
して食べていたというઆもある），花の生はന亜紀の
ੈքをどう変えたのか，そして寄生๘やङり๘は，植物
を食べていた๘の間からどのように進化し，一部は;
たたび植物食にったのか．

このように山の謎ղきをしながら（いや，謎の多
くがղかれてはいないのだが），植物との関を主࣠と
した昆虫の進化と主交のྺ史が語られる．もしԾに
動物がଘࡏしていなくても上生態系はおそらく成
立するが，昆虫のいない植物のੈքは想像できない．

後記で著者がএえた「虫だらけのӉઆ」によれば，
生໋がଘࡏできる条݅がそろったでは，翅をもった
小型の外֨ࠎ動物（地ٿの場合は昆虫）が光合成を担う
植物と共に上生態系を発達させるのが至極当然であり，
ऑ点の多い内֨ࠎ動物がそこそこ繁ӫしている地ٿは例
外的ということになる．

昆虫の進化をղきほぐすஸೡな語りの合間には，著
者自の個人的なエピソードや南北アメリカの自然環境
のඳ写が豊富に散りばめられている．和༁もこなれてい
て，虫きであれば୭でもָしくಡみ進められる．もっ
ともे年ほど前に書かれた本なので，例えば，昆虫にもっ
とも近い節足動物を多足類とするなど，最新の知見とは
異なるところがແいわけではない．だが，豊富な参考文
献を手ֻかりにして，ಡ者はそれぞれ自ࡏに知的探索を
ָしむことが出来るだろう．

さて，Nature に新種記載された寄生๘はショウジョ
ウバエの成虫に産卵・寄生する変わり者だが，同じ
Syntretus 属のコマユバチは日本にも生息している（藤江
൏平 , 2022. 神奈川県立生໋の・地ٿ博物館特別出版
物 , 2: 309ʖ494）．この属の寄生๘はヒメバチやハナバ
チの成虫に寄生することも知られており，今後の生態ղ
明がָしみだ．

（Kaoru MAETO　兵庫県宝塚市）
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�� 内༰
「きべりはむし」は，若உঁを問わず，昆虫に関心のあるಡ者を対象とし，兵庫県ならびに地域の昆虫相，昆虫

の採集・観察・飼育の記録や方法，昆虫学のղઆ，昆虫を材とした教育や地域づくりに関する記録や方法などの，
未発表の報文を掲載します．

�� ฤ集ɾ発ߦ
「きべりはむし」は，兵庫昆虫同会の機関ࢽではなく，ಠ立したࢽࡶとし，「きべりはむし編集委員会」が編集し，

「NPO 法人こどもとむしの会」が発行します．巻߸は，兵庫昆虫同会発行の「きべりはむし」の継続とします．

�� ஶݖ࡞
掲載報文の著ݖ࡞は，「NPO 法人こどもとむしの会」に帰属するものとします．

�� ମࡋɾഔମ
本ࢽの判型は A4 判とし，ԣ書き 2 段とします．本ࢽは，Adobe PDF 形式によるి子ファイルとして出版し，デー

タは「NPO 法人こどもとむしの会」の web サイト (http://www.konchukan.net/kiberihamushi) からダウンロードで
きるものとします．また，ࢴഔ体によるҹ物を別途࡞し，希望者に時Ձで൦布します．

�� ऀߘ
「きべりはむし」には，NPO 法人こどもとむしの会正会員およびࢍॿ会員，学生（小学生ɺ中学生ɺ高校生ɺ大

学生および大学Ӄ生） ならびにきべりはむし会員のいずれかが著者に含まれる原稿を投稿することが出来ます．なお，
きべりはむし会員が 1 年間に投稿できるのは，報文 2 報・報 2 報までとなります．

�� いئのお࣌ఏग़ߘݪ
原稿は，原則としてデジタルデータでお願いします．以下を参考に，文ࣈ部分と，図や表の部分は別々のファイ

ルとして提出ください．ै来通りのࢴ原稿でもडしますので，;るって投稿ください．

1) 文ࣈ部分
図表以外の部分と図表のキャプションは，1 つのファイルとして，リッチテキスト形式 (.rtf) もしくは MS ワード

形式 (.docx) で保ଘしてください．ゴシック体，イタリック体などの書体も指定ください．原稿は，一ൠに，表，著者，
ཁࢫ，本文，謝辞，文献でߏ成します．本文が数ϖージに及Ϳ報文の場合は，本文の前に をࢫ以内程度のཁࣈ 400
つけることも可能です．文献，ホームϖージの引用は，一ൠ的な学ज़ࢽࡶの例にならってください．

2) 図表
それぞれの図表ごとに別々のファイルとして࡞成し，.jpeg，.psd，.pdf などの形式で保ଘしてください．また画像デー

タにつきましては可能な限り，高ղ像度での保ଘをお願いします．図表の幅は，1 段または 2 段分となります．原則と
して，୯७な拡大ॖ小以外は行わず，そのままҹに供しますので，図表中の文ࣈサイズは，り上がりの大きさを考
えてదにઃ定してください．また，写真のトリミングは，దにトリミングしたものを提出してください．著者以外
が࡞成した地図や，人物が写っている写真を用いる場合は，事前に，著ݖ࡞者や本人のঝを得ておいてください．
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3) 引用文献
文献を引用する場合ɺࢽࡶや୯行本は「著者名 ( 年߸ )」または「（著者名 , 年߸）」ɺウェブサイトは「サイト࡞成

者名（年߸）」ɺ「（サイト࡞成者名 , 年߸）」または 「（ウェブサイト名）」とɺ本文の引用箇所に書きɺ文末に引用文献
をまとめて記載してください。引用文献の記載方法はɺ以下の例を参考にしてください。

を引用する場合ࢽࡶ・
（例 1）　福岡行・黒崎史平・高橋ߊ , 2000. 兵庫県産ҡ管ଋ植物 2. 人と自然 , 11: 85ʖ104.
（例 2）　石原一 , 1959a. トビイロスズメの生׆史（I）. 新昆虫 , 12 (2)：36ʖ39.
（例 3）　石原一 , 1959b. トビイロスズメの生׆史（II）. 新昆虫 , 12 (7�8)：37ʖ39.
（例 4）　Hardy, D. E., and M. Takahashi. 1960. Revision of the Japanese Bibionidae (Diptera, Namatocera). Pacipc 

Insects, 2(4): 383-449.
・୯行本を引用する場合
（ 例 5）　 安 Ӭ 智 秀・ 高 井 幹 夫・ 中 谷 至 伸 , 2001. 日 本 原 色 カ メ ム シ 図 鑑 －  生 カ メ ム シ 類 Terrestrial 

Heteropterans －第 2 巻（安Ӭ智秀・高井幹夫・川ᖒ夫　編）. 全国村教育ڠ会 , 東京 .　350pp.
・ウェブサイトを引用する場合
（例 6）　神戸市 , 2015. 神戸の希少な野生動植物 －神戸版レッドデータ 2015 － , (http://www.city.kobe.lg.jp/life/

recycle/biodiversity/rd/img/rdb2015.pdf).
（例 7）　Web 東奥（東奥日報）, 2020 年 8 月 25 日 , 青森県初確認ʁ ਂ浦町にアカギカメムシ , https://www.

toonippo.co.jp/articles/-/399599（参照 2020 年 11 月 26 日）.

�� ૹઌߘݪ
きべりはむし編集委員会　kiberihamushi!konchukan.net

�� のमਖ਼ɼ採൱ߘݪ
編集委員会は，内容や文言の修正を著者に求めることがあります．またझࢫに合わない原稿は掲載をお断りする

ことがあります．

�� ऀߘɼߘݪ内༰にؔ͢るい߹Θͤ
個人情報保ޢの観点から，投稿者個人の連絡先は明記しておりません．お問い合わせ等につきましては
きべりはむし編集委員会メールアドレス　kiberihamushi!konchukan.net　までお願いいたします．

���*SS/ にͭいて
きべりはむしは第 32 巻第 2 ߸からオンラインジャーナルの PDF 版が正式版となりました．これに伴い，ISSN( 国

際標準ஞ次刊行物番߸ :International Standard Serial Number) を取得しました．ISSN とは，ࢽࡶなどのஞ次刊行物
の情報を識別するための国際的なコード番߸です．

・参考 web サイト
ISSN 日本センター：http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/issn.html
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ฌݝݿඣ࿏ࢢͰൃ͠ݟたϑΣϞϥʔλΦΦϞϞϒτϋϜγͷه� ɾɾɾՅϊւرߤɾٶԼ� �����
ฌཱݝݿେֶෟଐߴֶߍۙͰ֬ೝ͞ΕたγλϕχϋΰϩϞͷهͱߦಈ؍ɹ
Ͱͷ͔؍ΒಘΒΕたੜଶʹؔ͢Δݟ� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾੁ౻߁ฏ� �����
ฌݝݿ୶࿏ౡͰࠇԽܕͷτϊαϚόολΛू࠾� ɾɾɾࢁӉɾૻాΊ͙ɾۚ͞Γ͍ɾதজਓ� �����
ਆࢢށຎࢁʹ͓͚Δ ���� ͷΞαΪϚμϥͷҠಈௐࠪͷ݁Ռ�
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾٶ↳ɾҰҪߦ߂ɾಙ૿࣮ࣄ�� �����

ʲɹใʳ
ฌݝݿཆࢢ୮ށͰΦΦγϞϑϦϤτΛू࠾� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ∁ًڮஉ� ��
ਆࢢށ۠ͰͷώϝϘλϧͷੜଉͷଓใͱ৽たͳੜଉ� ɾɾɾٱอල༿ɾٱอ༘༿ɾٱอՅ༃� �����
ฌݝݿࢢٶʹ͓͚ΔΫϩίϞϯλϚϜγͷه� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾཬݟଠี� �����
ฌݝݿʹ͓͚ΔηεδϢϛΞγΰϛϜγμϚγͷه� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ ਖ਼ਓɾେੜ།౷� ��
ඒํ܊৽ԹઘொͰίΨλϊήϯΰϩΛॳه� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾઘࢁਅ� ��
λΠϫϯώϥΞγΩόνʢ)ZNFOPQUFSB�4JSJDJEBFʣΛ্܊ொͷτϯωϧͰू࠾� ɾɾɾେल༤� �����
ऱຊࢢͰϋωϏϩτϯϘΛू࠾� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾౡԬ ༏� ��
ϥφϛγδϛͷཪ໘ൗʹҟৗΛೝΊΔه� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾౡ㟒ਖ਼ඒɾౡ㟒ࢠ� ��
ΩλςϋՆܕͷ͍هͱώϝΞΧλςϋͷٻޡѪ� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾౡ㟒ਖ਼ඒ� �����
ΦϏάϩεζϝͷฌݝݿॳه� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾງ༙ɾ্ࡕᔨଟ� ��
ඣ࿏ࢢ⁋ҪʹͯΫϩϞϯγλόΛൃݟ� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾං௩ཅଠɾං௩ਅ༝ඒ� ��
ΞΧωଐͷ٬ೋछདྷ๚� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ౦ ً� ��
ฌݝݿཆࢢͰίϒφγίϒεδίΨωΛू࠾� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾᒇ౻ً� ��

ʲॻධʳ
֯ʹ͍ͭͯͷߟ� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾాਅੜ� �����
ʦॻධʧh ࠛઈ໓ʱh αΠϨϯτɾΞʔε �ɦ ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾాਅੜ� �����
ʦॻධʧh ࠛ৯ͱจ໌ �ɦ ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾాਅੜ� ��
ʦץطհʧh ࠛڧ࠷ͷੜͰ͋Δʵ̐ԯͷਐԽ͕たΒ͠たڻҟͷੜଘઓུ �ɦ ɾɾɾલ౻ �܆ ��

ߘҊ� ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɹɹ� �����




